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I. プロジェクトの概要 

1. 国名 

モロッコ王国 

 

2. 案件名 

公平な教育振興プロジェクト 

 

3. プロジェクト期間 

2014年 9月から 48カ月間 

 

 プロジェクト設計時、全体期間は 1年ずつの 4つのラウンドに分けて実施することが計画さ

れた。プロジェクトの最初の 2ラウンドはパイロット事業を通じてプロジェクト専門家チームが

範を示し、3 ラウンド目以降はモロッコ側が予算も確保し実施するのを、プロジェクト専門家チ

ームが支援するという計画であった。 

 プロジェクトが開始され、日本側・モロッコ側の関係者が共同で事業実施の枠組みを策定する

中で、当初段階で慎重に詳細な活動計画を構築するために、当初 12カ月間の予定であった第 1ラ

ウンドに 18カ月を充てることとなった。 

 さらに、2017年 2月に第 3ラウンドを開始し、新たな 8つの県においてモロッコ側の負担で活

動を普及する予定であったが、後述する事情により第 3ラウンド開始は見送られ、第 2ラウンド

までに対象となった 8つの県でのみ、プロジェクト終了時まで活動が実施された（表 1参照）。 

 

表 1 プロジェクト期間におけるラウンド分けの変遷 

 設計時計画 開始当初計画 実績 

第 1ラウンド 2014年9月～2015年7月 2014年9月～2016年1月 2014年9月～2016年1月 

第 2ラウンド 2015年8月～2016年7月 2016年2月～2017年1月 2016年2月～2018年8月 

第 3ラウンド 2016年8月～2017年7月 2017年2月～2018年1月  

第 4ラウンド 2017年8月～2018年7月 2018年2月～2018年8月  

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

4. 背景 

モロッコ国では 1999年から 2009年までを「モロッコ教育の 10年」と定め、基礎教育（初等教

育 6年間および前期中等教育 3年間）の普及に取り組んできた。その結果、初等教育純就学率は

1991年の 56％から 2008年には 89％（United Nations Organization for Education, Science and Culture : 

UNESCO）へ大幅に改善したが、留年率・退学率は依然として高く、前期中等教育の普及、学習

到達度、女子就学率等にみる地域間の格差は深刻である。これに対しモロッコ政府は、教育の普

及（地域間のアクセス格差解消）や質向上を目的に、「教育緊急計画（Programme d’Urgence : PU）」

（2009-2012）を実施した。その後、PUは教育セクター開発政策「中期開発計画 2013-2016」（Plan 

d’Action à Moyen Terme 2013-2016 : PAMT）、「優先施策 2015-2018」（Mesures Prioritaires 2015-2018）、
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「教育改革の戦略的ビジョン 2015-2030」（Vision Stratégique de la Réforme 2015-2030）に引き継が

れて現在に至っている。また、従来の中央集権型行政モデルは非効率であるとの問題認識に基づ

き、教育においても地方分権・分散化が推進されており、中央から、州、県及び学校レベルに適

宜権限、意思決定を委ね、教育行政のニーズ対応力の強化が試みられているところである。 

モロッコでは初等教育の普及は一巡し、前期中等教育の普及とその質向上がより喫緊の課題で

あるとされ、その概況は次の通りである。 

 前期中等教育普及の遅れ：純就学率 53.9% (2012年) 

 前期中等教育の都市部－農村部の格差（特に女子）：都市部女子の純就学率 78.7％に対し農村

部は 23.6％（2011/12） 

 前期中等教育の留年率、退学率の高さ：留年率 16.0%、退学率 10.4%（2011/12） 

 学力の低さ：国際数学・理科教育調査（Trends in International Mathematics and Science 

Study :TIMSS）の 2011年結果（中 2）数学 42カ国中 40位、理科 41位 

 

 モロッコ国民教育・職業訓練省（現国民教育・職業訓練・高等教育・科学研究省（Ministère de 

l’Education Nationale, de la Formation Professionelle, de l’Enseignement Supérieur et de la Recherche 

Scientifique : MENFPESRS）は、州教育行政機関「教育・人材育成地域アカデミー（Académies 

Régionales de l’Education et de la Formation : AREF）」やその出先である県教育局（Délégation、現

Direction Provinciale）による、域内の質・普及の格差是正施策の開発・実施を支援するため、日本

に対して技術協力を要請した。 

 独立行政法人国際協力機構（Japan International Cooperation Agency: JICA）は 2013年 6月と 10月

に詳細計画策定調査団をモロッコに派遣し、プロジェクトのフレームワークを策定し、2014年 5

月に討議議事録（Record of Discussions: R/D）を取り交わした。協議の結果、本技術協力プロジェ

クト「公平な教育振興プロジェクト」（Projet d’Amélioration de l’Éducation avec Équité et Qualité : PEEQ）

が支援するAREFによる格差是正施策の基本コンセプトは以下のとおり整理された。 

1)  学校群（中学校－小学校のまとまり。Bassin Scolaire）を支援対象の単位とする。 

2) 「教育の質」：小学校修了（6 年生）時の生徒の学習レベルの低い学校群を支援対象とする。 

3) 「教育のアクセス」：小学校から中学校への進学率、女子就学率等の低い学校群を支援対象と

する。 

4) 支援を要する学校群をAREF、県教育局が把握し、支援策を執る。 

 

5. 上位目標及びプロジェクト目標 

(1) 上位目標 

PEEQの活動（域内教育格差を緩和する施策）が対象AREF内の他の学校およびモロッコ国内他

州にて展開される 

 

(2) プロジェクト目標 

国民教育・職業訓練・高等教育・科学研究省が、教育に係る格差の緩和に取り組むAREFを支援

する 
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6. 実施機関 

 国民教育・職業訓練・高等教育・科学研究省（MENFPESRS）戦略統計計画局 

 教育・人材育成地域アカデミー（AREF） 

 県教育局（Direction Provinciale） 

 

7. 対象地域 

【計画】 

 モロッコ全国の旧 16州のうち下記旧 8州における各 2県 

1) シャウィア・ウルディガ  

2) ドゥカラ・アブダ 

3) ガーブ・シャラルダ・ベニハッサン 

4) マラケシュ・テンシフト・アルハウズ  

5) タザ・アルホセイマ・タオウナート  

6) オリエンタル 

7) タドラ・アジラル 

8) スス・マサ・ドラ 

注：1) ～ 4) は円借款「基礎教育セクター支援事業」の学校建設コンポーネントの対象地域 

また、第 2ラウンド以降、全国的な州再編に伴い、対象州の名称が変更されたが、上記では旧名

称を使用。 

 

【実績】 

 2015年 2月に実施された全国的な州再編に伴い、旧シャウィア・ウルディガ州と、旧ドゥカラ・

アブダ州は解消され、プロジェクトの対象県はすべて新カサブランカ・セタット州に属すること

になった。また、旧ガーブ・シャラルダ・ベニハッサン州は新ラバト・サレ・ケニトラ州に、旧

マラケシュ・テンシフト・アル・ハウズ州は新マラケシュ・サフィ州に吸収された。さらに、「3. 

プロジェクト期間」で述べたとおり、第 3ラウンド以降に予定されていた 5) から 8) の州へのモ

ロッコ国負担による活動普及は、プロジェクト期間中には実現しなかった。 

 以上より、実績として、プロジェクトの対象となったのは以下の 3州であった。 

1) カサブランカ・セタット 

2) ラバト・サレ・ケニトラ 

3) マラケシュ・サフィ 
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II. プロジェクトの実績 

1. プロジェクトの実績 

1-1 日本側の投入 

(1) 日本側総投入額1：314百万円（概算） 

投入内容は、直接経費（旅費（航空賃・その他）、成果品作成費、再委託費、国内研修費）、直接

人件費、その他原価、一般管理費等である。 

 

(2) 専門家派遣 

 本プロジェクト実施期間（2014年 9月～2018年 8月）において、日本人専門家が計 93.98人月

分従事した（現地作業 85.13人月、国内作業 8.85人月）。本プロジェクト実施期間に投入された日

本人専門家は以下の 12名（詳細は添付資料 1）である。 

 

表 2 日本人専門家の業務実施期間 

氏名 担当業務 
人月 

現地 国内 

奥川 浩士 チーフアドバイザー／教材開発 1 30.93 0.65 

石井 徹弥 副総括 1.43 0.30 

香西 武 教材開発 2（理数科教育） 2.80 0.20 

日下 智志 教材開発 3（理数科教育） 11.96 0.00 

佐藤 晃 教育評価 4.00 0.50 

清水 麻由／堀 康廣*1 学校運営 9.47 0.00 

太田 美穂 女子教育 5.14 0.00 

野々口 敦子 女子教育 2 1.10 0.10 

寺岡 亮輔 サブプロジェクト管理 13.70 0.60 

西野 宏 インパクト評価 1.07 6.50 

山田 めぐみ 研修実施モニタリング 3.53 0.00 

合計 85.13 8.85 

*1「学校運営」担当は、清水麻由から堀康廣に交代となった。 

 

(3) 研修員受入 

 本プロジェクトでは、国民教育・職業訓練・高等教育・科学研究省（MENFPESRS）、教育・人

材育成地域アカデミー（AREF）、県教育局（Direction Provinciale）から合計 27名を対象に本邦研

修を実施した。研修員受入リストは添付資料 2のとおりである。 

 

(4) 機材供与 

 機材供与：2百万円（概算） 

                                                        
1 日本側総投入額は「プロジェクトの精算金額」から「一般業務費（在外事業強化費に相当）」と「機材費」を差

し引いた金額である。 
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本プロジェクト実施期間に調達した機材は添付資料 3の機材費リストのとおりである。 

 

(5) 在外事業強化費 

 在外事業強化費：113百万円（概算） 

投入内容は一般業務費（一般傭人費、特殊傭人費、車両関連費、施設・機材保守管理費、消耗品

費、旅費・交通費、通信・運搬費、資料等作成費、雑費）である。 

 

1-2 モロッコ側投入  

(1) カウンターパートの配置 

 モロッコ側カウンターパートとして、国民教育・職業訓練・高等教育・科学研究省（MENFPESRS）

次官Youssef BELQASMI氏を議長とする合同調整委員会が、プロジェクト責任者の Abdelhaq EL 

HAYANI氏（戦略統計計画局長）を初めとする関係各局長、対象地域のAREF局長、プロジェク

トマネージャーAbdelhak GHOULI 氏を議長とするプロジェクト運営委員会の委員らによって構

成されている。また、対象地域の州 AREF 並びに県教育レベルで、それぞれの局長の指導の下、

PEEQ プロジェクト・コーディネーター、学校プロジェクト・コーディネーター等がプロジェク

トの実施に従事した（添付資料 4参照）。 

 さらに、活動の都度、必要に応じてモロッコ各地より視学官が招聘され、テストの問題作成・

結果分析や補助教材作成等の際に、教育技術面での協力を行った。 

 

(2) 執務室の提供等 

 国民教育・職業訓練省（現：国民教育・職業訓練・高等教育・科学研究省）ララアイシャ別

館内にプロジェクトチームの業務スペースが確保され、業務に必要な家具類も設置された。 

 診断テストのデータ入力のために、CNEEO内に作業スペースが確保された。 

 補助教材作成ワークショップの会場として、プロジェクト事務所に隣接するMENFPESRSの

会議室が提供された。 

 

 

(3) その他先方政府負担事項 

 プロジェクトの展開に必要な、モロッコ側カウンターパート人材の給与、諸手当、交通費と

いった運営コストをモロッコ側が負担することが、2016年 10月に行われた運営指導調査に

おいて、モロッコ側と日本側との間で再確認され、合意事項に基づいた措置が行われた。 

 ワークショップ等の開催にあたり、会議場及び宿泊施設をモロッコ側が負担し提供した。さ

らに、カリキュラム改訂にかかるワークショップ開催に関しては、参加者への手当等も含め

て、全てモロッコ側の負担で行われた。 
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1-3 活動 

 プロジェクトにおいて期待される成果を生み出すために、PDM が示す枠組みに基づきさまざ

まな活動が行われた。ここでは、当初計画と対比した場合の変更の有無を含め、PDMに記載され

た活動ごとに、プロジェクトの実績を記載する。 

 

(1) 成果 1に係る活動 

成果 1：生徒の学習到達度の格差是正のための措置（主に診断テスト、誤答分析、授業案改善、

補助教材を活用した生徒の学習支援、モニタリング体制からなる）が試行され、採用される 

 

(1-1) MENFPESRS、AREF、県教育局、学校レベルの、生徒評価・試験の実践を把握する 

 

 本プロジェクトでは、案件形成時から、「誤答分析」を通じて児童生徒のつまずきを明らかにす

ることにより、そのつまずきを解消するための手立てを見出すというアプローチを用いることが

設定されていた。したがって、プロジェクトチームは、活用可能な既存の情報や実践の有無を確

認するため、モロッコ国内で児童生徒の学力評価がどのように行われているかを十分に把握する

必要があった。プロジェクトが始まった2014年9月から、MENFPESRSならびに関係するAREF、

県教育局、学校との協議を通じて、プロジェクトチームは、以下を含むモロッコで実施されてい

る生徒評価についての情報を入手した。 

 

 県・州・中央の各レベルにおける各教育段階の修了資格認定のための共通試験： 

初等教育修了時は県で作成される標準試験、前期中等教育修了時は州で作成される標準試験、

後期中等教育修了時は、大学入学資格の取得を付与するバカロレアと呼ばれる全国共通の試

験が実施されている。 

 学校レベルにおける平常評価： 

モロッコは 2学期制であり、それぞれの学期の中間時点と期末にそれぞれ学校レベルで平常

評価（contrôle continu）が行われている。 

 国立評価試験進路指導センター（CNEEO）が開発した既習事項確認テスト： 

2009年に開始された緊急プログラム（Programme d’Urgence）の枠組みの下で始められ、全初

中等学校での実施が義務付けられるようになった、新学年開始直後に行われるテストで、児

童生徒が新学年で新たな内容の学習をするのに必要な既習事項の習得度合いを確認するた

めのテスト。 

 全国学習到達度評価プログラム（PNEA）： 

4 年に一度、全国レベルで対象校を抽出して行われる評価で、児童生徒の学習到達度を測定

し、国レベルでの教育方法や教育内容の改善に役立てるためのもの。 

 

 案件形成時には小学校・中学校の修了資格認定試験の結果を用いて誤答分析を行い、子どもの

つまずきを探ることになっていたが、情報収集及び検討の結果、総括的評価を目的とした同試験

の問題では、つまずきを発見するための十分な診断評価ができないと判断された。したがって、
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CNEEOが開発した「既習事項確認テスト」の問題をベースとして、プロジェクト独自の診断評価

を行い、その結果を用いて誤答分析を行うことを決定した。 

 

(1-2) MENFPESRS/AREFが学校毎の学習到達度を把握し、底上げを要する学校群を指定する 

 

 第１ラウンド（2014年 9月～）のプロジェクトの対象地域は、当時のシャウィア・ウルディガ

州並びにドゥカラ・アブダ州（いずれも現カサブランカ・セタット州）から選定された。対象と

なる県教育局と学校群の選出にかかる基準は、プロジェクト概要書策定の過程で設定された。案

件の設計段階では教育の質にかかる最困難学校群とアクセスにかかる最困難学校群をそれぞれ選

出することが想定されていたが、実際のサイトの選定は、児童の学習成果と就学にかかる指標を

組み合わせたものを基にして行われた。選定方法は以下のとおりであった。 

 

【対象県の選定】 

 各州の中で、以下の指標の平均値が最も低い県を 2つ選ぶ。ただし、日本側の集中的な協力に

より、PEEQ の支援モデルを新たに構築する必要があることから、県へのアクセス、県教育局の

既存の人材、教員養成機関（Centre Régional des Métiers de l’Education et de la Formation : CRMEF）

の有無等を考慮して、対象県を選定した。対象県の選定に用いられた指標は、次のとおりである。 

 学年度中の中途退学率（小学校全学年） 

 小学校から中学校への進学率（当該年度の中学 1年生の人数／前年度卒業した小学 6年生の

人数） 

 留年率（小学校全学年） 

 小学校全生徒数にかかるジェンダー格差指数 

 

【対象学校群の選定】 

 対象県の中で、学校群内の各小学校に関する指標の合計値を求める。そして、学校群内の小学

校の平均値を用いて一覧を作成し、そのなかで平均値が最も高い上位 2つの学校群（パフォーマ

ンスが最も低い学校群）を選定する。 

 学年度中の中途退学率（小学校全学年） 

 小学校から中学校への進学率（当該年度の中学 1年生の人数／前年度卒業した小学 6年生の

人数） 

 留年率（小学校全学年） 

 小学校全生徒数にかかるジェンダー格差指数 

 小学校修了試験の平均点 

 卒業に必要な及第点（Seuil de passage：平常点と修了試験を合算）に達しなかった生徒（小学

6年生）の割合 

 

 第 2ラウンド（2016年 2月～）では、第 1ラウンド対象地域に加え、活動地域をラバト・サレ・

ケニトラ州並びにマラケシュ・サフィ州へと拡大した。ただし、2015年 2月の全国的な州再編に
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伴い同年 9月には州レベルの教育行政の区割りも変更になったものの、案件形成時の合意事項に

従い、旧ガーブ・シャラルダ・ベニハッサン州、旧マラケシュ・テンシフト・アル・ハウズ州に

所属していた県の中から対象県を選定することになった。また、第 1ラウンドで選定方法が複雑

になり過ぎて混乱が生じたという反省から、県内の対象学校群を選択する際には、案件形成時に

想定されていたとおり、教育の質の面、アクセスの面で、それぞれ最も困難な学校群を 1群ずつ

選定することとした。選定方法は以下のとおりであった。 

 

【対象県の選定】 

 各旧州の中で、県毎に以下の 5 つの指標の 3 年間（2011/2012、2012/2013、2013/2014）の平均

値を用い、あらかじめ定められた計算式に当てはめて得られた数値が最も低い、すなわち最も困

難な県を選定する。 

 小学校の中途退学率の平均値（TMAP） 

 小学校の留年率の平均値（TMRP） 

 中学校の中途退学率の平均値（TMAC） 

 中学校の留年率の平均値（TMRC） 

 小学校から中学校への進学率の平均値（TMTPC） 

計算式：0.15 × (1-TMAP) + 0.2 × (1-TMRP) + 0.15 × (1-TMAC) + 0.2 × (1-TMRC) +  0.3 × (1-TMTPC) 

 

【対象学校群の選定】 

 対象県の中で、学校群内の学校の以下の 2つの指標の 3年間（2011/2012、2012/2013、2013/2014）

の平均値が最も低い学校群を選定する。 

 小学校修了試験の平均点 

 小学校から中学校への進学率 

 

 以上により選定されたプロジェクト対象地域は、表 3のとおりである。 

 

表 3：プロジェクト対象地域 

州 県 学校群（中学校） 
小学校 

本校数 

小学校数 

（分校含） 

カサブランカ・セ

タット 

セタット Hassan Lawal 2 9 

Sidi Hajjaj 2 7 

ベルシッド Ibnou Sina 4 14 

Ezzarktouni 3 3 

エルジャディーダ Khaled Ibnou Eloualid 8 29 

El Ouard 9 24 

シディベヌール Ibnou Sina 3 10 

Baroudi 3 13 

ラバト・サレ・ケ

ニトラ 

シディスリマン El Kceibya 4 11 

Safsaf 4 11 

シディカセム Dakhla 6 26 

Al Kindi 5 13 

Tamazouzte 10 38 
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マラケシュ・サフ

ィ 

アルハウズ Houman El Fetouaki 8 42 

シシャウア Mohamed V 10 56 

Timzgadiouine 14 41 

合計 16学校群（中学 16校） 95 347 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

(1-3) 日本人専門家がMENFPESRS/AREF/CRMEF/県教育局に対し講習会、説明会を実施する 

(1-4) MENFPESRS担当者が、AREF/CRMEF/県教育局に対し講習会、説明会を実施する 

 

 日本人専門家チームは、主に表 4 に示された機会において、PEEQ プロジェクトの内容や運営

方法を、モロッコ側のパートナー機関（MENFPESRS/AREF/CRMEF/県教育局など）に提案し、プ

ロジェクトに対する理解を深める努力をするとともに、それらパートナー機関との協議を通じて、

プロジェクトの方向性を共同で確認してきた。 

 一方MENFPESRS は、AREF/CRMEF/県教育局などの下部機関に対し、特にそれらが新たにプ

ロジェクト対象として加わる際に、日本人専門家チームと協力して対象地域を訪れ、プロジェク

トの内容や運営方法について説明した。 

 

表 4：プロジェクトに関する説明等を行った主な活動 

年月日 活動 場所 

参加者数 

モロッ

コ側 
日本側 

2014年 9月 16日 プロジェクト・キックオフ会議 ラバト 16名 10名 

2014 年 10 月 21～

22日 

プロジェクト概要書策定ワークシ

ョップ 

ラバト 12名 6名 

2014年 12月 4日 第 1回合同調整委員会 ラバト 16名 9名 

2015年 1月 13日 シャウィア・ウルディガ州調整委

員会 

セタット 16名 7名 

2015年 1月 15日 ドゥカラ・アブダ州調整委員会 エルジャディーダ 15名 7名 

2015年 2月 10日、

11日 

県調整委員会 セタット 

ベルシッド 

エルジャディーダ 

シディベヌール 

11名 

11名 

17名 

18名 

9名 

2016年 2月 19日 マラケシュ・サフィ州 AREF キッ

クオフ会議 

マラケシュ 18名 7名 

2016年 2月 25日 ラバト・サレ・ケニトラ州AREFキ

ックオフ会議 

ラバト 10名 5名 

2016年 3月 21日 シディスリマン県教育局キックオ

フ会議 

シディスリマン 8名 4名 

2016年 3月 24日 シディカセム県教育局キックオフ

会議 

シディカセム 9名 4名 

2016年 3月 30日 アルハウズ県教育局キックオフ会

議 

アルハウズ 4名 5名 

2016年 4月 4日 シシャウア県教育局キックオフ会

議 

シシャウア 12名 5名 

出所：プロジェクトチームにより作成 
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(1-5) MENFPESRS/AREF担当者が指定校の試験結果を分析し、特に基礎学力について、生徒の

苦手な学習内容及び学びの阻害要因を把握する 

 

 以下の要領により、2015年診断テストが実施された。診断テストは、5年生対象のものについ

ては第 4学年の現行カリキュラムに基づき CNEEOが既に作成していた既習事項確認テストを一

部改定したもの、6年生対象のものについてはCNEEOと日本人専門家との共同作業により、第 5

学年の現行カリキュラムに基づきプロジェクトで独自に作成したものである。ワークショップが

2015年 1月 21日から 30日まで開催され、CNEEOから任命された専門家と日本人専門家が協力

してテスト開発を行った。 

 

2015年診断テスト実施概要 

期 間：2015年 3月 5日～10日 

対象学年教科：小学 5年・6年の算数と理科 

実施学校と参加生徒数：16校 1,143名（表 5参照） 

 

表 5：2015年診断テスト実施校と参加生徒数 

州 県 学校群 学校名 
5年生 6年生 

算数 理科 算数 理科 

シャウィ

ア・ウルデ

ィガ 

セタット 

Hassan Lawal 
Lakhrawaa Centre小学校 17 17 9 10 

Laamarat分校 13 13 6 6 

Sidi Hajjaj 
Labioud Centre小学校 30 30 28 28 

Ouled Yaiich分校 20 20 22 22 

ベルシッド 

Ibnou Sina 
Laghnimine Centre小学校 27 27 49 49 

Ezzmamra分校 11 11 12 12 

Ezzakartouni 
El Hay El Hassani小学校 57 57 74 74 

Ibnou Lhaytem小学校 72 72 58 57 

ドゥカラ・

アブダ 

エルジャデ

ィーダ 

Khaled Ibn 

Eloualid 

Laazizate小学校 45 45 42 44 

Jouamaa分校 25 25 25 25 

El Ouard 
Tnine Hachtouka小学校 77 77 75 75 

Ezzouazi分校 44 44 25 25 

シディベヌ

ール 

Ibnou Sina 
Lakhoualda小学校 52 52 55 55 

Lahmamna分校 32 32 26 26 

Baroudi 
Bni Hlal小学校 41 41 29 29 

Lamribtate分校 31 31 12 12 

合計数 594 594 547 549 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 診断テストの結果は、2015年 4月 6日～9日の「誤答分析ワークショップ」において分析され、

日本人専門家及びプロジェクト対象地域ならびに CNEEO から派遣された視学官 16 名の手で報

告書にまとめられた。報告書には、診断テストの結果について、生徒の典型的な誤答とその理由

の分析、ならびに授業改善のための教授法の提案等が記載された。同報告書は、2015 年 10 月 2

日に国民教育・職業訓練大臣へ提出され承認された後、500 部印刷され、後述する教員研修会に
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参加した教員、「誤答分析に基づく授業改善にかかる全国ワークショップ」参加者、その他関係機

関（MENFP各部局、AREF、Délégation）に配布された。 

 報告書に記載された典型的な誤答分析の例は図 1に示すとおりである。 

 

出所：『2015年診断テスト誤答分析報告書』（p.15） 

図 1：2015年診断テスト誤答分析報告書の記載例 

 

 2015年診断テストにおいては、上述のとおり典型的な誤答が指摘され、その改善方法も検討さ

れたが、正答率が低い問題が多い上に、典型的な誤答にあてはまらない「その他の誤答」の割合

が多く、児童が実際どの辺りでつまずいているのかを正確に把握することは困難であった。そう

した反省を踏まえ、2016/2017年度診断テストが準備され、以下の要領により実施された。 

問 5：次の式を筆算で計算しなさい。 58.74 + 853.6 = 

 

1. 問題の目的： 

 この問題は、学習者が 2つの小数（ひとつは整数部分が 2けた、小数部分が 2けたの数、もうひとつは小数

部分が 3けた、小数部分が 1けたの数）のたし算を筆算で計算することのできる能力を問うものである。 

 

2. 回答の類型 

問題

番号 

回答 

記号 
回答 誤答の主な理由 

割合 

（%） 

5 

正答 912.34  36.7 

a 
1441、144.1等（小数点の

有無や位置は不問） 

筆算による小数のたし算の仕方と整数のたし算の仕方を混同し

ており、整数のたし算のように、けたを右揃えで計算している。 
8.3 

b 911.8 

小数点以下の数のけた揃えの仕方を習得しておらず、小数第 1位

は小数第1位で揃え、小数第 2位は小数第 2位で揃え、小数点も

揃えるということができていない。 

3.5 

c 91234 筆算で計算した後、小数点を打つのを忘れている。 0.8 

d 

91.234、9.1234、または

9123.4（小数点の位置の

間違い） 

筆算でたし算をした後に、小数点をどの位置に打つべきかという

ことが、十分に理解できていない。 
2.5 

e 

911.34 901.34 

二つの小数のたし算をする際の、くり上がりの処理に習熟してい

ないため、答えが違ってしまっている。 
1.5 

902.34 811.34 

812.34 801.34 

802.34  

その他

の誤答 
 二つの小数のたし算を筆算で行う方法を正しく習得していない。 43.7 

無回答  学習者は問題の内容が理解できなかったかもしれない。 2.9 

 

3. 教育・学習プロセスを改善するための方策 

 小数のたし算を行う前に以下の知識や技能を習得しなければならない。 

- 小数の比較や並べ替えができる。 

- 整数のくり上がりのないたし算、くり上がりのあるたし算ができる。 

- 小数の中の、整数部分と小数部分の区別ができる。 

- 整数部分が 2けたで小数部分が 1けたの二つの小数の、くり上がりのない、またはくり上がりのあ

るたし算ができる。 

 小数の筆算を立てる際、正しくけた揃えができるようになることに集中して取り組む。 

（以下省略） 
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 同テストは、2015年 11月から準備が始まり、2016年 3月の問題開発ワークショップ、5月の

試行、6 月のテスト問題最終化のためのワークショップを経て完成した。従来は、テストを受け

る児童生徒の 1つ前の学年のカリキュラムに基づき作成されていたが、児童生徒のつまずきを特

定するため、算数・数学では、小学 1年で学習した内容を問う問題から系統的に問題を配列し、

理科でも小学 1年レベルからの問題を含むと同時に、特に分析力などの高次の能力を必要とする

問題を多く取り入れた。 

 

2016/2017年度診断テスト実施概要 

期 間：2016年 9月 26日～10月 5日（表 6参照） 

対象学年教科：小学 3年・5年の算数、中学 1年の数学、小学 5年の理科 

実施学校と参加生徒数：50校 8,190名（表 7参照） 

目 的： 

 モロッコのすべての子どもたちに獲得させたい学力の内容を明らかにして、それに到達する

ことができる教育方法を構築し、獲得させたい学力に到達させることを最終目標とする。 

 2016年の診断テストは、教育内容の系統性に着目し、子どもがどこでつまずいたかを診断で

きるテストを作成し実施して、目標への到達を阻んでいる要因を明らかにすることにより、

教師の指導法の改善に役立てることを目的とする。  

 将来的には、教科書改善、カリキュラム改善に役立っていくことが考えられる。 

 

表 6：2016/2017年度診断テスト実施日程 

州 県 小学校での実施日 中学校での実施日 

カサブランカ・

セタット 

セタット 9月 29日・30日 9月 30日 

ベルシッド 9月 27日・28日 10月 4日 

エルジャディーダ 9月 28日・29日 9月 29日・30日 

シディベヌール 10月 4日・5日 10月 4日・5日 

ラバト・サレ・

ケニトラ 

シディスリマン 10月 4日・5日 10月 5日 

シディカセム 10月 12日・13日 10月 12・13日 

マラケシュ・サ

フィ 

アルハウズ 9月 29日～10月 1日 9月 28日、10月 4日 

シシャウア 9月 26日～28日 10月 4日・5日 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

表 7：2016/2017年度診断テスト実施校と参加生徒数 

州 県 学校名 
小 3

算数 

小 5

算数 

小 5

理科 

中 1

数学 

カサブラン

カ・セタッ

ト 

セタット Hassan Lawal中学校 
   

88 

Lakhrawaa Centre小学校 32 34 34 
 

Laamarat分校 12 12 12 
 

Sidi Hajjaj中学校 
   

127 

Labioud Centre小学校 56 54 54 
 

Ouled Yaiich分校 47 40 40 
 

Oulad Bouamar分校 41 45 45 
 

Laksass分校 4 6 6 
 

ベルシッ

ド 

Ibnou Sina中学校 
   

241 

Laghnimine Centre小学校 59 50 50 
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Ezzmamra分校（Lebrahma小学校） 40 30 30 
 

Ezzkartouni中学校 
   

434 

El Hay El Hassani小学校 132 153 238 
 

Ibnou Lhaytem小学校 114 93 93 
 

エルジャ

ディーダ 

Kahled Ibn Eloualid中学校 
   

310 

Laazizate小学校 73 64 64 
 

Jouamaa分校（Lakrarba小学校） 27 20 20 
 

El Ouard中学校 
   

550 

Tnine Hachtouka小学校 90 70 70 
 

Ezzouazi分校（Sidi Mhamed Moussa小学校） 42 35 35 
 

シディベ

ヌール 

Ibnou Sina中学校 
   

131 

Lakhoualda小学校 52 53 53 
 

Lahmamna分校（Errachad小学校） 38 33 33 
 

Baroudi中学校 
   

304 

Bni Hlal小学校 56 94 94 
 

Lamribtate分校 17 18 18 
 

Lebzaghla分校 
 

13 13 
 

ラバト・サ

レ・ケニト

ラ 

シディス

リマン 

El Kceibya中等教育学校 
   

207 

PAM小学校 100 61 61 
 

Sidi Omar Chelh分校 21 14 14 
 

Safsaf中学校 
   

394 

2 Mars小学校 46 64 64 
 

Oulad Ben Dib分校 95 95 95 
 

シディカ

セム 

Dakhla中学校 
   

488 

Fatima Fihriya小学校 17 23 23 
 

Lafquir Allal分校 15 13 13 
 

Al Kindi中学校 
   

606 

Ibn El Khatib小学校 106 121 121 
 

Wlad Sghiyer分校 66 69 69 
 

マ ラ ケ シ

ュ・サフィ 

アルハウ

ズ 

Tamazouzte中学校 
   

305 

Tamakoste小学校 32 9 9 
 

Toug分校 13 
   

Houman El Fetouaki中学校 
   

452 

Ait Ouakstit小学校 42 51 51 
 

Izrafen分校 30 22 22 
 

シシャウ

ア 

Mohamed V中学校 
   

157 

Affetas小学校 18 19 19 
 

Tabia分校 16 18 18 
 

Timzgadiouine中学校 
   

171 

Tazidra小学校 14 13 13 
 

Diran分校 34 34 34 
 

合計 1597 1543 1628 4965 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 診断テスト実施後、答案用紙を収集しプロジェクト事務所において結果の入力作業を行い、以

下の帳票が出力された。 

① テスト結果概要 

② 受験者全体正答率分布 

③ 受験者全体小問別正答率 

④ クラス別小問別反応表 
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⑤ クラス別小問別正答率 

⑥ 個人別指導用資料 

 

 帳票は、テストに参加した各学校に結果を通知して児童生徒の指導改善に役立ててもらうため、

表 8のとおりフィードバック会議を開催して、帳票の活用方法の資料と共に配布した。 

 

表 8：2016/2017年度診断テスト・フィードバック会議日程 

月日 場所 対象県 参加者 

11月 16日 旧ドゥカラ・アブダ州

AREF庁舎 

エルジャディーダ県 

シディベヌール県 

県 PEEQコーディネーター 

テスト参加校学校長 

視学官 11月 17日 シディスリマン県 

教育局 

シディスリマン県 

シディカセム県 

11月 24日 セタット県教育局 セタット県 

ベルシッド県 

11月 25日 アルハウズ県教育局 アルハウズ県 

シシャウア県 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 2016 年 12 月より、日本人専門家とモロッコ人視学官とが共同で、診断テストの結果報告書の

執筆・編集を継続して行い、報告書は 2017年 7月 20日のプロジェクト運営委員会において承認

され、850 部印刷され、2017/2018 年度初頭にテスト実施校などに配布された。上述のとおり、

2016/2017年度診断テストは、児童がどこでつまずいているのかを特定するために、系統的に問題

を配列して出題した。テスト結果からは、図 2が示すように、低学年の学習内容ですでにつまず

き、その後は次第に分からないことが積み上がっていく様子が明白になった。 

 

 

注：中1のテストにおいて、小学 1年で学んだ内容の問題の正答率が低くなっているが、これは座標の中の点の移動に関する問

題 1題のみの正答率を示しており、中学生はあまりその種の問題に慣れていないため、正答率が低くなってしまっている。 

出所：『2016年診断テスト結果分析報告書』（p.13）  

図 2：学習学年別平均正答率（算数・数学） 

小学3年算数 小学5年算数 中学1年数学

第1学年 63.1 81.4 48.1

第2学年 30.5 52.8 82.7

第3学年 49.4 53.0

第4学年 33.4 38.9

第5学年 26.8

第6学年 18.7
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 PEEQによる指導方法の改善に係る介入の有効性を検証するため、2016/2017年度開始時である

2016年 9月～10月に実施した診断テストと同様のものを、同テストを実施した学校（PEEQプロ

ジェクトのパイロット校）ならびにプロジェクト非対象校において、年度終了時期に当る 2017年

5月 25日から 6月 9日に実施した。以下の手順によりサンプルを抽出し、合計 21校（小学校 16

校、中学校 5校）でテストを実施した（表 9参照）。 

 

サンプル抽出方法 

(1) 2016 年 9・10 月のテスト結果（学校毎平均点）を基に 4 つの階層に分割した上で、各階

層から無作為に対象を選ぶ層化抽出法により 12校（小学校 8校、中学校 4校） 

(2) 2016年2月の補助教材配布時に、教材活用のパイロット校として登録された学校のうち、

(1)で選出された学校を除く 4校（小学校のみ） 

(3) プロジェクト開始当初に、インパクト評価にて比較対象校として選出された学校から、層

化抽出法により無作為に抽出した 5校（小学校 4校、中学校 1校） 

 

表 9：2017年 5・6月診断テスト実施校 

州 県 学校名 

カサブランカ・

セタット 

セタット Labioud小学校 

Sidi Hajjaj中学校 

Ezraoula小学校 

ベルシッド Ezzmamra分校（Lebrahma小学校） 

El Hay El Hassani小学校 

Ibn El Haytam小学校 

Errhahoua小学校 

エルジャディーダ Jouamaa分校（Lakrarba小学校） 

Ouled Si Abbou小学校 

Oued Eddahab中学校 

シディベヌール Bni Hilal小学校 

Lamribtate分校（同校） 

El Baroudi中学校 

Ouled Yakhlef小学校 

ラバト・サレ・ケ

ニトラ 

シディスリマン PAM小学校 

El Kceibya中等教育学校 

シディカセム Wlad Sghiyer分校（Ibn El Khathib小学校） 

Lafquir Allal分校（Fatima Fihriya小学校） 

マラケシュ・サ

フィ 

アルハウズ Ait Ouakstit小学校 

シシャウア Tazidra小学校 

Timzgadiouine中学校 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 主な分析結果については、次のとおり。 

 2016 年 9 月～10 月に実施したテストの結果と比較して、テスト参加者の学年別の平均正答

率は大きく上昇した（小学 3年算数：39.5%→68.4%、小学 5年算数：39.5%→74.5%、中学 1

年数学 31.9%→48.7%、小学 5年理科：50%→73.9%）。しかしながら、介入群と比較群との間
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に統計的な有意差は見られなかった。 

 PEEQ の諸活動に積極的な取り組みを行った学校について、参加校全体の平均より低かった

ところが優秀校レベルに追い付く結果を残したり、特に正答率 50%以下の児童がほとんどい

なくなったりするなど、PEEQの介入に対して有望な示唆を得ることができた。 

 学年末に行った今回のテスト結果と、新学年度開始当初に行った前回のテスト結果を比べた

ときに、同レベルの問題に対する正答率が、例えより高い学年の児童生徒であっても年度初

めの方が低い傾向が見られた（例えば小学 2 年生レベルの問題の正答率は、2017/2018 年度

初めの小学 5年生の方が同年度末の小学 3年生より低く、同様に年度初めの中学 1年生の方

が、年度末の小学 5 年より低い）。このことから、夏季長期期間中に既習事項の多くが忘れ

られていることが示唆され、児童生徒の基礎学力の習熟不足、未定着の問題が浮き彫りにな

った。 

 

 診断テストの今後の普及に向けて、MENFPESRSが既に全国的に展開をしている既習事項確認

テストと PEEQの診断テストとの統合を行うこととなり、補完的なテスト問題作成をモロッコ人

視学官らの手により行うためのワークショップを、2017年 7月と 9月に、プロジェクトチームと

CNEEOが協力して実施した。 

 しかしながら、2017 年 9 月 19 日～25 日に開催した対象校の校長向け説明会において、PEEQ

診断テストを統合した既習事項診断テストを DVD に納めた電子版として配布したものの、

MENFPESRSから指定された 2017/2018学年度の既習事項確認テスト実施期間が 9月 8日～15日

であったことや、テスト用紙の印刷経費を県教育局や学校が負担できなかったため、PEEQ の開

発した診断テストの活用度合いは限定的であった（対象校 111校中少なくとも 43校が活用）。 

 

(1-6) 基礎学力向上対策を開発し、指定学校群で試行する 

 

 基礎学力向上対策の開発は、まずカリキュラム分析を行うことから開始した。2015 年 1 月に、

シャウィア・ウルディガ州AREFとドゥカラ・アブダ州AREF（当時）でワークショップを開催

し、現行2の初等教育の算数及び理科のカリキュラムを分析して、学習内容の系統図を作製した。

これは補助教材作成の準備作業の一環として行われたものであり、視学官と日本人専門家が協力

して行った。以下、算数と理科に分けて、教科ごとに開発した基礎学力向上対策を記す。 

 

【算数】 

 初等算数教育の補助教材として、練習問題集を開発した。開発には 2015年 4月から 2016年 3

月までの約 1 年間を要し、CNEEO の指揮の下、断続的に日本人専門家とモロッコ人視学官がワ

ークショップを開催して作業を行った。その間、カリキュラム局（DC）や国立教育イノベーショ

ン研究センター（CNIPE）と意見交換を行ったり、未定版で試用を行ったりして、改善の努力を

重ね、質の高い教材の作成に努めた。 

 開発された補助教材は図 3の写真のような 5冊 1セットの算数問題集である。その構成は次の

                                                        
2 2018/2019年度から小学 1年・2年のカリキュラムは改訂版が施行される。したがって、それら 2学年について

は、2017/2018年度まで有効なという意味となる。 
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とおりで、小学算数の現行カリキュラムに記載されている全ての学習内容を、学習学年別ではな

く、算数教育の原理に基づく系統順に並べて、あらゆる学年の児童生徒が利用できるものとした。 

 

PEEQ算数問題集の構成 

 「数と計算」領域 

- 整数のたし算とひき算 

- 整数のかけ算とわり算 

- 小数と分数 

 「図形」領域 

 「量と測定」領域 

 
図 3：PEEQ算数問題集 

 

 同問題集を教員が容易に使用することができるように、教員用の「問題集使用法ガイドブック」

も併せて開発された。ガイドブックに記載された、推奨される主な問題集の使い方は以下のとお

りである。使用法の説明は、教材配布時に校長や教員に対して行った。 

 毎日の算数の授業開始時 10～15分間の反復練習 

 複式学級の授業で、他の学年への指導を教員が行っている最中の、自習用の教材として利用 

 各学年の初めに診断評価を行うための評価教材として利用 

 授業中の算数の概念学習の後の数学化（応用）の時間に練習する問題として利用 

 自宅学習のための宿題として利用 

 

 第 1フェーズ（旧シャウィア・ウルディガ州とドゥカラ・アブダ州）では、問題集を対象学校

群内の全ての小学校に 1年生～6年生の児童数分を配布した（表 10参照）。 

 

表 10：第 1フェーズの県別算数問題集配布数 

県 

配布部数 

整数の

足し算

と 

引き算 

整数の

掛け算

と 

割り算 

小数と

分数 

数と 

計算 

解答集 

図形 
量と 

測定 

図形・

量と測

定 

解答集 

教員向

け 

使用ガ

イド 

セタット 2,700 2,200 1,300 600 2,700 2,700 600 140 

ベルシッド 5,700 4,700 2,800 1,200 5,700 5,700 1,200 240 

エルジャディーダ 9,400 7,700 4,600 2,050 9,400 9,400 2,050 410 

シディブヌール 3,700 3,100 2,000 900 3,700 3,700 900 200 

合 計 21,500 17,700 10,700 4,750 21,500 21,500 4,750 990 

出所：プロジェクトチームにより作成 
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 第 2フェーズでは、診断テストの結果に基づきつまずきの治療のために問題集を使用するとい

う観点から、2016 年 9 月に診断テストを行った児童に対して、算数問題集を配布した（表 11参

照）。その後、2017年 9月には、DVDに納めた電子コピー版として印刷用の用紙やインクカート

リッジと共に、対象学校群内の全ての小中学校に配布した。 

 

表 11：第 2フェーズの県別算数問題集配布数 

県 

配布部数 

整数の

足し算

と 

引き算 

整数の

掛け算

と 

割り算 

小数と

分数 

数と 

計算 

解答集 

図形 
量と 

測定 

図形・

量と測

定 

解答集 

教員向

け 

使用ガ

イド 

シディスリマン 650 650 650 45 650 650 45 45 

シディカセム 600 600 600 40 600 600 40 40 

アルハウズ 350 350 350 30 350 350 30 30 

シシャウア 300 300 300 25 300 300 25 25 

合 計 1,900 1,900 1,900 140 1,900 1,900 140 140 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 次に、2016年 9月・10月の診断テストの結果、特に学習内容の系統性が重要な算数において、

基礎的な計算能力の不足が、その後の学習内容の習得に対する大きな障害となっていることが判

明した。そうしたつまずきの解消のために有効と思われる数字カードと暗算プリントを、「基礎計

算力習熟用補助教材」として、使用法のガイドブックとともに開発した（図 4参照）。 

 これらの教材を使用して、毎日算数の授業の初めの 5分間を暗算練習の時間にあて、全ての計

算の基礎となる 9＋9までのたし算、18－9までのひき算、かけ算九九の暗算を素早く行う力を習

熟・定着させること提唱し、パイロット校で試行した。 

 印刷された数字カードと使用法ガイドブックは、2017年 9月からの新学年度に、診断テストを

行ったパイロット校（小学校 32校）を対象に配布された（表 12参照）。2017年 9月から年間を

通じて、数字カードの使用方法についての指導を、プロジェクトチームが教員に対して行った。

また、使用法ガイドブックはその後、改訂が加えられ、後述する『公平で質の高い教育振興のた

めの実践ガイドブック』の 1分冊として納められ、2018年 7月、対象校全校に配布された。 
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出所：プロジェクトチームにより作成 

図 4：数字カード（右）と暗算プリント（左） 

 

表 12：毎日 5分間暗算練習のパイロット校 

州 県 学校名 

カサブランカ・セタット 

セタット 
Labioud Centre小学校、Ouled Yaiich分校 

Lakhrawaa小学校、Laamarat分校 

ベルシッド 
Hay Hassani小学校、Ibn Elhaytam小学校 

Laghnimiine Centre小学校、Ezzmamra小学校 

エルジャディーダ 
Laazizate小学校、Jouamaa分校 

Tnine Hachtouka小学校、Ezzouazi分校 

シディベヌール 
Lakhoualda小学校、Lahmamna分校 

Bnihlal小学校、Lamribtate分校 

ラバト・サレ・ケニトラ 

シディスリマン 
2 Mars小学校、Oulad Ben Dib分校 

PAM小学校、 Sidi Omar Chelh分校 

シディカセム 
Ibnel Khatib小学校、Wlad Sghiyer分校 

Fatima Fihriya小学校・Lafquir Allal分校 

マラケシュ・サフィ 

アルハウズ 
Aitwakstit小学校・Izrafen分校 

Tamakoste小学校・Toug分校 

シシャウア 
Tazidra 小学校・Diran 分校 

Affetas 小学校・Tabia 分校 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 数字カード・暗算プリントを用いた毎日 5分間の暗算練習の効果を検証するため、介入前（2017

年 9月・10月）、第 1学期終了時（2018年 1月）、エンドライン調査時（2018年 4月）の 3回に

わたり、基礎計算力の習熟度3を測るテストを実施した。その結果、図 5に示すとおり、飛躍的に

基礎計算力が上昇し、4年生以上の児童の平均正答率は、67%から 87%に上昇した。 

 

                                                        
3 「基礎計算力の習熟度」はプロジェクトの基本文書であるPDMにより、9＋9までのたし算、18－9までのひき

算、かけ算九九の問題を含む小テストにより測定すると定められている。 
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出所：PEEQで実施したテスト結果に基づきプロジェクトチームにより作成 

注釈：点線の垂直線は、各グループの平均値を示している。 

図 5：基礎計算力テストにおける得点別児童数割合の分布（30点満点） 

 

 さらに、既習事項確認テストの結果に基づき、児童がつまずきやすいポイントである「筆算に

おける位取り」「くり上がりのあるたし算」の治療用教材を作成し、表 12に示したパイロット校

で、2018年 2月から 4月の間に試行した。 

 

(1-7) MENFPESRS／AREFが、学びを改善する効果的な教授法、授業技術を検討する 

 

 プロジェクト設計の過程において、教育改善のための方策のひとつとして、「誤答分析」がひと

つのキーワードとなった。日本人専門家とモロッコ側のパートナーは、学校現場での教育の現状

を確認するために、プロジェクト対象地域にある小中学校において、プロジェクト開始直後から

数度にわたり、授業観察を行った。授業観察の結果、「誤答を含む児童生徒の考え方を活かした授

業づくり」が十分なされていないことが判明し、「誤答の教育学」に基づく教育改善が有効なので

はないかとの仮説が立てられた。この方針は、2014 年 10 月のプロジェクト概要書策定ワークシ

ョップで検討され、同年 12月の第 1回合同調整委員会（JCC）で承認された。 

 2015年 3月の診断テストの結果を誤答分析した結果は、活動(1-5)に関する報告の中でも述べた



モロッコ国公平な教育振興プロジェクト 業務完了報告書 

21 

ように、MENFPESRSが承認した報告書に取りまとめられた。その中で、各問題の典型的な誤答

について、想定される理由と、そうした誤答を生まないための教育方法改善に向けた助言が記載

された。後述するように、こうした分析結果は、報告書発表後に実施された一連の教員研修にお

いて活用され、教育方法の改善に役立てられた。 

 一方、モロッコにおける既習事項確認テスト実施経験の中で、テスト結果を教育現場でどのよ

うに活用するかという課題が、長年解決されずに存在していた。2016年 9月・10月の診断テスト

の結果もまた、分析は中央レベルでプロジェクトチームによって行われたが、その分析結果を活

用して授業改善に結びつけるためのワークショップを、各テスト実施校において開催することが

企図された。将来的な広域への普及もめざして、こうしたワークショップの開催方法を現場の教

員に伝達するため、「教育・学習プロセスの改善に向けた誤答の教育学実践のための研修モジュー

ル」を開発することとなり、2016年 11月から 12月にかけて、3名の日本人専門家と共に、CNEEO

や DC の職員、8 名のモロッコ人視学官らにより開発が行われた。その内容の概要は次のとおり

である。 

理論編 誤答の分析学 

学習における誤答 

教育・学習プロセス改善のための誤答の活用 

実践編 児童生徒の誤答を活用した教育・学習改善のためのワークショップ開催方法 

補助教材の適切な活用方法 

 

 なお、同研修モジュールの想定されている利用方法は、視学官が学校を訪れ教員を指導すると

きに利用するというものである。この印刷物の研修モジュールを補完し、仮に視学官が学校を訪

れて研修を行うことができなくても、教員らの手によりテスト結果の分析ワークショップができ

るようにするため、あるいは視聴覚に訴えることで視学官による研修を一層分かりやすくするた

め、さらにはいつでも繰り返し研修内容を確認することができるようにするため、研修モジュー

ルのビデオ版も開発された。内容は印刷版とほぼ同様であるが、実践編により重点を置くととも

に、分かりやすいものとなっている。印刷版とビデオ版のモジュールは、2017年 9月に、診断テ

スト用紙（MENFPESRS の既習事項確認テストと統合され「既習事項診断テスト」と呼ばれる）

と共に、プロジェクト対象校に配布された。 

 

 以上のような経緯を経、また 2016 年 10月の JICA 本部による運営指導調査からの提言を踏ま

え、全国的な普及に向けて、PEEQ により導入された教育の質改善にかかる諸活動のパッケージ

化が進められた。当初、プロジェクトが介入する範囲としては、前期中等レベルの数学教育や初

等理科教育も含まれており、プロジェクトでも可能な限りの支援を行ってきたが、普及させるパ

ッケージとしては、初等算数教育に的を絞ることになった。プロジェクトの中で開発された副教

材のほとんどが初等算数に関わるものであり、それ以上に介入の範囲を広げることは、効果が見

込めるか否か（有効性）という見地から慎重になることが必要であった。 

 図 6に示すのが、プロジェクト終了後も引き続きMENFPESRSが全国普及を推進する「初等算



モロッコ国公平な教育振興プロジェクト 業務完了報告書 

22 

数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル4」である。 

 

 

出所：MENFPESRS「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル全国普及計画」、2017年 6月

（和訳はプロジェクトチーム） 

図 6：初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル 

 

【理科】 

 プロジェクトによる初等理科教育に対する介入は、2015年の診断テストにおける小学 5年生・

6年生のテスト結果の誤答分析、並びにそれに基づく教育改善への助言、そして 2016年の診断テ

ストにおける小学 5年生のテスト結果の分析と関連する助言であった。2015年診断テストを実施

した後、後述する理科教育改善のためのワークショップが開催され、参加した視学官や教員らが、

現状と比べて観察や実験をより重視した授業案を作成した。彼らが作成した授業案の数は 30 以

上に上り、こうした研修が組織的に普及していけば、教育改革に具体的なインパクトを与えうる

可能性はあった。 

 さらに、2016年診断テストの結果に基づく提言には、次のようなものが含まれている。 

 理科教育に科学的アプローチ（探求や実験に基づく学習）を採用する。 

 授業を行う際に学校の周囲にある素材を活用する。 

 

 しかしながら現状と比較して、こうしたアプローチを導入した授業を構築するためには、根本

的な教育内容や教育方法の見直し、継続的で大規模な教員研修を行う必要があり、PEEQ の枠組

みでそれを行うのは現実的に困難であった。実際に、それを可能とするような日本側からの投入

                                                        
4 「教育モデル」を意味するmodèle pédagogiqueという語は、教育改革に係る最高位の政策文書であるVision 

Stratégique de la Réforme 2015-2030において、教育内容や教育方法を含む国内の教育全体のあり方という意味合い

で使われていることから、本件では使用しない方が混乱を避けるうえで望ましいということが分かった。よっ

て、仏語並びに対応するアラビア語では、「進め方」を意味する démarcheという語を使うことになった。ただ

し、本案件の中で、日本語では引き続き「教育モデル」を訳語として使うこととする。 

既習事項
確認テスト

テスト
結果分析

基礎学力習熟活動
対象：児童全員（1学年～6学年）
目的：基礎的な学力を全児童が身につけること

当面の課題は基礎計算力（9＋9までのたし算、
18－9までのひき算、かけ算九九）の習熟・定着

方法：算数の授業の開始時5分間に計算練習を行う
教材：数字カード・暗算プリント
評価：小テスト（学年当初と各学期の終わり）

学習上のつまずきに対する治療的指導
対象：学習につまずきのある児童または全児童
目的：多くの児童に共通する学習上の課題（つまずき）を

克服すること
方法：授業で新しい学習内容の指導前に既習事項を復習

新カリキュラムで導入される補習時間の活用
教材：治療教材*・算数問題集
評価：各学期の中間・期末テスト

教職員ワーク
ショップ実施

・重要な既習事
項にかかる問題
の正答率を確認

・補習が必要な
及第点（通常は
5割）未満の児
童の特定

省令により義務化
現状は教員が個々
に問題作成する等
して対応している



PEEQ診断テストを
既習事項確認テス
トとして実施

学習効果
確認

教職員
定例会議

（学年評議会）
11月
1月
4月
6月

*治療教材とは、児童がつまずきやすい学習内容（筆算の桁揃え、くり
上がり・くり下がり等）について、習得（内容の理解）用の問題と習熟
（反復練習による定着）用の問題とを組み合わせた教材
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が用意されていた訳ではないのである。 

 

【算数・理科共通】 

 一方でMENFPESRS、特にカリキュラム局（DC）は、PEEQプロジェクトの果実を全国的に普

及し、しかも一過性の普及でなく永続性のあるものとするために、現在ちょうど改訂中であるカ

リキュラム並びにそれに基づく教科書の中に、PEEQ の紹介した教育手法を統合することを推し

進めた。小学 1年・2年のカリキュラム及び教科書は、2018/2019年度から改訂版が施行されるこ

とが決まっていたので、2017年 10月～2018年 4月にかけ、日本人専門家から改訂の方向性や改

訂すべき学習内容に関する助言を聞き、それをカリキュラム改訂作業に反映させた。とりわけ算

数については、上述した「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」を全面

的に取り入れた小学 1・2年用改訂版カリキュラムが、日本人専門家とともに、これまでプロジェ

クトに関与してきた視学官が参加したワークショップで 2018 年 2 月に策定され、公式な意見聴

取のプロセスを経て最終化された。理科の改訂版カリキュラムも、日本人専門家からの助言を積

極的に取り入れたものとなった。 

 さらに 2018年 4月 7日～9日には、DCが教科書執筆者を対象とする「初等教育第 1・第 2学

年の算数・理科の教科書改訂ワークショップ」を開催し、日本人専門家が執筆者に以下に関して

技術移転を行った。PEEQ の教育方法が反映された改訂版教科書が開発されることが期待されて

いる。 

 教科書改訂の背景と方針 

 PEEQの実績と普及モデル 

 改訂版教科書（小学 1・2年、算数・理科）の構造と内容構成 

 改訂版教科書（同上）のページ構成 

 

(1-8) 担当視学官が通常の視学業務の一環として上記（学びを改善する効果的な教授法、授業技

術）を紹介する 

 

 上述した「学びを改善する効果的な教授法、授業技術」、すなわち具体的に言えば「初等算数教

育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」の視学官による学校現場への伝達は、本プロ

ジェクトの枠組みの中では、不定期に行われる通常の視学業務の一環というよりむしろ、教員へ

の研修という形で実践された。もちろん、視学官の本来の役割として教員への指導が含まれてお

り、教員への個別の指導とするか、集合研修の形態をとるかは、視学官の裁量に任されているの

で、「研修」もまた通常の視学業務の一環と呼んで差し支えないのであるが、ここでは活動(1-10)

の研修会実施の項目の中で、視学官の PEEQへの貢献を報告する。 

 

(1-9) 日本人専門家が視学官とCRMEF教官に対して研修会を実施する 

 

 本プロジェクトの実施期間を通じ、プロジェクトの活動としての、教育方法に係る教員対象の

集合研修は、計 4回実施された。2015年 2月、2015年 10月、2016年 3月、そして 2017年 2月

～4 月である。それぞれの教員を対象とした研修会の実施に先立ち、その内容を検討し、視学官

や CRMEF教官が同研修会におけるファシリテーターの役割を果たせるようにするため、研修会
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あるいは協議会を行った。表 13に実施概要の一覧を示す。 

 

表 13：視学官・CRMEF教官対象研修会実施概要 

回 日程 会場 参加者 主な内容 

1 2015年2月

11日 

シャウィア・

ウルディガ州
AREF 

AREF職員 1名、視学官

4名、CRMEF講師 3名、

Delegation 職員 1 名、専

門家チーム 3 名（計 12

名） 

ビデオによる日本の小学校の算数の

授業（単式・複式）、モロッコの複式

授業の観察・協議 

2015年2月

16日 

ドゥカラ・ア

ブダ州AREF 

視学官 7 名、CRMEF 講

師 1 名、専門家チーム 4

名（計 12名） 

シャウィア・ウルディガの研修会で

作成した模擬授業のビデオの視聴、

モロッコでの授業改善点の協議、ビ

デオによる日本の小学校の算数の授

業（単式・複式）の観察・協議 

2 2015 年 10

月 12日 

シャウィア・

ウルディガ州
AREF 

AREF職員 2名、視学官

5 名、 CRMEF1 名、

Delegation 職員 2 名、専

門家チーム 6名 

（計 16名） 

教員を対象とした研修会の実施に先

立ち、その内容を検討し、視学官や

CRMEF 教官が同研修会におけるフ

ァシリテーターの役割を果たせるよ

うにするための協議 

2015 年 10

月 19日 

ドゥカラ・ア

ブダ州AREF 

AREF職員 1名、視学官

3名、CRMEF教官 2名、

専門家チーム 5名（計 11

名） 

3 2016年2月

29日 

旧ドゥカラ・

ア ブ ダ 州
AREF 

州コーディネーター1

名、視学官 8名、CRMEF

教官 1名、専門家チーム

8名（計 18名） 

教員を対象とした研修会の実施に先

立ち、その内容を検討し、視学官や

CRMEF 教官が同研修会におけるフ

ァシリテーターの役割を果たせるよ

うにするための協議 2016年3月

14日 

セタット県教

育局 

MENFP カリキュラム局

職員 1名、PEEQ州およ

び県コーディネーター3

名、視学官 9名、CRMEF3

名、プロジェクト専門家

チーム 4名（計 20名） 

4 2017年1月

19 日～20

日 

CNEEO 会議

室 

ファシリテーター4 名、

運営者 3名、州視学官コ

ーディネーター8名 

ナショナルチーム（モジュール開発

者）による中央レベルでの州視学官

コーディネーターへの講師養成研修 

2017 年 1

月 26 日～

27日 

カサブラン

カ・セタット

州AREF 

ファシリテーター3 名、

セタット県、ベルシッド

県、エルジャディーダ

県、シディベヌール県に

おける診断テスト実施

校を担当する学区担当

視学官 

州視学官コーディネーターによる州

レベルでの各県の学区担当視学官へ

の講師養成研修 

2017 年 1

月 26 日～

27日 

シシャウア県

教育局 

ファシリテーター3 名、

アルハウズ県、シシャウ

ア県における診断テス

ト実施校を担当する学

区担当視学官 
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2017 年 3 

月 16 日～

17 日 

シディカセム

県教育局 

ファシリテーター2 名、

シディスリマン県、シデ

ィカセム県における診

断テスト実施校を担当 

する学区担当視学官 

出所：プロジェクトチームにて作成 

 

(1-10) 研修を受けた視学官と CRMEF 教官が日本人専門家の支援を受けつつ教員に対して研修

会を実施する 

 

 教育の質の向上のために、表 14 の要領にて教員を対象とした第 1 回から第 3 回までの研修会

が行われた。これら第 1 ラウンドに行われた研修は、いずれも県レベル（2 県が合同で開催する

場合もあった）で行われ、各学校から代表の教員が参加した。また、2017年 2月から 4月には、

「教育・学習プロセスの改善に向けた誤答の教育学実践のための研修モジュール」に沿って、視

学官の指導の下に学校レベルで誤答分析のワークショップが、表 15のとおり実施された。会場に

ついては、当該学校で実施することが想定されていたが、各県教育局の判断により、より効果的

であると思われる場合は、県教育局で複数の学校の教員を集めて行う場合もあった。 

 

表 14：視学官・CRMEF教官対象研修会実施概要 

回 日程 会場 参加者 主な内容 

1 2015年2月

12日、13日 

セタット県 Sidi 

Hajjaj中学校（ベ

ルシッド県も合

同開催） 

教員 39 名、校長 2 名、学監 2

名、視学官 4名、PTA代表等 4

名、AREF職員 1名、専門家チ

ーム 6名（計 58名） 

ビデオによる日本の小学校

の算数の授業（単式・複式）、

専門家による模擬事業、グ

ループ毎に模擬授業のビデ

オ制作 2015年2月

17日、18日 

ドゥカラ・アブ

ダ州CRMEF（エ

ルジャディーダ

県） 

教員 64名、視学官 2名、CRMEF

講師 1 名、AREF 職員 1 名、

Delegation 職員 1 名、専門家チ

ーム 4名（計 73名） 

2015年2月

19日、20日 

シディベヌール

県 Le 30 juillet 

中学校 

教員 46名、視学官 1名、AREF

職員 1名、Delegation職員 1名、

専門家チーム 4名（計 53名） 

2 2015 年 10

月 13 日、

14日 

セタット県 Al 

Qodos 中学校 

教員 17名、視学官 1名、CRMEF

教官 2名、専門家チーム 6名（計

26名） 

1. 児童の習熟度に関して、

期待値と現実にギャップが

あることを知る。 

2. 誤答を分類することによ

って、児童に対する指導の

焦点化が図れる。 

3. テスト結果の分析を行

い、指導の問題点が指摘で

きる。 

4. 分析をもとに、具体的な

授業改善ができる。 

2015 年 10

月 16 日、

17日 

ベルシッド県内

学校 

教員 18 名、視学官 2 名、

Delegation 職員 1 名、専門家チ

ーム 5名（計 26名） 

2015 年 10

月 20 日、

21日 

ドゥカラ・アブ

ダ州CRMEF（エ

ルジャディーダ

県） 

教員 42名、AREF職員 1名、視

学官 2名、CRMEF教官 2名、

Delegation 職員 1 名、専門家チ

ーム 5名（計 53名） 

2015 年 10

月 22 日、

23日 

シディブヌール

県  Le 30 juillet 

中学校 

教員 18 名、AREF 職員 1 名、

CRMEF教官 1名、Delegation職

員 1名、専門家チーム 3名（計

24名） 
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3 2016年3月

1日、2日 

エルジャディー

ダCRMEF 

教員 48 名、州コーディネータ

ー1名、視学官 3名、CRMEF教

官 1名、県教育局職員 1名、専

門家チーム 7名（計 61名） 

1. 探究的な理科学習の授業

構成を知る。 

2. 児童には、児童自らが考

えた科学概念があることを

知る。 

3. 理科学習とは、児童自ら

がもつ科学概念（素朴概念）

を科学概念に変換する学習

であることを知る。 

4. いろいろな実験方法を知

り、その生かし方を考える。 

5. 探究的な学習に基づく指

導案を作成する。 

6. 授業構成に即したワーク

シートを作成する。 

2016年3月

3日、4日 

シディベヌール

県  Le 30 juillet 

中学校 

教員 28 名、州コーディネータ

ー1 名、視学官 3 名、県教育局

職員 1名、専門家チーム 7名（計

40名） 

2016年3月

15日、16日 

セタット県教育

局 

教員 13名、CRMEF教官 2名、

専門家チーム 3名（計 18名） 

2016年3月

17日、18日 

ベルシッド県

Imam Malik 高

校 

教員 74名、視学官 3名、県教育

局職員 1名、専門家チーム 4名

（計名 82名） 

出所：プロジェクトチームにて作成 

 

表 15：教育・学習プロセスの改善に向けた誤答の教育学実践のための研修実施概要 

州 県 学校名 日程 
参加 

者数 

講師 

人数 

カサブラン

カ・セタッ

ト 

セタット Lakhrawaa Centre小学校 

3/11、3/13 7 2 Laamarat分校 

Laksass分校 

Labioud Centre小学校 

3/17、3/20   Ouled Yaiich分校 

Oulad Bouamar分校 

ベルシッド Laghnimine Centre小学校 
3/3～4 30 3 

Ezzmamra分校（Lebrahma小学校） 

El Hay El Hassani小学校 
3/3～4 36 2 

Ibnou Lhaytem小学校 

エルジャデ

ィーダ 

Laazizate小学校 
3/9～10 6 1 

Jouamaa分校（Lakrarba小学校） 

Tnine Hachtouka小学校 

3/3～4   Ezzouazi分校（Sidi Mhamed Moussa

小学校）  

シディベヌ

ール 

Ibnou Sina中学校 

3/17 30 2 

Baroudi中学校 

Lakhoualda小学校 

Lahmamna分校（Errachad小学校） 

Lebzaghla小学校 

Bni Hlal小学校 

Lamribtate分校 

ラバト・サ

レ・ケニト

ラ 

シディスリ

マン 

El Kceibya中等教育学校 
4/3 13 2 

Safsaf中学校 

Pam小学校 
3/29 37 2 

Sidi Omar Chelh分校 
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2 Mars小学校 

Oulad Ben Dib分校 

シディカセ

ム 

Dakhla中学校 

3/25、3/27 24 3 
Fatima Fihriya小学校 

Walili小学校 

Lafquir Allal分校 

Al Kindi分校 

3/25、3/27 47 3 Ibn El Khatib小学校 

Wlad Sghiyer分校 

マラケシ

ュ・サフィ 

アルハウズ Tamazouzte中学校 3/17 8 1 

Houman El Fetouaki中学校 3/6～7 19 1 

Tamakoste小学校 
3月   

Toug分校 

Ait Ouakstit小学校 
3月   

Izrafen分校 

シシャウア Mohamed V中学校 2/17 4 1 

Timzgadiouine中学校 2/28 6 1 

Affetas小学校 
3月   

Tabia分校 

Tazidra小学校 
2/22～23 19 2 

Diran分校 

出所：プロジェクトチームにて作成 

 

(1-11) 対象教員が授業計画を改善する 

 

 活動(1-10)に示した教員研修会を通じ、参加した教員は、誤答分析により明らかにされた児童生

徒がつまずきやすいポイントに配慮して、改善された授業計画を作成した。 

 2015年 2月と 10月の教員研修に参加した教員による授業を、教員の勤務校を訪ねて観察し、

研修の成果を確認したところ、児童の間違えやすいポイントに留意して丁寧に説明したり、児童

の間違えた回答についてその理由をクラス皆で検討して理解を深めたりするなど、研修による授

業改善の効果を確認することができた。 

 

(1-12) 担当視学官が進捗を報告する 

 

 2017年 2月から 4月に実施された教員研修は、州レベルで研修を受けた学区担当視学官の指導

によって、一部例外を除き各学校で開催されたものである。研修会を実施した視学官は、県教育

局に報告を行い、研修会の成果等を伝えた。この業務完了報告書に記載された情報も、このよう

にして担当視学官からの報告によって集められたものである。 

 また、プロジェクトチームの日本人専門家やローカルスタッフが、学校を訪問してモニタリン

グを行う際に、その学区を担当している視学官とともに訪れることもしばしばあった。例えば、

2016年 5月から 6月には、数か月前に行った補助教材配布の効果を確認するために、視学官と共
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にプロジェクトチームが、問題集を使用しているクラスの観察、校長及び担当教員へのインタビ

ュー、記載式のアンケート調査を行った。 

 しかしながら一方で、視学官が完全に通常の職務として進捗確認をするためには、その確認の

対象が国の教育制度の中に位置づけられている必要がある。すなわち、視学官は教員をカリキュ

ラムどおりの授業を行っているか否かという視点で評価するのであるから、カリキュラム中に「初

等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」が統合されていれば、必然的にそれ

に沿って視学活動を行うことになる。そのような意味から、今後はカリキュラム改訂によって、

視学官が当該教育モデルをモニタリングする蓋然性が一層高くなる。 

 

 

(2) 成果 2に係る活動 

成果 2：教育のアクセス及び質における格差是正のための活動を推進する学校運営の仕組みが試

行され、採用される。 

 

 成果 2に係る活動については、プロジェクト開始当初からさまざまな変遷を経て、最終的な形

に落ち着いた。プロジェクト設計時から開始直後までは、就学を阻害し教育へのアクセスの公平

性を損なう要因を解決するための活動について、行政が学校を資金面で支援する仕組みを構築す

ることに重点が置かれていた。しかしながらこの構想は、カナダ国際開発庁（CIDA）のモロッコ

国学校運営支援プロジェクト（PAGESM）を通じて強化された、学校補助金を伴う「学校プロジ

ェクト」の仕組みが、2014 年 11 月に教育大臣が発出した通達によって、公式に全国普及された

ことにより、新たな補助金制度の構築の必要性がなくなり、変更を余儀なくされた。 

 学校補助金の仕組みづくりとは異なる活動を行うことになり、PEEQ は、既存の学校プロジェ

クトの仕組みを活用し、就学を促進する活動の具体的な好事例を作り出すことに、その趣旨を変

更した。というのも、学校プロジェクトの仕組みは確立したかに見えたが、その枠組みを活用し

た具体的な活動事例は、まだほとんど存在していなかったからである。さらに、MENFPESRSが

学校プロジェクトの内容を、「児童の学習改善に資するもの」と指定したことから、本来はさまざ

まな教育活動を行える枠組みであるにもかかわらず、どの学校の計画も教科教育の改善・強化の

みに集中している状況だったので、「自己肯定感」の向上などにより就学への動機づけを高めよう

とする PEEQの活動は、活動の多様性の観点から、むしろ歓迎されたのである。これらの活動は

「学校プロジェクト PEEQ軸」と名付けられた。 

 この教育へのアクセス面を支援する活動は、プロジェクトの「アクセスコンポーネント」と呼

ばれていた。しかしながら、「アクセス」という語が学校までの距離の遠さなど物理的な条件によ

る通学の可否を連想させる一方、PEEQ では交通手段や寄宿舎の確保等の高額な解決手段を支援

できないため、次第に「エクイティコンポーネント」と呼ぶようになった。2015年 12月 18日に

開催された、プロジェクト運営委員会において、エクイティコンポーネントの目的を「教育の公

平性の保障に貢献するため、児童生徒の自己肯定感向上や保護者、教員の意識改革に役立つ教育

活動のモデルを作り、児童生徒が意欲的に学習に参加する教育の環境に係る施策を開発し、提言

すること」と整理した。 

 ところが、2016年 10月の JICA本部の運営指導調査時にモロッコ側、日本側の双方により大筋
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で合意され、正式には 2017年 10月 23日付で署名された PDM第 2版への改定時に、「成果 2」は

大きな変更を加えられた。すなわち、プロジェクト開始当初から PDM 改訂までは、成果 1 は教

育の質の改善に関わるもの、成果 2は教育の公平性、特に就学（アクセス）面での公平性に関わ

るものという区分けがなされていたが、PDM第 2版からは、成果 2は教育のアクセスにも質にも

関係する学校運営の改善であると変更されたのである。確かに、ひとつのプロジェクトが同じ学

校を対象に、全くことなる二つのコンポーネントを支援している状況は多少の混乱を招いていた

ので、二つのコンポーネントの統合は、当初より求められていることであった。 

 

(2-1) MENFPESRS, AREF, 県教育局、学校レベルの、既往の学校運営の改善のための実践を把

握する 

 

 MENFPESRSならびに関係するAREF、県教育局、学校との協議により、JICA専門家チームは、

困難校に対する教育へのアクセスならびに中途退学予防への支援活動の実践についての情報を得

た。取得した情報は特に以下の事業等に関するものである。 

 2014年 11月 20日に全国的な開始が公式に通達された学校プロジェクト 

 ノンフォーマル教育局（DENF）の「支援プログラム（Programme d’accompagnement）」 

 カナダ国際開発庁のモロッコ国学校運営支援プロジェクト（PAGESM） 

 UNICEFの INSAFプログラム 

 

 2016年 6月に、MENFPESRS学校生活局（DVS）と学校プロジェクトに関して意見交換をした

ところ、2014 年 11 月に省の通達が発出されて以来、各学校が作成し県教育局へ提出済みの学校

プロジェクトに対する助成金支給が遅延していることについて、以下のような主要課題が指摘さ

れた。 

 地方分権が進む中、学校プロジェクト予算の執行は AREF、県教育局の裁量範囲になってい

るため、中央省庁として強制はできない。 

 プロジェクト実施のための研修は実施されているものの、学校側が予算執行の方法に精通し

ておらず、実際に執行していない場合もある。 

 

 2016 年 11 月、学校プロジェクトの制度面・運用面での課題と、それらに対処するために必要

かつ PEEQとして可能な技術協力のあり方を検討するため、AREFや県教育局と協議を行い、以

下のような課題や期待が表明された。 

 学校プロジェクトは、2030年までの教育改革国家戦略に学校の自立性を高める学校運営改善

の仕組みとして組み込まれている（特定の活動への補助金制度ではない）。 

 課題としては、中央レベルからの指示や予算配分の停滞、制度的な機能不全、各学校プロジ

ェクトの更新の必要性、予算不足、ベテラン校長を含むキーパーソンの異動、新規着任者へ

の研修の必要性等がある。 

 現行の支援に加えて、全体の仕組みの検証に基づく関係者の役割設定の見直し、現場で活用

できる実用的なマニュアル、効率的なモニタリング・ツール、学校での活動のためのサポー

ト・ツールの開発などを PEEQに期待する。 
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(2-2) 学習到達度や教育の内部効率性（特に小学校から中学校への進学、女子就学）に関して底

上げを要する学校群を指定する 

 

 プロジェクト対象学校群の選定は、教育の質と教育へのアクセスの両面から検討し、一括して

行われたので、本項目に関する活動は、活動(1-2)の該当部分を参照のこと。 

 

(2-3) 対象学校群における教育改善に関する現在の活動を調査する 

 

 学校プロジェクトの枠組みを用いて各種教育活動を支援する前に、質問票調査やインタビュー

により、現状調査を行った。多くの学校が、既に 2014年 11月のMENFPESRSの省通達に従い学

校プロジェクトを計画し県教育局に提出していたが、その後の補助金支給の手続きが進んでいな

い状況が明らかになった。また、大多数の学校プロジェクトはアラビア語とフランス語の読み書

きや、算数・数学に関する補習活動の計画であった。 

 

 また 2016年 10月には、調査対象地域の小学校から中学校への進級や中学校への就学を阻止す

る制約条件について考察し、特に女子生徒の中退を減らし、就学を高める効果的な対策案につい

て提言することを目的として、女子就学の制約条件に関する調査を行った（調査結果は「4-2 ジ

ェンダー・平和構築・貧困削減に対する配慮の実績」参照）。 

 

(2-4) AREF、県教育局、学校レベルで学校プロジェクトの計画・実施・モニタリングを強化す

るための適切なツールと仕組みを開発する 

 

 DVS、CNEEO、DC等と共に、「公平で質の高い教育改革のための実践ガイドブック」を開発し

配布した。本ガイドブックは、学校プロジェクトの枠組みを用い、教育の質の向上や児童生徒の

就学促進を図る教育活動を、学校レベルで計画・実施・モニタリングすることを支援するため、

PEEQ で紹介、導入されたさまざまな教育学習活動の実施方法を網羅したものである。ガイドブ

ックは以下の小冊子により構成されている。 

① はじめに：この実践ガイドの使い方 

② 学校プロジェクトの計画・実施のための実践ガイド（年間活動計画を含む） 

③ 初等算数教育における基礎学力習熟のための教育モデル実践ガイド 

④ 授業のはじまり 5分間の計算練習：数字カードと暗算プリント活用ガイド 

⑤ 既習事項確認テスト実施及び結果活用ガイド 

⑥ 算数問題集活用ガイド 

⑦ 読書活動実践ガイド 

⑧ 課外活動実践ガイド 

⑨ 教育の重要性にかかる意識向上活動実践ガイド 

⑩ 小中学校連携実践ガイド 

付録：DVD（視聴覚資料を含む全教材） 

 

 図 7は、上記ガイドが提唱する学校プロジェクトを学校運営のプラットフォームと位置付けて、
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さまざまな教育活動を実践する仕組みを示している。学校プロジェクトは、モロッコ政府の教育

セクターにおける長期政策「公平で質が高く発展に資する学校をめざして 改革の戦略的ビジョ

ン 2015年～2030年」の中で、「学校の向上に関わる全ての関係者の参加を促す継続的な発展と優

れた統治の仕組み5」であると、学校運営を改善するための中核的な手段としての位置付を与えら

れており、そうした政策に沿って PEEQでも学校プロジェクトの実施を推進した。 

 

出所：プロジェクトチームにより作成 

図 7：学校プロジェクトをプラットフォームとする学校運営の仕組み 

 

(2-5) 対象学校群の小学校・中学校に対して説明会を実施する 

 

 2015年 2月 16日から 26日まで、「就学促進活動計画ワークショップ」が、プロジェクト支援

対象の 8つの学校群において実施された（表 16参照）。ワークショップには、校長、教員・親・

学校運営委員会（CGE）・地元の協会の代表などが参加し、PEEQの学校交付金をどのように受領

し、活動（学校プロジェクトのサブ・プロジェクト）を実施することができるか学んだ。 

 

表 16：第 1ラウンド就学促進活動計画ワークショップ実施概要 

月日 州 県 学校群 参加者数 

2月 16日 シャウィア・

ウルディガ州 

セタット県 Hasan Lawal 28名 

2月 17日 Sidi Hajjaj 30名 

2月 18日 ベルシッド県 Ibnou Sina 39名 

2月 19日 Ezzakartouni 23名 

2月 23日 ドゥカラ・ア

ブダ州 

エルジャディーダ県 El Ouard 37名 

2月 24日 Khaled Ibn Eloualid 42名 

2月 25日 シディベヌール県 Baroudi 26名 

2月 26日 Ibnou Sina 21名 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 ワークショップの内容は以下のとおりであった。 

                                                        
5 原文は« levier de développement continu et de bonne gouvernance en favorisant la participation de toutes les parties 

impliquées dans la promotion de l’établissement » (Conseil Supérieur de l’Education, de la Formation et de la Recherche 

Scientifique. (2015). Pour une Ecole de l’Equité, de la Qualité et de la Promotion : Vision Stratégique de la Réforme 2015-

2030, p.57.) 

学校プロジェクト＝自主的な学校運営のプラットフォーム

補習
読書
活動

指導方法
の改善

課外活動
（クラブ活
動・美化
運動等）

児童生徒
や保護者
への

啓発活動

小中学校
連携

学力向上 就学促進

県教育局
補助金の交付

学校プロジェクト計画・
運営支援、モニタリング

他の協力者
資金的・技術的協力

etc.
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1) プロジェクトの全体説明 

2) アクセスコンポーネントの方針と実施方法 

3) 校長による過去の学校プロジェクトの経験共有 

4) 重点テーマである「小中連携促進」「自己有用感向上のための活動」「ノンフォーマル教育局

の推進する支援プログラム」についての解説・活動例紹介 

5) 助成対象活動案についての協議・発表 

6) 学校補助金の申請・交付手順についての説明 

 

 2016年 9月 21日から 30日まで、学校プロジェクト PEEQ軸の年間活動計画の作成・実施の仕

方に関する指導、および試行期の経験共有のための研修会を表 17のとおり実施した。 

 

表 17：第 2ラウンド学校プロジェクト年活動計画研修会実施概要 

月日 会場 参加者 

9月 21日 

 

マラケシュ・サフィ州AREF 

 

9名＝PEEQ州／県コーディネーター、学校プロ

ジェクト州／県コーディネーター、支援員（A/A）

等  

9月 22日 

 

マラケシュ・サフィ州AREF 

 

22 名＝対象 8 校の学校長および教員、1 日目に

参加したコーディネーター等 

9月 26日 

 

カサブランカ・セタット州AREF 

 

17 名＝PEEQ 州／県コーディネーター、学校プ

ロジェクト県コーディネーター、A/A等 

9月 27日 

 

セタット県（カサブランカ・セタ

ット州）県教育局 

16 名＝対象 7 校の学校長および教員、1 日目に

参加したコーディネーター等 

9月 28日 

 

エルジャディーダ県（カサブラン

カ・セタット州）県教育局 

22 名＝対象 8 校の学校長および教員、1 日目に

参加したコーディネーター等 

9月 29日 

 

ラバト・サレ・ケニトラ州AREF

（アネックス） 

11名＝PEEQ州／県コーディネーター、学校プロ

ジェクト・ナショナルコーディネーター、学校プ

ロジェクト県コーディネーター、A/A等 

9月 30日 

 

ラバト・サレ・ケニトラ州AREF

（アネックス） 

23 名＝対象 8 校の学校長および教員、1 日目に

参加したコーディネーター等 

注：各州とも第 1日はPEEQ州／県コーディネーター、学校プロジェクト州／県コーディネーター、A/Aに対する

講師養成研修、第 2日（及び第 3日）は、それら講師と日本人専門家による学校長及び教員への研修とした。 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

研修会の内容は以下のとおりであった。 

1) 県内の全体的な学校プロジェクト進捗状況 

2) 試行期対象校（カサブランカ・セタット州の対象 11校）の経験共有 

3) 教育活動の創造とまとめ（講義） 

4) 学校プロジェクト PEEQ軸の活動計画の方向性や課題等について協議（ワークショップ） 

5) 契約手続きの説明 

 

 2017年 9月 20日から 23日まで、学校プロジェクトの年間活動計画のあり方とその作成手順等

を説明するための校長向け研修会を、表 18 のとおり県ごとに実施した。対象校は、カサブラン

カ・セタット州、ラバト・サレ・ケニトラ州、マラケシュ・サフィ州の 3州における対象 8県か
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ら、プロジェクトの対象となっている 16 の学校群内にある全ての小中学校で、計 111 校である

（小学校は本校と分校を合わせて 1 校と計算）。従来は主に各学校群から 3 校ずつのパイロット

校を中心に支援をしてきたが、PEEQ プロジェクトの実施最終年を迎え、今後の広域への普及の

足掛かりとするために、支援対象の学校数を大幅に増やした。 

 2017/2018 年度には、PEEQ は学校プロジェクトの枠組みで、「初等算数教育における基礎学力

評価習熟のための教育モデル」の実施を支援することとしたため、既習事項診断テストや補助教

材の活用方法などについての説明も行われた。 

 

表 18：学校プロジェクト年間活動計画策定ワークショップ実施概要 

月日 州 県 会場 参加者 

9月20日 カサブラン

カ・セタッ

ト 

セタット セタット県

教育局 

セタット県教育局長、学校プロジェクトおよ

び PEEQ 県コーディネーター、AREF 職員 2

名、視学官 1名、学校長および教員 5 名（対

象学校 6校中 2校が欠席） 

9月19日 ベルシッ

ド 

県内の専門

学校 

元 PEEQ 県コーディネーター、視学官 7名、

学校長および教員 20名（対象学校全校（9校）

出席） 

9月21日 エルジャ

ディーダ 

州 AREFエ

ルジャディ

ーダ分室 

PEEQ 県コーディネーター、旧 PEEQ 州コー

ディネーター（現県教育局職員）、視学官 2名、

学校長 10名（対象校 19校中 9校が欠席） 

9月25日 シディベ

ヌール 

県内の中学

校 

PEEQ県コーディネーター、視学官 2名、校長

17名（対象 8校中 1校が欠席、周辺校からも

10名が参加） 

9月19日 ラバト・サ

レ・ケニト

ラ 

シディス

リマン 

県内の中学

校 

PEEQ県コーディネーター、学校長 9名（対象

学校 10校中 1校が欠席） 

9月20日 シディカ

セム 

県教育局視

学官事務所 

PEEQ県コーディネーター、県教育局職員、視

学官 7 名、学校長 12 名（対象学校 13 校中 1

校が欠席） 

9月21日 マラケシ

ュ・サフィ 

アルハウ

ズ 

県内の私立

学校 

学校プロジェクト県コーディネーター、PEEQ

県コーディネーター、学校長および教員 19名

（対象学校 20校中 1校が欠席）、他 2名（会

場の学校から） 

9月23日 シシャウ

ア 

シシャウア

県教育局 

県教育局長、学校プロジェクト県コーディネ

ーター、視学官 2名、学校長および教員 25名

（元 Tazedra 小学校教員含む）（対象学校 26

校中 5校が欠席） 

 

 研修に際し、これまでプロジェクトで開発した教材等の資料一式を DVD に収めて配布した。

当該DVDは「PEEQ Portfolio」と名付けられ、収納資料は以下のとおりである。 

 JICAモロッコの教育分野における協力事業（ビデオ） 

 「生徒の誤答を活用した教育改善」ワークショップ研修用教材（ビデオ版・冊子版） 

 既習事項確認診断テスト（テスト問題、解答、分析用ワークシート、実施要領） 

 診断テスト結果分析報告書（2015年版・2016/2017年度版） 

 算数問題集（問題集 5分冊、回答集 2分冊、使用法ガイド） 

 数字カード（教員用、生徒用、使用法ガイド） 



モロッコ国公平な教育振興プロジェクト 業務完了報告書 

34 

 年間活動計画策定用フォーム（学校プロジェクト要約、年間活動計画、PEEQ 補習活動支援

要請書） 

 

(2-6) 各学校が、特に生徒の学習改善や退学リスクの低減に資する就学促進活動を提案する 

 

 各支援対象校で、校長、教員、学校運営評議会により活動計画策定作業が進められた。各学校

への指導・支援は、日本人専門家の協力を得ながら、学校プロジェクト県コーディネーター、PEEQ

県コーディネーター、支援員（A/A）が行った。校内で学校運営評議会により仮承認された計画

は、県教育局へ提出された。 

 

(2-7) 学校プロジェクト実施に補助金を支給する 

(2-8) 学校が学校プロジェクトを実施する 

 

 学校プロジェクト PEEQ軸（就学促進活動）のための学校補助金支給に係る契約書は、県教育

局、学校支援協会、JICA 専門家チームの 3 者間で締結した。契約書の雛型は、MENFPESRS 法

務・係争局、技術教育学校生活局、AREF、県教育局等と調整し作成した。また、契約書の付属文

書となる『PEEQ学校交付金手続きマニュアル』も整備した。 

 助成の実施手順は以下のとおりである。 

1) JICA 専門家と県教育局の支援により、各学校が学校プロジェクト PEEQ 軸の活動計画を策

定する。 

2) 学校プロジェクトが、学校運営委員会により協議され、承認される。 

3) 学校長が所管の県教育局に事業計画を提出する。 

4) 県教育局の運営委員会で事業計画が承認される。 

5) PEEQ軸への補助金にかかる契約が、県教育局、学校支援協会、JICA専門家チームとの間で

締結される。 

6) 学校プロジェクト PEEQ 軸の実施のための補助金が、JICA 専門家チームから学校支援協会

に交付される。 

7) 学校支援協会は、学校プロジェクトの実施を支援する。 

8) 学校プロジェクト PEEQ軸の実施は、県教育局と JICA 専門家チームが協力してモニタリン

グを行う。 

9) 学校支援協会は活動報告と財務報告を提出する。 

 

 第 1ラウンドでは、2015年 11月から 2017年 4月にかけて、表 19のとおり 11の学校プロジェ

クト PEEQ軸の契約が締結され、さまざまな教育活動が実施された。 

 

表 19：第 1ラウンド学校プロジェクト PEEQ軸活動一覧 

県名 学校名 活動内容 
契約締結月

日 

事業 

完了月 

補助金 

支払額 

（DH） 

セタット 

 

Hassan Lawal 

中学校 

①学習意欲の向上 

・空間の創設=環境整備 

2015年 

12月 4日 

2016年

12月 

7,480  
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・新聞の作成 

・庭園活動 

・絵画活動 

②小中連携 

・サッカー交流試合 

・文化祭 

・学校訪問（小学生→中学校） 

・小学 6年生歓迎会  

Lakhrawaa 

小学校 

・美化活動 

・文化活動（児童の権利） 

・リサイクル活動 

・ゲーム 

・遠足 

・映画 

・演劇・合唱・表現 

・（校内の）女子生徒への啓発 

・発表会  

2015年 

12月 4日 

2017年 1

月 

13,100  

Sidi Hajjaj 

中学校 

・学校運営評議会（CGE）との会

議 

・本購入準備 

・本の購入 

・学級文庫の創設 

・学級係の創設 

・10分間読書 

・読書の中身についての問答  

2016年 

1月 18日 

2017年 1

月 

8,000  

Labioud小学校 

 

①自己肯定感向上 

・絵画 ・手工芸 

・庭園 ・展覧会（保護者等向け） 

②学習意欲の向上 

・本棚・本等の購入 

・10分間読書（本の要約を含む） 

③中学進学率の向上 

・中学校訪問（食事・文化祭）  

2016年 

4月 19日 

2017年 1

月 

11,785 

ベルシッド 

 

Ezzarktouni 

中学校 

①環境クラブ活動（庭園活動） 

・クラブの立ち上げ ・部員の確定 

・必要な用具の購入 ・生徒の役割

決め 

・庭園の世話 

②図書活動＝本の購入  

2016年 

4月 19日 

2017年 1

月 

8,000 

Hay El Hassani 

小学校  

①環境クラブ 

・環境クラブの設立 

・教室整備のための備品（装飾品

等）購入 

・備品の配置 

②図書クラブ 

・自己肯定感の向上 

・学校運営評議会（CGE）との打ち

合わせ 

・図書クラブの設立 

・学級図書の充実  

2016年 

1月 1日 

2017年 1

月 

8,000 
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Ibnou Lhaytem  

小学校 

①学力向上 

・10分間読書 ・自宅での読書 

・読書コンクール 

・推薦図書の展示 

②（図書活動による）自己肯定感の

向上 

・口頭でのプレゼンテーション 

・読書コンクール 

・最終発表会  

2016年 

1月 1日 

2016年

12月 

6,400 

エルジャデ

ィーダ 

 

Khalid Ibnou 

Eloualid中学校 

（心理カウンセラーを活用した）

演劇活動  

2016年 

3月 22日 

2017年 1

月 

7,700 

Jouamaa分校 

[Lakrarba小学校] 

①庭園・演劇活動 

②スポーツ・芸術活動 

2015年 

11月 24日 

2016年

11月 

4,000  

シディベヌ

ール 

 

Ibnou Sina 

中学校 

①保護者向けの演劇&茶話会 

②Child to Child  

③授業参観  

2015年 

11月 24日 

2016年

11月 

6,850  

Bni Hlal小学校  ①読書（本選定/購入・25分読

書・自宅・コンクール＆授与式） 

②書き（25分書き・本の作成・コ

ンクール及び授与式 

③①、②の共有 

2016年 

1月 15日 

2017年 7

月 

9,600  

合計 90,915 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 第 2ラウンド対象校を含め、2016/2017年度には、学校プロジェクト PEEQ軸の実施のために、

29のプロジェクトに関する契約書を締結し、補助金を支給した。支援を行った活動の概要は表 20

のとおりである。 

 

表 20：2016/2017年度学校プロジェクト PEEQ軸活動一覧 

県名 学校名 活動内容 
契約締結 

月日 

事業 

完了月 

補助金 

支払額 

（DH） 

セタット Sidi Hajaj中学校  10分間読書（毎日） 

 30分/1時間読書（毎週末） 

 読書活動の表彰 

2017年 

1月 18日 

2017年

5月 

3,200 

Labioud小学校  総合活動（庭園、絵画、環境

活動） 

 10分間読書 

 小中連携（中学校訪問） 

2017年 

2月 1日 

2017年

5月 

4,800 

Hassan Lawal中学

校 

 学習意欲の向上（学習空間創

設=環境整備、新聞作成、庭園

活動、絵画活動、ロールモデ

ル活動） 

 小中連携（サッカー交流試

合、小学 6年生歓迎会） 

2017年 

12月 4日 

2017年

5月 

5,890 

ベルシッド Ezzarktouni中学校  図書委員会の設立（生徒の役

割分担等含む） 

 小説読みと内容に係るディス

カッション 

 改善点リストの作成 

2017年 

2月 6日 

2017年

5月 

8,000 
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Hay Hassani小学校  環境クラブ（植樹、植物の世

話、自然科学に係る授業、野

外授業） 

 図書クラブ（プレゼンテーシ

ョン、映画鑑賞、15分読書、

図書館訪問） 

2017年 

1月 17日 

2017年

5月 

7,353 

Ibn Elhaytam小学校  読書活動（保護者との協議、

本の内容確認、10分間読書、

学級文庫への登録、仏語能力

向上、カード作り、演劇、公

立図書館訪問、自宅読書、壁

新聞、イベント開催） 

2017年 

1月 18日 

2017年

5月 

4,200 

エルジャデ

ィーダ 

Khalid Ibn Eloualid

中学校 

 心理カウンセラーを活用した

演劇活動 

2017年 

3月 22日 

2017年

5月 

4,560 

Jouamaa分校

(Lakrarba小学校) 

 課外活動（演劇、詩、歌唱、

美術、手洗い、環境美化、庭

園活動、スポーツ、読書） 

2016年 

11月 24日 

2017年

5月 

2,167 

Lakrarba小学校  植樹＆庭園活動（定期的な植

物の世話） 

 美化活動（ゴミ箱設置、グル

ープ活動、定期的な清掃） 

 校内ラジオ放送／放送委員会

活動（放送内容：歌唱；人間

関係；各活動；ディスカッシ

ョン；環境保護；人権） 

2016年 

11月 24日 

2017年

5月 

3,233 

Laazizate小学校  庭園活動（庭師による指導、

定期的な植物の世話） 

2016年 

11月 24日 

2017年

5月 

4,000 

シディベヌ

ール 

Ibnou Sina中学校  教育啓発活動（保護者への呼

びかけ、ロールモデル（=医

者）、戻ってきた生徒へのア

フターケア） 

 小中連携（サッカー交流試

合、学校訪問） 

2017年 

3月 10日 

2017年

5月 

6,560 

Lakhoualda小学校  図書館の整備（図書委員の選

定、本の購入等） 

2016年 

11月 22日 

2017年

5月 

6,400 

Lahmamna分校

(Erracad小学校) 

 学級文庫（本購入、本の紹

介、10分間読書、コンクー

ル） 

 演劇（役決め、台詞練習、発

表） 

2016年 

11月 22日 

2017年

5月 

3,186 

シディスリ

マン 

Safsaf中学校  演劇、文化、芸術活動クラブ 

 環境クラブ 

 スポーツ・健康クラブ 

2016年 

12月 1日 

2017年

5月 

7,944 

2 Mars Hawech Sidi 

Gaddar小学校、

Oulad Ben Dib分校 

 補習活動（仏語の読み書き、

算数） 

2016年 

12月 1日 

2017年

5月 

3,200 

El Kceibya中等学校  演劇、文化、芸術活動クラブ 

 環境クラブ 

 スポーツ・健康クラブ 

2016年 

12月 1日 

2017年

5月 

8,000 

PAM小学校、Sidi 

Omar Chelh分校 

 啓発イベント（教員・障害

児・言語・女子権利・暴力に

よる被害を受けた子ども等を

テーマ） 

 課外活動（絵画活動、スポー

ツ、清掃、環境保護活動） 

2017年 

1月 2日 

2017年

5月 

7,998 
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シディカセ

ム 

Al Kindi中学校  環境（COP22、コミック作

り、庭園、保健、リサイク

ル、教室清掃） 

 生徒の長所を伸ばす活動（チ

ェス、算数、演劇、詩） 

 文化活動（サッカー、壁紙作

り、文化紹介、演劇） 

 社会活動（禁煙防止活動（ド

キュメンタリー、プレゼン、

演劇、作文）） 

2016年 

11月 1日 

2017年

5月 

3,200 

Ibn El Khatib小学

校、Oulad Sghir分

校 

 読み書き、表現力に係る活動

（読書、壁画、コンクール、

プレゼンテーション） 

 環境（トイレ掃除、農業、植

物の世話） 

2016年 

12月 1日 

2017年

5月 

7,992 

Dakhla中学校  読書能力向上（学級文庫、読

書、演劇） 

 課外活動促進（絵画活動） 

2017年 

1月 1日 

2017年

5月 

8,000 

Fatima Fihriya小学

校、Lafquir Allal分

校 

 環境（汚染、清掃、植物（植

樹、水やり）、庭園、リサイ

クル、新聞、ビデオ） 

 健康・スポーツ（写真会、研

修会、家族との協議、スポー

ツ大会） 

 文化（演劇、博物館訪問、コ

ンクール（アラビア語・仏

語）、絵画、ラジオ放送、新

聞作り） 

 人権啓発活動（プレゼンテー

ション、研修会） 

2017年 

1月 1日 

2017年

5月 

6,400 

アルハウズ Tamazouzte中学校  課外活動（庭園活動、清掃活

動、スポーツ、絵画、文化活

動、遠足） 

2016年 

11月 1日 

2017年

5月 

3,200 

Tamakoste小学校、

Toug分校 

 不就学児童対象（保護者訪

問、Child to Child、交流会） 

 校内児童対象（読書（図書館

活用）、学校コミュニティと

の交流、歌唱、演劇、規律修

得、ミニサッカー） 

201年 

12月 1日 

2017年

5月 

7,020 

Houman El Fetouaki

中学校 

 小中連携（中学への進学意欲

向上） 

 課外活動（自己肯定感の向

上・不就学防止） 

2017年 

1月 2日 

2017年

5月 

6,400 

Aitwakstit小学校、

Izrafen分校 

 補習活動（算数、読書（全学

年を対象に学級文庫を活

用）、表現）※全活動小中連

携活動含む 

2017年 

1月 2日 

2017年

5月 

6,400 
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シシャウア Mohamed V中学校  小中連携（中学校生活のビデ

オ鑑賞、中学校訪問、サッカ

ー大会） 

 自己肯定感の向上（庭園活

動、市民権に係るクラブ活

動、算数コンクール、文化

祭、表現・歌唱に係る研修

会、清掃、演劇） 

 不就学の予防と改善（中学校

寮訪問、不就学児童の家族訪

問、児童権利の向上） 

2016年 

12月 1日 

2017年

5月 

3,200 

AFFETAS小学校、

Tabia分校 

 読み書き能力向上（学級文庫

活動 

 愛校心の育成（環境活動、ス

ポーツ、絵画、保健活動、文

化祭） 

2017年 

1月 10日 

2017年

5月 

3,200 

Timzgadiwine中学

校 

 中途退学の減少（両親訪問、

茶話会、学籍登録と学用品配

布、保健キャンペーン、補

習） 

 魅力的な学校空間の創設（庭

園活動、清掃、サッカー（男

子）、ハンドボール（女

子）） 

2017年 

1月 10日 

2017年

5月 

3,200 

TAZIDRA小学校、

Diran分校 

 学力向上と複式学級の運営向

上（保護者との協議、課外授

業、学習意欲向上、誤答分

析、複式学級の運営向上） 

 社会意識の向上と進学促進

（他者の尊重、清掃、交通安

全、環境、家族・コミュニテ

ィとの連帯、煙草禁止、進学

促進） 

2017年 

1月 10日 

2017年

5月 

3,200 

合計 152,103 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 2017/2018 学年度における PEEQ の学校プロジェクト支援は、プロジェクトで開発された補助

教材を活用した学習支援活動に対して行うこととし、そのために必要となる紙とインクカートリ

ッジを現物で支給した。2017年 9月に行った校長向け研修会にて、プロジェクト対象学校群内に

ある 111校を対象に、既習事項確認テストの結果を踏まえた学習支援活動の計画立案方法などを

伝えた。研修を受けた学校のうち 76校から、学校プロジェクトの概要、年間活動計画、計画に即

した紙とインクカートリッジの要請が提出された。その後、県教育局と調整を行い、表 21に示す

とおりの支援を行った。 

 

表 21：2017/2018年度学校プロジェクト PEEQ軸支援一覧 

州 県 学校名 用紙数（束） 
インクカート

リッジ数（個） 

カサブランカ・

セタット 

セタット Sidi Hajjaj小学校  62 10 

Labioud小学校 14 7 

Hassan Lawal中学校 20 9 

Lakhrawaa (Boukarkour)小学校 92 10 

ベルシッド Zerquettouni中学校 29 10 



モロッコ国公平な教育振興プロジェクト 業務完了報告書 

40 

Hay Hassani小学校 90 4 

Ibn Elhaytam小学校 108 4 

Taha Houssain小学校 42 4 

Ibn Sina中学校 128 4 

Ezzmamra小学校 34 4 

Lamaachate小学校 68 5 

Laghnimiine小学校 9 4 

Bir Khriss小学校 8 4 

エルジャディー

ダ 

Laazizate小学校 158 5 

Lakrarba小学校 110 3 

Sidi M Hamed Akhdim小学校 195 4 

Ennour分校 (Oulad Daoud小学校) 47 2 

Esslamna Et Lamhihate分校 (Sidi Bounaim小学校) 203 2 

Lablalate小学校 33 4 

シディベヌール Ibn Sina中学校 53 7 

Lahdadja小学校 50 4 

Lakhoualda小学校 126 8 

Lhmamna分校 (Errachad小学校) 37 5 

Baroudi中学校 41 6 

Zyayna小学校 87 10 

Bni Hlal小学校 41 4 

Nouaama小学校 47 10 

ラバト・サレ・ケ

ニトラ 

シディスリマン El Ksaibiya中等教育学校 27 5 

PAM小学校 23 4 

Zhana Sidi Yahya小学校 25 4 

Lala Yattou小学校 18 3 

Zaabla小学校 16 3 

Safsaf中学校 41 7 

2 Mars Hawech Sidi Gaddar小学校 35 6 

Oulad Lagzouli 2小学校 18 3 

Beggara小学校 16 3 

Ettorchane小学校 34 6 

シディカセム Al Kindi中学校 70 10 

Ibn Khatib小学校 143 10 

Oulad Ghida小学校 6 1 

Abou Bakaa Al Randi小学校 52 3 

Sidi Lkamel小学校 8 1 

Banasa小学校 61 10 

Dakhla中学校 43 10 

Fatima Fihriya小学校 13 1 

Oualili小学校 34 2 

Ibn Battouta小学校  26 10 

Al Motanabi小学校 26 2 

Al Ghazali小学校 22 1 

Ibnou Lkadi小学校 17 8 

マラケシュ・サ

フィ 

アルハウズ Houmane Alfatouaki中学校 11 4 

Tighdouine小学校 9 3 

Tolozine小学校 19 7 

Ait Anzal Al Jabal小学校 7 3 

Ait Ouagstit小学校 54 10 

Ait Aacha小学校 10 4 

Tassourte 1小学校 6 3 

Ansa小学校 9 4 

Talat Ast小学校 14 7 

Tamazouzte中学校 44 10 

Tamazouzte小学校 14 7 

Bouaouide小学校 5 2 

Laaouina小学校 13 4 

Zetoula小学校 9 3 

Iguerferouane小学校 5 3 
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Datou Netakayne小学校 20 10 

Ait Aabed小学校 12 5 

Sebt Iguerferouane小学校 12 6 

Igrouka小学校 5 2 

Tamakouste小学校 16 8 

シシャウア Timzgadiouine中学校 40 10 

Ait Ouaarab小学校 14 7 

Imlalen小学校 18 9 

Ihardanen小学校 19 5 

Mohamed V中学校 24 10 

Tinelleft小学校 26 10 

合計 3,141 515 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

(2-9) AREFと県教育局が活動の実施状況をモニター、評価する 

 

MENFPの「学校プロジェクト」は下図のような組織で運営されており、PEEQでも可能な限り既

存の組織を活用してモニタリング・支援を行った。特に、州及び県レベルの学校プロジェクト・

コーディネーターとは、各レベルの PEEQコーディネーターとも連携・調整しながら、協力して

事業を進めた。また学校プロジェクトの支援員（A/A）は「担当視学官」であり、計画策定支援・

活動モニタリングに従事している。 

 

出所：プロジェクトチームにより作成 

図 8：学校プロジェクト運営組織図 

 

(2-10) PEEQの支援により各学校が実施した活動を共有するために、好事例の報告書を発行する

とともに関係者の会合を実施する 

 

 2016年 2月、第 1ラウンドの学校プロジェクト PEEQ軸への補助金支給契約が、対象校の多く
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で締結され、それらの活動が開始された時期において、対象校の校長や教員を集め、各校が取り

組もうとしている活動を互いに紹介し合い、今後の活動の進め方を確認するためのワークショッ

プが開催された（表 22参照）。ここでは、児童生徒の変化に着目した活動目標の重要性が強調さ

れた。 

 

表 22：第 1ラウンド・エクイティコンポーネント第 1回研修会実施概要 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 2016年 4月、第 1ラウンドにおける学校プロジェクト PEEQ軸の経験共有のため、表 23の要

領で、エクイティコンポーネント第 2回研修会が開催された。 

 

表 23：第 1ラウンド・エクイティコンポーネント第 2回研修会実施概要 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 2017年 11月、各学校が策定した年間活動計画に関し、校長同士で共有し互いに研鑽すること、

学校プロジェクト・コーディネーター、PEEQコーディネーター等を中心としたAREF、県教育局

からそのフィードバックを得ることを目的に、表 24のとおり研修会を実施した。 

 

月日 会場 参加校 参加者 内容 

2月 23

日 

旧ドゥカ

ラ・アブダ

州AREF 

（エルジャディーダ県） 

Jouamaa 小学校（分校）、Khalid 

Ibn El Oualid中学校 

（シディベヌール県） 

Ibnou Sina中学校、Bni Hlal小学

校 

校長・担当教員・視

学官の計 12名 

州及び県のプロジ

ェクト・コーディネ

ーター3名 

1) 教育活動の教育

的意味および学校

教育目標と教育活

動目標の設定 

2) 試行期の活動計

画 

2月 29

日 

セタット

県教育局 

（セタット県） 

Hassan Lawal中学校、Sidi Hajjaj

中学校、Labioud小学校 

（ベルシッド県） 

Ibn El Haitem小学校、Hay Hassani

小学校 

校長・担当教員の計

10名 

県コーディネータ

ー2名 

月日 会場 参加校 参加者 内容 

4月 26

日 

カサブラ

ンカ・セタ

ッ ト 州
AREF 

（セタット県） 

Sidi Hajjaj中学校、Labioud小学

校、Hassan Lawal中学校、 

Lakhrawa小学校 

（ベルシッド県） 

Ezzarktouni中学校、Hay Hassani

小学校 、Ibn El Haitem小学校 

（シディベヌール県） 

Ibnou Sina中学校、Bni Hlal小学

校 

（エルジャディーダ県） 

Khalid Ibn El Oualid 中学校、

Jouamaa小学校（分校） 

校長および担当教

員計 23名 

その他参加者：州・

県コーディネータ

ー5名 

1) 学校プロジェク

トPEEQ軸の活動に

係る経験の共有（報

告書作成指導を含

む） 

2) 日本の教育経験

に基づく読書指導

の方法論の説明 
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表 24：2017/2018年度学校プロジェクト PEEQ軸計画共有研修会実施概要 

月日 州 県 会場 参加者 内容 

11月 11日 カサブラ

ンカ・セ

タット 

セ タ ッ

ト、ベル

シッド 

セタット

県教育局 

学校長 4名、教員 3名 1) 年間活動計

画の発表およ

びそのフィー

ドバック・コ

メント 

2) 今後の予定

（紙・カート

リッジ調達手

順、モニタリ

ング方法の確

認等） 

11月 10日 エルジャ

デ ィ ー

ダ、シデ

ィベヌー

ル 

州AREFエ

ルジャデ

ィーダ分

室 

学校プロジェクト県コーディ

ネーター（エルジャディーダ）、

PEEQ 県コーディネーター（エ

ルジャディーダ）、PEEQ 県コ

ーディネーター（シディベヌー

ル）、学校長 18名、教員 1名 

11月 7日 ラバト・

サレ・ケ

ニトラ 

シディス

リマン、

シディカ

セム 

州AREFケ

ニトラ分

室 

PEEQ 州コーディネーター、学

校プロジェクト県コーディネ

ーター（シディスリマン）、

PEEQ 県コーディネーター（シ

ディスリマン）、PEEQ 県コー

ディネーター（シディカセム）、

視学官 5名、学校長 22名 

11月 9日 マラケシ

ュ・サフ

ィ 

アルハウ

ズ、シシ

ャウア 

州AREF 学校プロジェクト州コーディ

ネーター、PEEQ 州コーディネ

ーター、学校プロジェクト県コ

ーディネーター（アルハウズ）、

PEEQ 県コーディネーター（ア

ルハウズ）、PEEQ 県コーディ

ネーター（シシャウア）、学校

長 13名 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 2018年 4月、学校レベルにおける PEEQ活動の成果を全般的に共有するため、表 25のとおり

全プロジェクト対象校の校長を招聘してワークショップを実施した。 

 

表 25：2017/2018年度 PEEQ経験共有ワークショップ実施概要 

月日 州 県 会場 参加者 内容 

4月 16日 カサブラ

ンカ・セ

タット 

セタット セタット

県教育局 

PEEQ 県コーディネーター、視

学官 1名、学校長 5名 

1) 年間教育

活動の成果に

係る共有 

2) 算数の基

礎学力評価習

熟のための教

育モデルの紹

介 

3) 今後の学

校プロジェク

トの内容と進

め方に係る意

見交換 

4月 16日 ベルシッ

ド 

公立高校

施設内 

学校プロジェクト県コーディ

ネーター、PEEQ 県コーディネ

ーター、元 PEEQ 県コーディネ

ーター、視学官 5 名、学校長 9

名、教員 2名 

4月 17日 エルジャ

ディーダ 

旧ドゥカ

ラ・アブダ

州AREF庁

舎 

エルジャディーダ県教育局長、

PEEQ 県コーディネーター、県

教育局職員、学校長 10名、視学

官 1名 

4月 16日 シディベ

ヌール 

公立中学

校 

シディベヌール県教育局長、

PEEQ 県コーディネーター、県

教育局職員、学校長 8名 
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4月 18日 ラバト・

サレ・ケ

ニトラ 

シディス

リマン 

研修セン

ター 

シディスリマン県教育局長、

PEEQ 県コーディネーター、県

教育局職員、学校長 10名、視学

官 2名 

4月 19日 シディカ

セム 

県教育局

視学官事

務所 

シディカセム県教育局長、学校

生活局長、PEEQ 県コーディネ

ーター、学校長 13名、視学官 6

名 

4月 17日 マラケシ

ュ・サフ

ィ 

アルハウ

ズ 

公立高校

敷地内 

学校プロジェクト県コーディ

ネーター、PEEQ 県コーディネ

ーター、県教育局職員、学校長

14名、教員 1名 

4月 18日 シシャウ

ア 

シシャウ

ア県教育

局 

学校プロジェクト県コーディ

ネーター、PEEQ 県コーディネ

ーター、視学官 1名、学校長 16

名 

出所：プロジェクトチームにより作成 

 

 これら、学校プロジェクト PEEQ軸の活動の経験を取りまとめ、他校が類似の活動に取り組も

うとする際の参考に供するため、日本人専門家による 4校の調査報告書と、12校から寄せられた

活動報告書をひとつに取りまとめた、「学校プロジェクト PEEQ軸事例集」を作成し配布した。 

 

 

(3) 成果 3に係る活動 

成果 3：AREF内の他地域への施策継続及びMENFPによる他AREF展開の準備が整う。 

 

(3-1) AREFが対象AREF内における展開計画を策定する 

 

 2018年 8月 28日、MENFPESRSから、後述する「初等算数教育における基礎学力評価習熟の

ための教育モデル全国普及計画」の実施を関係各局に求める通達が発出され、その中で、各AREF

が州年間行動計画の中に同モデル普及の計画を含めるよう要請された。各AREFの年間行動計画

は 2018年 12月までに作成される。また、同じく全国計画は、小学 5・6年用の改訂版教科書が配

布される予定の 2020/2021年度には、教育モデルが全ての学校、全ての学級で実践されるように、

初等算数教育の学区担当視学官が所管の全学校に対する指導を行うよう求めている。 

 さらに、2018年 7月 18日から 20日までの 3日間にわたり、MENFPESRSでは、全国 12州の

AREF局長並びに 82 県の県教育局長を集め、2017/2018 年度の総括ならびに 2018/2019 年度計画

の説明が行われた。その中で、PEEQにより導入された教育モデルが小学 1・2年用の改訂版カリ

キュラムに統合され、2018/2019年度からは新たな教科書にその内容が反映されるため、各州・各

県でその実施を徹底するよう、大臣自らが指示を出した。AREF の年間活動計画には、こうした

指示に基づき PEEQ の教育モデルの普及について記載されることになる。さらに 7 月 26 日には

PEEQ プロジェクトの終了式典並びに全国セミナーが開催された。セミナーの中でも、全国普及

に必要な施策について協議された。 
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(3-2) MENFPESRSがモロッコ国内における展開計画を策定する 

 

 2015 年 10 月 2 日、JICA 本部の運営指導調査の実施に合わせ、当時の Rachid BELMOKHTAR

国民教育・職業訓練大臣と JICA調査団、JICAモロッコ事務所、プロジェクト専門家チームが会

見し、PEEQ の進捗を報告するとともに、今後の進め方について意見交換を行った。その中で大

臣からは、学校現場での活動を重視し、現場を良く知る教員や視学官から、誤答分析の結果を踏

まえた授業改善の方法についての意見を聞くよう指示が出された。さらに大臣は、PEEQ の活動

をプロジェクト対象校以外にも普及させる必要があると述べ、これらの指示を受け、後述する「誤

答分析に基づく授業改善にかかる全国ワークショップ」が 2015年 10月 21日・22日に開催され

た。 

 その後 2015年 12月にDSSPは、「PEEQプロジェクトの全国展開の手順に係る概要書（Termes 

de Référence）」を起草し、省レベルでの承認をめざした。しかしながら、2016年 10月の運営指導

調査の際には、DSSP 局長から、フィージビリティの評価を行い新たな普及計画を策定すること

が必要であるとの意向が表明された。 

 

 2017年 6月には、再びMENFPESRSと JICAモロッコ事務所の責任者間の会見が行われ、PEEQ

に係る活動の全国的な普及について話し合われた。会見の結論としてMohamed HASSAD大臣（当

時）は、診断評価の手法を取り入れた既習事項確認テストとその結果を活用した指導方法の改善

を、2018/2019年度から全国的に普及させるために、研修等を通じた準備を 2017/2018年度中に行

うよう指示した。 

 その後、2017 年 10 月 12 日に JCC が開催され、PEEQ 活動の全国普及についての協議がなさ

れ、以下のような結論に至った。会議後、HASSAD大臣はこれらの結論を承認し、普及の推進と

加速を指示した。 

1) PEEQ で開発した数字カードと問題集を活用した算数の授業開始時 5 分間の計算練習を

2017/2018年度から普及開始 

2) 誤答の教育学を適用した診断テスト結果に基づく学習改善を 2018/2019年度から普及開始 

3) 誤答の教育学について州および県レベルの講師養成研修並びに教員研修を 2017/2018年度中

に実施 

4) 教育省によって策定された課程に基づくカリキュラム改訂について、JICA 専門家の支援を

受け、2017/2018年度から開始 

5) 中央・州・県・学校レベルの全関係者の代表が参加するワークショップ開催し、上記決定事

項の実施方法について確定 

 

 2018 年 2 月 26 日、新たに着任した Saaid AMZAZI 大臣と JICA モロッコ所長の会見が行われ

た。大臣は、エンドライン調査を通じて PEEQの効果が明らかになることへの期待感を示すとと

もに、案件終了後も継続的に日本側の協力を得たいと述べ、カリキュラムや教科書への反映を通

じて全国普及を図ることに意欲を示した。さらに、MENFPESRSの関係者が PEEQの成果を収得

し自らのものとすることが重要であると述べた。 

 こうした大臣の意向にも合致する形で、MENFPESRSは 2018年 2月 14日～16日に、PEEQが
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推進した「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」を小学 1・2年の算数教

育のカリキュラムに統合させるため、日本人専門家を招聘してワークショップを開催した。2 月

のワークショップや、その後の日本人専門家からの助言等を踏まえ、4月初旬までに小学 1・2年

の算数と理科の改訂版カリキュラムが最終化された。それらに基づき改訂される教科書の、執筆

者に対する技術移転をするためのワークショップが、同年 4月 7日～9日に開催された。日本人

専門家からの助言を受けて、PEEQの成果を統合した小学 1・2年生用の改訂版教科書が、2018/2019

年度からモロッコ全土で使用される。同様に小学 3・4年生用の改訂版カリキュラムと改訂版教科

書が 2019/2020年度から、小学 5・6年生用の改訂版カリキュラムと改訂版教科書が 2020/2021年

度から採用される。したがって、カリキュラム・教科書改訂の進度に合わせる形で、全国の小学

生 PEEQの事業成果が反映された教育、特に「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための

教育モデル」が適用された教育を受けることができるようになる。 

 なお、改訂版カリキュラムの旧版と比した変更点を通知するための教育省通達が、2018年 8月

28 日に発出された。この中で、特に算数のカリキュラムの変更点に関する文中では、「初等算数

教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」に関する説明がなされた。 

 

 一方、MENFPESRS は、PEEQ による介入の中でも特に優先度が高く効果が認められた「初等

算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」を全国的に普及させるための、全国普

及計画を策定した。同文書は、2018年 5月 3日のプロジェクト運営委員会、6月 25日の合同調整

委員会（JCC）を経て、MENFPESRS次官により承認された。普及計画は、「全国普及の背景と理

由」「普及すべき教育モデル」「PEEQ が導入した教育モデルの全国普及の戦略」の 3 章で構成さ

れており、普及に必要な各関係部局の役割や、見込まれる必要経費を含む、総合的な行動計画と

なっている。 

 2018年 8月 28日、同全国普及計画を実行に移すための省通達が、全国 12の全AFERに対して

発出された。 

 

(3-3) 日本人専門家が、MENFPESRS／AREFの予算編纂を支援する 

 

 上述のとおり、「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル全国普及計画」に

は、同モデルの実施に必要となる教材作成費等が含まれている。見積もりの作成には、日本人専

門家が支援を行った。 

 

(3-4) 関係者を招いてワークショップを開催する 

 

 2015 年 10 月 2 日に行われた教育大臣への報告の際に同大臣が述べた指示に基づき、

MENFPESRSは 2015年 10月 21日・22日の二日間、「誤答分析に基づく授業改善にかかる全国ワ

ークショップ」を実施した。というのも、大臣からの指示が、誤答分析の結果を踏まえた授業改

善を実現するために、教育現場の実情を最も良く把握している教員ならびに視学官の意見を傾聴

することであったからである。ワークショップでは、診断テストにおける各問題の正答率の予想、

典型的な誤答の予想、実際の誤答を踏まえた改善内容を含む指導案の作成等が行われた。ワーク

ショップの閉会式において、教育大臣は特に同様の活動の継続の必要性について繰り返し強調し、
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同ワークショップに参加した教員らのネットワークの構築についても指示をした。 

 参加者は、PEEQ プロジェクトの非対象州を含む次の 8 州（旧行政区画）から、算数・理科の

視学官各 1名及び小学校教員各 2名（計 6名）ずつで、全州合計 48名であった： 

［参加州］ 

シャウィア・ウルディガ州、ドゥカラ・アブダ州、マラケシュ・テンシフト・アル・ハウズ州、

ガーブ・シャラルダ・ベニハッサン州、スス・マサ・ドラ州、タドラ・アジラル州、ゲルミン・

エスマラ州、ラバト・サレ・ゼムール・ザイール州 

 

 2017年 10月 12日の JCCでの結論に基づき、MENFPESRSは同年 12月 11日、プロジェクト

の対象となっている 3つの州（カサブランカ・セタット、ラバト・サレ・ケニトラ、マラケシュ・

サフィ）の中の全県（プロジェクト対象県 8県の他に 23県、計 31県）を対象とした、PEEQ活

動普及セミナーを開催した。参加者は、中央・州・県レベルの行政官や視学官約 80名であった。

以下の目的のもと、プロジェクト概要及び実績紹介、既習事項確認テスト（診断テスト）の解説、

基礎計算力習熟活動の説明、PEEQ活動普及計画の協議等がなされた。 

［セミナーの目的］ 

 PEEQプロジェクトの目的及びパイロット事業対象学校群での成果を広く認知させること 

 プロジェクト対象県以外に教材等の成果物や事業実施経験を共有すること 

 プロジェクトで導入した教育方法について関係者を指導すること 

 国レベル・州レベルの PEEQ活動普及計画を協議すること 

 

 2018年 7月 19日、「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」を中心とし

た、2018/2019年度から施行される改訂版カリキュラム（小学 1・2年対象）に対する PEEQの貢

献事項にかかるワークショップが、MENFPESRSにより実施された。MENFPESRS側からは次官

ならびに関係局長が出席し、国内の全 12 州から、AREF 局長、並びに実際に普及活動を担う 62

名の普及視学官（inspecteur démultiplicateur）が参加した。同ワークショップの中では、PEEQの教

育モデルを州年間教育計画の中に盛り込んで実践するよう、次官から各AREF局長に指示が出さ

れるとともに、視学官やプロジェクトの専門家・現地傭人らが、同モデルの具体的な実践方法を

説明し、参加者とその普及方法を協議した。 

 さらに、2018年 7月 26日には、「公平な教育振興プロジェクト（PEEQ）終了式典並びに全国

セミナー」が開催された。同セミナーでは、「基礎学力評価習熟のための教育モデル全国普及計画」

を共有し、同モデルの有効性を示して普及に向けた道筋を示すとともに、プロジェクトのその他

の成果、特に学校プロジェクトの枠組みを用いた各種教育活動の成果についても報告され、その

推進を図るものであった。同セミナーへは報道機関や他ドナーからの参加も多く、世論喚起を通

じた同モデルの普及・推進にも効果的なものであった。 

 参加者は、中央・州・県レベルの行政官や視学官約 60名であった。 
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2. プロジェクトの達成度 

2-1 成果と指標 

 

【成果 1】 

生徒の学習到達度の格差是正のための措置（主に診断テスト、誤答分析、授業案改善、補助教材

を活用した生徒の学習支援、モニタリング体制からなる）が試行され、採用される6 

 

＜指標と達成度＞ 

(1-1-1) 業務実施要領が作成される 

 

 プロジェクトの実施を通じて以下のガイドブックが作成された。 

 初等算数教育における基礎学力習熟のための教育モデル実践ガイド 

 授業のはじまり 5分間の計算練習：数字カードと暗算プリント活用ガイド 

 既習事項確認テスト実施及び結果活用ガイド 

 算数問題集活用ガイド 

 児童生徒の誤答を活用した教育改善に係る教員研修モジュール（冊子版及びビデオ版） 

 

(1-1-2) PEEQが導入した児童生徒の学習到達度改善のための施策が関係機関により承認される 

 

 MENFPESRS によって改訂が進められている初等教育カリキュラムに、PEEQ が導入した「初

等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」を統合する作業が進められている。

小学 1年・2年の改訂版カリキュラムへの統合は完了し、2018/2019学年度からモロッコ全土の小

学校において実施される。その後、小学 3・4年のカリキュラムは 2019/2020学年度から、小学 5・

6年のカリキュラムは 2020/2021学年度からそれぞれ実施される。 

 このように、カリキュラムに統合されるということは、MENFPESRSにより PEEQの教育モデ

ルが承認されたことを表している。 

 

(1-2-1) 生徒の学習到達度改善のためのプロジェクトによる介入の有効性が PEEQ の枠組で実施

する診断テストを通じて確認される（目標値：20点未満の児童生徒の割合が半減する） 

 

 2017年 5～6月（年度末）に行った診断テストの結果を、2016年 9～10月（年度初め）の同様

の診断テストの結果と比較したところ、表 26 のとおりいずれも目標値の半減を達成した。ただ

し、可能な範囲で非対象校との比較をしたところ、統計的な有意差を検出するまでには至らなか

った。 

 

 

                                                        
6 施策が試行されるのは、各県 2つずつ選出された学校群内のプロジェクト対象校においてであり、試行された

施策を採用するか否かを判断するのは、指標 1-1-2にあるとおりMENFPESRSである。 
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表 26：診断テストにおける正答率 20％以下の児童生徒の割合の変化 

テスト種別 
正答率 20%以下の児童生徒の割合 

2016年 9～10月 2017年 5～6月 

小学 3年算数 19.3% 1.1% 

小学 5年算数 16.1% 0.0% 

中学 1年数学 29.5% 5.3% 

小学 5年理科 7.2% 0.0% 

 

(1-2-2) 2016 年 PEEQ 診断テストの対象校において、「基礎的な計算問題の習熟度7」が小学 4年

生以上で 85％以上となる 

 

 2018 年 4月、2016 年 PEEQ 診断テストの対象校の小学 4 年生から 6年生 4,135 人を対象にし

て、「9＋9」までの整数のたし算、「18－9」までの整数のひき算、かけ算九九に関する小テスト行

った。その結果、小学 4年生以上の平均正答率は「86.5%」であった。よって PDM指標の目標を

達成した。 

 

(1-3-1) プロジェクト対象校の 80％以上で、診断テストの結果を活用した、教育改善 のためのワ

ークショップが開催される 

 

 2018年 4月に実施したエンドライン調査結果によれば、2017/2018年度に既習事項診断テスト

の結果を活用した教育改善のためのワークショップを行った学校は、プロジェクト対象校の 111

校の中で、調査票を回収できた 95校のうち 61.1%（58校）であった。これを、年度初めにテスト

を実施した 79校からの割合でみると 73.4%であった。よって、PDM指標の目標値である 80%以

上という水準には到達できなかった。 

 既習事項確認テストの結果の有効活用は、長年の課題であることは既述のとおりである。「初等

算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」の 2つ目のステップに位置づけられて

いるテスト結果の分析を、ワークショップを開催して行うことができたのは、テスト実施校の約

7割であり、さらなる推進が求められる。 

 

(1-3-2) 上記ワークショップ開催校の 80％以上で、計画された教育改善の方策が実践される 

 

 2018年 4月に実施したエンドライン調査結果によれば、上記ワークショップを開催した 58校

のうち、回答がなかった 1 校（1.7%）を除いたすべての学校で、(1) 授業中の指導方法の改善

（69.0%）、(2) つまずいている児童生徒への補習の実施（77.6%）、(3) 全児童生徒を対象とした習

熟活動の実施（55.2%）のいずれかもしくは複数の方法により、ワークショップの結果を活用した

教育改善を行った。よって、目標値 80%に対して達成値は 98.3%であった。 

  

                                                        
7 「9＋9」までの整数のたし算、「18－9」までの整数のひき算、かけ算九九に関する小テストの平均正答率で測

定する。 
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(1-4-1) 診断テスト（既習事項確認テスト）の実施と教員の教育実践におけるテスト結果の活用

が、視学官が学校で実施する恒常的なモニタリングの対象として、業務分掌に係る指示書

に明記される 

 

 視学官の中核的な業務である教員の評価は、一義的に、カリキュラムに記載されている教育内

容や教育方法に基づいて教員が指導を行っているかどうかが基準となる。したがって、「初等算数

教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」がカリキュラムに統合されるということは、

基本的に視学官のモニタリングの対象となることを意味する。よって、少なくとも初等第 1・第

2 学年については、カリキュラムが求めている「教育モデル」に基づいた教育実践が行われてい

るかどうかが、視学官の確認事項に含まれることになる。今後、第 3学年以上についても、同様

の措置が取られることになる。 

 その他、2017/2019 年度の初めには、当時のMENFPESRS 大臣の指示により、視学官は所管学

区内の全ての学校について、各学校が新年度開始前に発出された省令に基づく措置を実行してい

るか確認をした。同省令には、既習事項確認テストの実施も含まれており、少なくともテストに

ついては既に明示的に視学官の所掌業務の一部となっている。 

 

(1-4-2) プロジェクト対象校全てにおいて、視学官による学校訪問を通じた通常の視学業務の中

で、少なくとも年 1回、上記モニタリングが行われる 

 

 2018 年 4 月に実施したエンドライン調査によれば、プロジェクト対象校（回答数 95）におけ

る、視学官による学校訪問を通じた視学業務の頻度は表 27のとおりであった。 

 

表 27：プロジェクト対象校への視学官の訪問頻度 

月2回以上 月1回 2カ月に1回 3-4カ月に1回 それ以下 一度も来ない 回答なし 

6.3% (6校) 9.5% (9校) 26.3% (25校) 15.8% (15校) 16.8% (16校) 4.2% (4校) 21.1% (20校) 

出所：エンドライン調査結果に基づきプロジェクトチームが作成 

 

 回答なしの 20校と「一度も来ない」の 4校を合わせて全体の 4分の 1の数に上る。一方、視学

官の数の減少に伴う負担増なども指摘されており、モロッコ国内における視学官制度の適切な運

用が求められる。 

 

 以上で述べた成果 1に係る各指標の到達度を一覧にまとめると表 28のとおりとなる。 

 

表 28：成果 1にかかる指標の到達度合い 

指標番号 目標値 達成値 到達度合い 

1-1-1 実施要領作成 作成済み 100% 

1-1-2 施策承認 承認済み 100% 

1-2-1 20点未満児童生徒割合半減 全テストで目標値を上回る減少 100% 

1-2-2 基礎的計算問題習熟度 85%以上 86.5% 100% 
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1-3-1 ワークショップ開催校 80%以上 61.1% 76% 

1-3-2 教育実践実施校 80%以上 98.3% 100% 

1-4-1 既習事項確認テスト実施とその結

果活用を視学官のモニタリング業

務分掌に明記 

既習事項確認テストは既に明記 

結果の活用は、1・2年はカリキュ

ラムへの統合により達成、3・4年

は今後達成見込み 

7割程度と

判断 

1-4-2 年 1回以上のモニタリング実施 一度も来ない、回答なしを合わせ

て 25.3% 

7割程度と

判断 

 

 以上より、仮に成果 1に係る全ての指標の平均値を取るとすれば、高い到達度の目安と設定さ

れている 80%を超えるので、成果 1の到達度合いは高いと判断される。 

 

【成果 2】 

教育のアクセス及び質における格差是正のための活動を推進する学校運営の仕組みが試行され、

採用される8 

 

＜指標と達成度＞ 

(2-1) PEEQの補助金支給契約対象の学校プロジェクト（PEEQ軸）のうち、少なくとも 90％の

プロジェクトにおいては、就学促進や学力向上にかかる計画された全ての活動が実施さ

れる 

 

 PEEQの第 1ラウンドで補助金を支給した 11の学校プロジェクトについては、1校を除くすべ

ての学校で、計画されたすべての活動が実行され目標が達成された。活動目標を達成した学校の

割合は約 91％であった。第 2ラウンドで補助金を支給した 29の学校プロジェクトについては、

全ての学校から活動報告書を受領し、計画された全ての活動が実施されたことを確認した。 

 

(2-2) 学校プロジェクト実践ガイドブック が、プロジェクト対象学校群内の小・中学校の全て

（プロジェクト対象校）に、教育省の公式な文書として共有される 

 

 DVS、CNEEO、DC等と共に、「公平で質の高い教育改革のための実践ガイドブック」を開発し、

2018年 7月、プロジェクトの対象学校群内 111校全校に配布した。本ガイドブックは、学校プロ

ジェクトの枠組みを用い、教育の質の向上や児童生徒の就学促進を図る教育活動を、学校レベル

で計画・実施・モニタリングすることを支援するため、PEEQ で紹介、導入されたさまざまな教

育学習活動の実施方法を網羅したものである。ガイドブックは以下の小冊子により構成されてい

る。 

① はじめに：この実践ガイドの使い方 

② 学校プロジェクトの計画・実施のための実践ガイド（年間活動計画を含む） 

                                                        
8 成果 1同様、施策が試行されるのは、各県 2つずつ選出された学校群内のプロジェクト対象校においてであ

り、試行された施策を採用するか否かを判断するのはMENFPESRSである。 
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③ 初等算数教育における基礎学力習熟のための教育モデル実践ガイド 

④ 授業のはじまり 5分間の計算練習：数字カードと暗算プリント活用ガイド 

⑤ 既習事項確認テスト実施及び結果活用ガイド 

⑥ 算数問題集活用ガイド 

⑦ 読書活動実践ガイド 

⑧ 課外活動実践ガイド 

⑨ 教育の重要性にかかる意識向上活動実践ガイド 

⑩ 小中学校連携実践ガイド 

付録：DVD（視聴覚資料を含む全教材） 

 

(2-3-1) プロジェクト対象校の 90％以上の校長が、学校運営に係る研修を受講する 

 

 2017 年 9 月に実施した学校運営に係る研修会に参加した校長は、プロジェクト対象校 111 校

（中学校及び小学校本校の数）のうち、91校で 82%であった。ただし、その時点で新任校長が任

命されていなかった学校が 5校あり、それを考慮すると 86%であった。90%の達成目標には至ら

なかったが、その後県教育局から情報や資料を提供してフォローアップを行った。 

 

(2-3-2) 校長が学校運営に係る研修を受講した学校のうち 90％以上で、教育の質とアクセスの改

善に資する年間活動計画（学校プロジェクト）が策定される 

 

 研修参加校 91校に対して、76校からの年間活動計画を受領した。その割合は、84%であった。

ただし、年間活動計画策定については、全学校の義務としてMENFPESRSからの通達によって指

示がなされているため、プロジェクトとして未受領の学校においても策定されている可能性があ

る。また、2018年 4月に実施したエンドライン調査結果では、「あなたの学校では、2017/2018年

度に年間活動計画を作成しましたか。」の質問に回答した 95校のうち、81校が年間活動計画を策

定したと回答し、その割合は 85%であった。 

 

(2-3-3) 上記年間活動計画を策定した学校のうち少なくとも 70％で、計画に照らし合わせて活動

目標が達成される。 

 

 2018年 4月に実施したエンドライン調査によれば、2017/2018年度がまだ終了していない段階

での見込みではあるが、「年度末（2018年 6月）には、年間活動目標を達成できそうですか。」の

質問に回答した 81校（年間活動計画を策定した全学校数）のうち、13校が「とてもあてはまる」、

53校が「あてはまる」と回答し、その割合はそれぞれ 16%、65%であった。両者を足せば 81%と

なり目標値が達成されたことになるが、単に「あてはまる」と回答した学校で、完全には活動目

標が達成されない可能性があることを考慮すれば、慎重な評価が必要となる。 

 

 以上で述べた成果 2に係る各指標の到達度を一覧にまとめると表 29のとおりとなる。 
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表 29：成果 2にかかる指標の到達度合い 

指標番号 目標値 達成値 到達度合い 

2-1 補助金支給プロジェクト 90%以上実

施 

第 1ラウンド 91% 

第 2ラウンド 100% 

100% 

2-2 ガイドブック対象校全校配布 配布済み 100% 

2-3-1 対象校 90%以上研修受講 82% 91% 

2-3-2 研修受講校 90%以上が活動計画策定 84% 93% 

2-3-3 計画策定校 70%以上で目標達成 目標達成可否の質問に「とても

あてはまる」16%、「あてはま

る」65%、計 81% 

100% 

 

 以上より、仮に成果 2に係る全ての指標の平均値を取るとすれば、高い到達度の目安と設定さ

れている 80%を超えるので、成果 2の到達度合いは高いと判断される。 

 

【成果 3】 

AREF内の他地域への施策継続及びMENFPESRSによる他 AREF展開の準備が整う9。 

 

＜指標と達成度＞ 

(3-1) AREFとMENFPESRSの計画が策定される 

 

 MENFPESRS の「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル全国普及計画」

が策定され、2018 年 6 月 25 日の JCC 会議において一部修正付帯条件付きで承認され、その後

JCC委員により修正項目が確認された。 

 2018年 8月 28日、MENFPESRSから「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育

モデル全国普及計画」の実施を関係各局に求める通達が発出され、その中で、各AREFが州年間

行動計画の中に同モデル普及の計画を含めるよう要請された。 

 2018年7月19日には同教育モデルに関する全国12州の代表を集めたワークショップが開催さ

れた。ワークショップの中で、MENFPESRS 次官は全 12 州の AREF 代表者らに対し、各州の年

間活動計画の中で同モデルの普及を図るよう指示した。 

 ただし、プロジェクト完了時点では、AREFの計画は未完成である。AREFの年間計画は、次期

会計年度が 2019年 1月から始まるのに合わせ、2018年 12月までに策定されることになる。 

 

(3-2) すべての州でプロジェクト伝達チームが組織される 

 

 PEEQ で導入された活動の普及のためには、PEEQ を実施あるいは普及するための特別の組織

を設置するのではなく、既存の行政組織を最大限活用することが効率的であるとの認識のもと、

2016年 10月の運営指導調査で「PEEQ事業普及のための暫定組織図」が合意された。今後とも同

                                                        
9 成果 3の「展開の準備が整う」とは、PEEQが導入した教育モデルについて、MENFPESRSによる全国普及計

画、各州AREFによる州普及計画が策定されるとともに、その計画を実施するための組織がAREF内で設置さ

れ、計画に沿った普及活動が実施されている状態のことを指す。 
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組織図に則り事業普及を行っていく。特に、AREF 並びに県教育局のそれぞれ教務課及び教務係

の重要性が認識されている。 

 また、「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」は、改訂カリキュラムに

統合されたかたちで普及されるので、視学官がカリキュラム改訂事項を伝達していく仕組みが適

用される。具体的には、全国で 62名の普及視学官が選出され、彼らが全視学官約 800名にカリキ

ュラム改訂事項を共有し、同視学官は全国の小学校で教員に対する指導を行うという流れが確立

した。 

 

(3-3) すべての州でプロジェクト伝達プロセスが実行される 

 

 MENFPESRSは 2017 年 12月 11日、プロジェクトの対象となっている 3つの州（カサブラン

カ・セタット、ラバト・サレ・ケニトラ、マラケシュ・サフィ）の中の全県（プロジェクト対象

県 8県の他に 23県、計 31県）を対象とした、PEEQ活動普及セミナーを開催した。参加者は、

中央・州・県レベルの行政官や視学官約 80名であった（「1-3 活動」参照）。こうした動きは、州

内の伝達プロセスの端緒である。 

 さらに、指標(3-2)の達成度の項で述べた 62名の普及視学官への研修は、7月 17日～20日に実

施され、そのうち 19 日は PEEQ の教育モデルに関するワークショップが行われた。これらの研

修内容は各州において全視学官に共有され、2018/2019年度の開始当初、2018年 9月 24日から 10

月 29日までの間に教員への指導が行われることが決定している。この流れは、2019/2020年度の

小学 3・4年のカリキュラム改訂、2020/2021年度の小学 5・6年のカリキュラム改訂に合わせ、向

後 3年間繰り返されることになっている。 

 以上のように「伝達プロセス」は着実に開始されたが、その歩みの多くはプロジェクト終了後

に継続して行われるものである。 

 

 以上で述べた成果 3に係る各指標の到達度を一覧にまとめると表 30のとおりとなる。 

 

表 30：成果 3にかかる指標の到達度合い 

指標番号 目標値 達成値 到達度合い 

3-1 AREFとMENFPESRSの 

普及計画策定 

MENFPESRS 完了 

AREF 未完了 

5割程度と

判断 

3-2 伝達チームの組織 完了 100% 

3-3 伝達プロセスの実行 着実に開始されるも 

実施の多くは案件終了後 

5割程度と

判断 

 

 以上より、仮に成果 3に係る全ての指標の平均値を取るとすれば、中程度の到達度の目安と設

定されている 50％から 80%の範囲にあてはまるので、成果 3 の到達度合いは中程度と判断され

る。 
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2-2 プロジェクト目標と指標 

【プロジェクト目標】 

国民教育・職業訓練・高等教育・科学研究省が、教育に係る格差の緩和に取り組む AREFを支援

する 

 

＜指標と達成度＞ 

MENFPESRSによるAREF支援のための参照枠組みが策定される 

 

 PDMにはプロジェクト目標の達成度を測る指標として、「MENFPESRSによるAREF支援のた

めの参照枠組みが策定される」こととなっている。ここでの「参照枠組み」は、PEEQ の教育モ

デルを全国的に普及することを指示するMENFPESRSの通達を意味する。その詳細は、実施体制

や予算措置を含め、「成果 3」として策定される普及計画に規定される。 

 一方、プロジェクト設計時より、この指標が具体的に何を意味するのかについて、十分明確に

されぬままプロジェクト終盤を迎えてしまった。プロジェクト目標プロジェクトモニタリングシ

ート第 5号（2017年 2月）及び第 6号（2017年 7月）には、この参照枠組みは「普及計画」を意

味するものであると記されている。その後、モロッコ側カウンターパート機関とプロジェクト専

門家チームとの協議、JICA 本部と専門家チームとの協議などを経て、2018 年 2 月のモロッコ側

プロジェクト責任者と日本側チーフアドバイザーとの会合の際に、上述のとおりMENFPESRSの

通達をもって、プロジェクト目標の達成度を測る指標とすることが確認された。 

 

 PEEQ による介入のうち、全国普及の対象となる教育モデルあるいは教育実践については、次

のような経緯で「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」とすることとな

った。本プロジェクトは当初、「質コンポーネント」と「エクイティ（アクセス）コンポーネント」

に分かれ、それぞれが別のアプローチを用いて学校への介入を行った。その後の PDM の改訂に

よって、両者を統一し、学校プロジェクトという枠組みを活用して、公平で質の高い教育を実現

するための学校運営の改善を支援することになった。そうした流れの中でMENFPESRSは、学校

プロジェクトの枠組みの中で実践できるさまざまな教育活動を例示しプロジェクト対象地域外へ

も普及（disséminer）する一方で、特に初等算数教育については、「基礎学力評価習熟のための教

育モデル」を確立して全国普及（généraliser）することを決定した。 

 これは、学校プロジェクトの運営に関する枠組みは既に確立されているとともに、その活動内

容は、各学校がそれぞれの現状に応じて計画することが求められているため、上意下達式に特定

の教育活動の実施を強制することは適切ではないためである。一方、PEEQ の介入の中で、特に

初等算数教育の教育モデルが確立され全国普及されることになったのは、プロジェクト実施の過

程で、最も集中的に支援が行われ、効果が証明できた領域だったからである。 

 

 こうした経緯を踏まえ、2018年 8月 28日、「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための

教育モデル全国普及計画」を実施するための通達が、MENFPESRS大臣より全国のAREF局長に

向けて発出された。さらに、改訂版カリキュラムの旧版と比した変更点を通知するための教育省

通達も、2018年 8月 28日に発出された。この中で、特に算数教育のカリキュラム改訂に係る文
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中で、「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」に関する説明がなされた。 

 

 以上により、設定された指標の達成度合いについては、「参照枠組み」として設定された通達が

実際に発出されたため 100%の達成度であると判断され、同指標のみに基づき判断すれば、プロ

ジェクト目標の達成度合いは高いと言える。ただしプロジェクト目標は、MENFPESRSが「教育

に係る格差の緩和に取り組む AREF を支援する」と設定されているので、「初等算数教育におけ

る基礎学力評価習熟のための教育モデル」に関するAREFの普及計画が完成していない現状では、

慎重な判断が求められる。 

 

 

3. PDM改訂の変遷 

1) PDM暫定版（ver. 0）から第 1版への改訂 

 プロジェクト設計のプロセスを通じ暫定版として策定され、2014年 5月にモロッコ側・日本側

の双方で署名された討議議事録（R/D）により合意された PDM ver. 0は、2014年 10月の「プロジ

ェクト概要書策定ワークショップ」の中で精査され、同年 12 月 4 日に開催された合同調整委員

会において第 1版（PDM ver. 1）として承認された。暫定版から第 1版への改訂事項とその理由

は、表 31に示すとおりである（PDM ver. 0および PDM ver. 1は別添資料参照）。 

 

表 31：PDM ver. 0からPDM ver. 1への改訂事項とその理由 

項目 PDM ver.0 PDM ver.1 改訂の理由 

活動1-1から 1-9ま

でに付いていたサ

ブタイトルの変更 

“Restoring basic academic skill”, 
“Pedagogical guidanc, “Facilitating 

learning organization” 

Exploration and diagnosis, 
Information, Development, On-the-

spot Guidance, Monitoring 

活動の内容面での区分よりも活

動手順に沿った区分の方が理解

をより容易にするため。 

活動1-9, 1-10の位

置の変更 

“1-9 Japanese experts conduct…”, 

“1-10 MENFP personnel 
facilitate…” 

“1-3 Japanese experts conduct…”, 

“1-4 MENFP personnel 
facilitate…” 

上記により活動の区分（サブタ

イトル）を変更した結果、旧 1-9

と1-10はプロジェクトの各ラウ

ンドの当初に行われる必要があ

るため。 

活動1-2, 2-2におい

て支援対象が学校

群であることを明

示 

Identify lower secondary schools 
that need interventions… 

Identify lower secondary schools 
and their affiliated primary schools 

(bassins scolaires) that need 
interventions… 

支援対象は中学校に限定されな

いため。 

旧 1-9（新 1-3）の

会合の対象に
AREF/CRMEF/Dele

gationを追加 

旧 1-10（新1-3）の

会合の対象に

CRMEFを追加 

1-9 Japanese experts conduct 
learning/briefing session for 

MENFP personnel 
1-10 MENFP personnel facilitate 

learning/briefing session for AREF/ 

Delegation 

1-3 Japanese experts conduct 
learning/briefing session for 

MENFP/AREF/ 
CRMEF/Delegation personnel 

1-4 MENFP personnel facilitate 

learning/briefing session for 

AREF/CRMEF/ Delegation 

教員養成機関である CRMEF 

(Centre régional des métiers de 

l'éducation et de la formation) は、

州レベルに置かれた機関である

が AREF の傘下ではなく、

MENFP の中央職員養成ユニッ

トの直轄であるため、AREF と

は別途列記する必要がある。ま

た、日本人専門家から中央政府

の職員、中央政府の職員から地

方（AREF, Delegation）の職員へ

の伝達というだけでなく、日本

人専門家から直接地方への伝達

を行う必要もあるため、1-3にも

地方の関係諸機関を列記した。 
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項目 PDM ver.0 PDM ver.1 改訂の理由 

職教員研修会の追

加 

記載なし 1-9 Japanese experts conduct 
training for the inspectors and 

CRMEF trainers 

1-10 The trained inspectors and 
CRMEF trainers conduct training 

for teachers with support of 
Japanese experts 

PDM Ver.0 では、視学官が通常

業務の一環として教授法等を紹

介することとなっていたが、そ

れのみでは十分な授業改善の効

果を期待することはできないと

判断されたため、事業計画の中

にも現職教員研修会の実施を盛

り込んだ。それを PDM上でも明

示するために、1-9, 1-10 を追記

した。 

活動2-1の
enrolment campaign

という表現の修正 

Study current practice of enrolment 

campaign and support for 

disadvantaged schools. 

Study current practice concerning 

students’ access to schools and 

retention and support for 
disadvantaged schools. 

アクセスコンポーネントにかか

る活動が就学キャンペーンに限

定されないため、学校へのアク

セス及び退学阻止と修正した。 

ベースライン調査

に関する活動の明

示 

記載なし 2-3 Carry out survey on current 

activities concerning access and 

retention in the selected lower 
secondary schools and its affiliated 

primary schools (bassins scolaires) 

2-1の現状把握の活動は、必ずし

も対象学校群のベースライン調

査の実施を表現していないた

め、調査を別途明示した。 

既存の仕組みを活

用した就学促進活

動の実施 

2-3 Hold orientation meeting for 
identified lower secondary schools 

and its affiliated primary schools to 

organize campaign teams 
2-4 The teams propose action 

plan… 

2-5 AREF provides grant to 
implement the plan 

2-6 The team / school implements 

the plan 

2-4 Hold orientation workshop for 
the identified lower secondary 

schools and its affiliated primary 

schools to develop and improve 
school project 

2-5 The schools propose school 

project… 
2-6 AREF provides grant to 

implement the school project 

2-7 The schools implement the 
school project 

着任後の調査により、アクセス

コンポーネントに関係した活動

として、既に国家政策の中に位

置づけられた「学校プロジェク

ト」という活動があり、それは学

校が母体となり「学校運営委員

会」および「学校支援協会」とい

った機関が計画・実施に関与し

ている。これらの事実から、新た

に「地域啓発チーム」という組織

を作り、就学促進のための計画

を立てるより、既存の仕組みに

則った支援のほうが効果的・効

率的であるとの結論に至った。

そのため、 campaign team は

school に、action plan（または

plan）は school projectに置き換え

た。 

評価指標の明確化 （上位目標の指標） 

Number of targeted schools in the 
extended areas 

（上位目標の指標） 

Number of targeted schools in the 
extended areas (Target value: 

XX % of all primary and lower 

secondary schools) 

目標の明確化と測定可能性の向

上のため（ただし到達目標値の

設定は2017年3月までに決定す

る）。 

評価指標の明確化 （成果 1の指標） 

Executing guidelines is developed 

Changes in repetition 
Changes in student scores in the 

identified areas that students do not 

perform well 
 

（成果1の指標） 

1-1 Executing guidelines is 

developed 
1-2 The repetition rate of students 

in targeted school (Target value: the 

repetition rate decreases to XX % in 
targeted primary school and to 

YY% in targeted lower secondary 

school) 
1-3 The percentage of students with 

a score greater than or equal to 5 
out of 10 in mathematics and 

science in the final examination of 

the sixth grade of primary school, 
and the percentage of students with 

a score greater than or equal to 10 

out of 20 in mathematics, physics, 
chemistry, biology, and earth 

science in the final examination of 

the third grade of lower secondary 
school (Target value: the 

percentage in targeted primary 

school increases by XX % and in 
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項目 PDM ver.0 PDM ver.1 改訂の理由 

targeted lower secondary school by 
XX% ) 

1-4 The students’ score in the 

mathematics and science test 
developed and implemented by 

PEEQ (Target value: the rate of 
increase in the students’ scores is 

XX% in targeted primary school 

and YY % in targeted lower 
secondary school) 

評価指標の明確化 （成果 2の指標） 

Executing guidelines is developed 
Changes in primary – junior 

secondary retention and girls 

enrolment) 

（成果2の指標） 

2-1 Executing guidelines is 
developed 

2-2 The rate of students dropped-

out (Target value: the rate of 
students dropped-out decreases by 

XX% in targeted primary school 

and by YY% in targeted lower 
secondary school) 

2-3 The girls enrolment rate in 

lower secondary school (Target 
value: the girls enrolment rate 

increased to XX % in targeted 

lower secondary school) 

目標の明確化と測定可能性の向

上のため（ただし到達目標値の

設定は2017年3月までに決定す

る）。 

評価指標の明確化 （成果 3の指標） 

Replication plan is developed 

Responsible person in charge has 
clear understandings what to do 

next 

（成果3の指標） 

3-1 The plan is developed by 

AREF and MENFP. 
3-2 A dissemination team of the 

project is organized in every region. 

3-3 The dissemination process of 
the project is implemented in all 

regions. 

目標の明確化と測定可能性の向

上のため（ただし到達目標値の

設定は2017年3月までに決定す

る）。 

外部条件の適正化 （成果の外部条件） 

MENFP and AREF Officers do not 

change 

（成果の外部条件） 

There is no significant change in the 

organizational structure of MENFP 

and AREF 

成果の外部条件については、公

務員の人事異動は必然的に起こ

り得るため外部条件とするに相

応しくないため、人事異動があ

ったとしても組織に蓄積された

記憶として事業継続が可能とな

るよう、組織機構の大幅な変更

がないことを外部条件とした。

前提条件としては、既に現在

PAMT は改訂中であるため、そ

の変更がないことを前提条件と

することはできず、それらで定

められた中心的な方向性に変更

がないことを前提条件とした。 

（前提条件） 

Moroccan education strategy / mid-
term plan PAMT (2013-2016) don’t 

change. 

（前提条件） 

The general principle of Moroccan 
education strategy / mid-term plan 

PAMT (2013-2016) does not 

change. 

 

2) PDM第 1版から第 2版への改訂 

 2016年 10月 12日から 22日まで、JICAの運営指導調査が実施され、プロジェクトの進捗状況

の確認及び今後の課題に係る協議が行われた。その中で、PDMの見直しも行われ、その改訂の方

向性について大筋でモロッコ側・日本側の双方が合意した。その後、JICA、モロッコ側カウンタ

ーパート、専門家チームの間での協議、手続きを経、2017年 10月 23日で PDM改訂に係る協議

議事録（M/M）が署名された。第 1 版から第 2 版への改訂事項とその理由は、表 32 に示すとお

りである（PDM ver. 1および PDM ver. 2は別添資料参照）。 
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表 32：PDM ver. 1からPDM ver. 2への改訂事項とその理由 

項目 PDM ver.1 PDM ver.2 改訂の理由 

カウンターパート

機関の名称変更 

（PDM内全箇所） 

Executing Bodes: Ministry of 

Education and Vocational Training 

(Ministère de l’Education Nationale 
et de la Formation Professionnelle: 

MENFP) 

Executing Bodes: Ministry of 

Education, Vocational Training, 

Higher Education and Scientific 
Research (Ministère de l’Education 

Nationale, de la Formation 

Professionnelle, de l’Enseignement 
Supérieur et de la Recherche 

Scientifique: MENFPESRS) 

カウンターパート機関の名称が

「国民教育・職業訓練省」から

「国民教育・職業訓練・高等教

育・科学研究省」へ、「県教育

支局（Délégation）」から「県

教育局（Direction 

Provinciale）」へ変更になった

ため。 MENFP MENFPESRS 

Delegation Direction Provinciale 

成果1 Measures to mitigate school 

disparities in learning achievement 

are tried out and set 

Measures to mitigate school 

disparities in learning achievement, 

composed mainly of diagnostic test, 
error analysis, preparation of lesson 

plans, learning support by the use of 

supplementary tools, and 
monitoring-support system, are 

tried out and set 

学力格差是正のための方法論を

より明確に PDM上で規定する

ため。 

成果 1の指標 1-1 Executing guidelines is 
developed  

 

1-2 The repetition rate of students in 
targeted school (Target value: the 

repetition rate decreases to XX % in 

targeted primary school and to 
YY% in targeted lower secondary 

school) 

 
1-3 The percentage of students with 

a score greater than or equal to 5 out 

of 10 in mathematics and science in 
the final examination of the sixth 

grade of primary school, and the 

percentage of students with a score 
greater than or equal to 10 out of 20 

in mathematics, physics, chemistry, 

biology, and earth science in the 
final examination of the third grade 

of lower secondary school (Target 

value: the percentage in targeted 
primary school increases by XX % 

and in targeted lower secondary 

school by XX% ) 
 

1-4 The students’ score in the 

mathematics and science test 
developed and implemented by 

PEEQ (Target value: the rate of 

increase in the students’ scores is 
XX% in targeted primary school 

and YY % in targeted lower 

secondary school) 

1-1-1 Executing guidelines is 
developed 

1-1-2 The measures to improve 

students’ learning achievement 
which has been introduced by 

PEEQ are adopted by the 

MENFPESRS. 
1-2-1 The effectiveness of the 

project intervention for improving 

students’ learning achievement is 
confirmed by means of diagnostic 

test executed under PEEQ. 

(Target value: the percentage of the 
students with a score less than 

20/100 decrease by half.) 

1-2-2 The “rate of mastery of basic 
calculation skills” reaches 85% or 

more for the students over 4th grade 

in the target primary schools of the 
PEEQ diagnostic test 2016. 

1-3-1 In 80% of the project target 

schools or more, a workshop for the 
improvement of education4 by the 

use of the diagnostic test results is 

carried out. 
1-3-2 The planned measures for 

education improvement are 

implemented in 80% or more of the 
schools where the above-mentioned 

workshop has been carried out. 

1-4-1 Execution of diagnostic test 
(prerequisite test) and utilization of 

its results in teachers’ teaching 

practices takes part in the subjects 

of regular monitoring and support 

that pedagogical inspectors carry 

out at school. 
1-4-2 The above mentioned 

monitoring is carried out at least 
once a year through an inspector’s 

school visit to every project target 

school. 

既定された成果を測る指標とし

て、より適切なものを設定する

ため。第1版で設定されてい

た、留年率の低下、修了試験で

の成績向上などは、プロジェク

トのインパクトとして将来的に

発現が期待されるものであり、

成果 1の指標としては適切性に

欠けていた。 

成果2 Measures to mitigate school 
disparities in enrolment are tried out 

and set 

School management mechanism to 
promote activities aiming at 

mitigating disparities in access to 

and quality of education is tried out 
and set 

教育の質と教育へのアクセスの

双方に関する介入を統合し、学

校運営の改善を支援することを

めざすことになったため。 

成果 2の指標 2-1 Executing guidelines is 

developed 
 

2-1 All the planned activities for the 

improvement of school enrolment 
and learning achievement are 

変更された成果 2の達成度を測

る指標として相応しいものに改
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項目 PDM ver.1 PDM ver.2 改訂の理由 

2-2 The rate of students dropped-
out (Target value: the rate of 

students dropped-out decreases by 

XX% in targeted primary school 
and by YY% in targeted lower 

secondary school) 
 

2-3 The girls registration rate in 

lower secondary school (Target 
value: the girls registration rate 

increased to XX % in targeted 

lower secondary school) 

carried out in at least 90% of school 
projects under the contract for   

PEEQ’s grant provision (PEEQ 

Axis). 
 

2-2 A manual of school project 
implementation5 is shared, as a 

MENFPESRS’s official document, 

by all the primary and lower 
secondary schools within the 

project target school areas (i.e. 

project target schools). 
 

2-3-1 90% of headmasters or more 

of the project target schools receive 
training on school management. 

 

2-3-2 At 90% of schools or more of 
which the headmasters have 

received training on school 

management, an annual action plan 
(school project) to improve the 

quality of and the access to 

education is developed. 
 

2-3-3 At 70% of schools or more in 

which the above mentioned annual 
action plan has been developed, the 

objectives are achieved by reference 

to the plan. 

訂された。 

成果 1の指標の入

手手段の追加 

Project Monitoring Sheet 
 

Project Monitoring Sheet 
Prerequisite evaluation’s report 

Diagnostic test 
Quiz 

Questionnaire 

Inspectors monitoring report to the 
Direction Provinciale 

成果指標の変更に伴い、適切な

入手手段を記載した。 

成果 2の指標の入

手手段の追加 

Project Monitoring Sheet 

 

Report of school submitted to the 

Direction Provinciale 

Project Monitoring Sheet 
Action Plan of school submitted to 

the Direction Provinciale 

活動3-2, 3-4の削除 活動3-2 AREF revises TOR of 

related personnel to implement 

PEEQ activities 

削除 

（連動して活動番号の繰り上

げ） 

現行の行政組織、行政官の業務

所掌を尊重してプロジェクトの

執行をする方が効率的であると

判断されたため。 活動3-4 MENFP revises TOR of 

related personnel to implement 
PEEQ activities 

削除 

（連動して活動番号の繰り上

げ） 

 

 

4. その他 

4-1 環境社会配慮の実績 

該当なし 

 

4-2 ジェンダー・平和構築・貧困削減に対する配慮の実績 

 公平な教育の振興をめざした本プロジェクトにおいて、就学に関する性格差の低減は重要な目

標の一つであった。プロジェクトは、教育の質と教育へのアクセスに関する格差低減という二つ

の面から教育改善にアプローチし、特に女子の中途退学リスクを軽減するとともに中学への進学
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を推進することで、女子就学率の改善をめざした。そのため、プロジェクト対象地（あらかじめ

設定されていた対象州の中での県教育局および学校群）の選定プロセスにおいて、児童生徒数の

ジェンダー格差指標を採用し、女子の就学に課題が大きい学校群を選定して支援を行った。 

 

 プロジェクトの対象となった学校群や個別の学校において、女子の就学状況やその阻害要因に

ついての調査を複数回にわたり（2015年 6月、2015年 9月～11月、2016年 10月）行ったとこ

ろ、次のような実情が明らかになった。 

 児童生徒数の男女比は、女子の割合が中学校では 42%、小学校では 45%であった（第 1 ラ

ウンド（2014年 9月～）におけるプロジェクト対象校）。学校群ごとの小学校女子児童の割

合は 44%～48%と群ごとの差は小さいが、小学校ごとのデータを確認すると、女子の割合が

40%に満たない分校があるなど、学校間の格差が大きいことが判明した。 

 女子生徒の割合が少ない中学校訪問の際、女子の中学進学を阻む要因として、1）通学距離

（寄宿舎の不足・通学バスの不在・治安上の問題）、2）家庭の貧困（学費が支払えない）、3）

生徒の学力不足、4）保護者の意識（男女交際への不安・早婚）が言及された。 

- 女子の中学校進学を妨げている根本的な要因は、学校が遠く、交通手段がないことと、

家庭の経済的理由の 2つに集約することができるものの、同様の条件下でも就学してい

る児童としていない児童とがいることから、「家族の教育に対する考え方、ジェンダー・

社会規範と教育の間の優先順位」が影響している。 

- 意識が高い保護者は、寄宿舎に子どもを入れられない場合は、女子生徒であっても下宿

させて進学させるが、保護者によってはその選択しない者もいる。 

- 成績が悪いと学校を辞めさせる傾向にある。 

 小学校修了試験を合格したにも関わらず中学校に進学しない生徒（教育省MASSARデータ

によると進学率は介入校 88.34％、対象州全体 89.53％）については、学校関係者の認識で

は、社会文化的要因よりも交通手段や寄宿舎の不足などの物理的なアクセスを問題とする場

合が多い。ただし、性別にかかわらず、家庭内労働や就業が非就学の理由と考えられている

地域もあった。 

 近年設立された中学校 2校の例から、中学校設立直後は女子就学者の割合が少なく、徐々に

増加する傾向が確認された。現在、モロッコでは中等教育へのアクセス増加期にあり、農村

部においても女子就学の過渡期にあると言える。 

 トイレの不足に言及した学校もあった。思春期を迎える小学生高学年・中学生女子にとって

清潔なトイレを整備することも、就学率向上の重要な要素である可能性がある。 

 

 女子就学の制約条件に関する調査の結果を踏まえて、学校プロジェクトPEEQ軸の活動として、

いくつかの学校で女子就学を促進するための活動が行われ、PEEQ プロジェクトは、それらの活

動の実施を技術面、資金面から支援した。特に、公平な就学機会の保障という視点から、脆弱性

の高い女子の就学促進に焦点を当てた活動として、人権についての啓発活動や、社会で活躍する

女性のロールモデルとの交流、中途退学した女子への再入学を促す働きかけなどが含まれた。 
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 それらの女子就学促進活動の成果と、そこから得られた教訓に係る調査を、2018年 1月に実施

した。調査結果は、エンドライン調査報告書の一部として取りまとめられた。なお、調査から得

られた重要な教訓としては、の 4つが導き出された。 

 保護者やコミュニティの巻き込みの必要性 

 活動の効果を上げるために必要な教員や児童生徒によるディスカッションの重要性 

 生徒の自己肯定感の醸成につながる創造的な活動の重要性 

 目的意識を明確にした計画的な取り組みの必要性  
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III. 合同レビュー結果 

1. DAC評価項目によるレビュー結果 

(1) 妥当性 

【開発政策との整合性】 

 プロジェクト設計時には、本プロジェクトはMENFP（当時）の中期開発計計画（PAMT 2013-

2016）に沿うものであるという位置づけで設計されたが、開始時には既に PAMTの見直し作業が

始まっていた。PAMTの見直し後、MENFPの 2015～2018年の優先施策（Mesures Prioritaires 2015-

2018）が策定され、全部で 19の優先的に取り組むべき施策が特定された。 

 教育の質と公平性の改善を通じて教育格差の低減をめざす PEEQは、それらの方向性と一致し

ており、特に、優先施策のうち以下の施策 1、2、15、17との関連性が高いことが、2015年 9月

11日のプロジェクト運営委員会において確認された。それぞれの施策に関する責任部局と、期待

される成果のうち、PEEQと関連性が特に高いと位置づけられたものは以下のとおりである。 

［施策 1．小学校の最初の 4学年の新しい教育課程］（カリキュラム局） 

成果 2： 新しい効率的な教育活動の開発 

成果 3： 教師への教授法指導の徹底 

成果 4： 小学 4年修了前までの、読み書き、算数、理科おける児童の学習成果の改善 

［施策 2．各教育段階の修了基準］（戦略統計計画局） 

成果 1： 次の教育段階で成功するための基礎学力の習得 

成果 2： 主な教科で困難を抱える児童生徒の特定と支援 

成果 5： 教師の指導能力強化と、評価、追加支援、情報システム活用にかかる教務管理

能力の強化 

［施策 15.活動を通じた支援と研修］（国立教育イノベーション研究センター） 

成果 1： 教員支援実施制度の開発 

［施策 17.学校運営］（技術教育学校生活局） 

成果 1： 学校運営機関及び運営支援機関の権限、役割および機能の強化 

成果 3： 校長のマネジメント能力改善 

成果 4： 学校プロジェクトの制度開発と実施 

 

 そして2015年9月、教育訓練科学研究上級評議会（Conseil Supérieur de l’Education, de la Formation 

et de la Recherche Scientifique）により、「公平で質が高く発展に資する学校をめざして 改革の戦略

的ビジョン 2015 年～2030 年（Pour une Ecole de l’Equité, de la Qualité et de la Promotion : Vision 

Stratégique de la Réforme 2015-2030）」が、長期的な国家戦略として発表された。また、それを実現

するための 16の統合プロジェクトも策定された（表 33参照）。2017年 2月 21日に行われた合同

調整委員会（JCC）第 5回会議では、PEEQとそれら統合プロジェクトの関係性についての検証が

なされ、第 2、7、8、9、10との整合性が高いことが、MENFPESRSにより確認された。 
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表 33：戦略的ビジョン 2015-2030統合プロジェクト一覧 

介入領域 統合プロジェクト 

1. 機会の公平と平等 1. 学校教育提供の振興と多様化 

2. 農村及び都市周辺部、貧困地域での就学促進 

3. 障害や特別なニーズを持った児童への就学保障 

4. 補足教育の確保とノンフォーマル教育の有効性の改善 

5. 教育訓練機関の総合的な補修 

6. 私学振興と多様化 

2. 教育訓練の質の向上 7. 教育モデルの開発 

8. 教育訓練従事者に係る改革とキャリアパス管理の推進 

9. 学校内での教育的活動の推進 

10. 評価・試験・進路指導システムの刷新 

11. 就学全教育の推進と普及の加速化 

12. 学校への情報通信技術の統合 

3. ガバナンスと動員 13. 人材管理の推進 

14. ガバナンスの発展と契約方式の制度化 

15. モロッコの学校を取り巻く関係者とパートナーの動員 

16. 教育訓練の情報システムの強化 

 

 以上のように、PEEQがモロッコ国の教育開発政策と整合性が高いプロジェクトであることは、

事業実施中に繰り返し確認され、上記戦略的ビジョンは 2030年まで有効な政策であることから、

プロジェクト完了時においても、引き続き開発政策との整合性が高いと言うことができる。 

 

【開発ニーズとの整合性】 

 プロジェクト設計時に作成された事業事前評価表によれば、本プロジェクトの実施に係る開発

ニーズとして、特に前期中等教育のアクセス及び質における下記のような課題が指摘されていた。 

 前期中等教育普及の遅れ：純就学率 53.9%(2012年) 

 前期中等教育の都市部－農村部の格差（特に女子）：都市部女子の純就学率 78.7％に対し農

村部は 23.6％（2011/12） 

 前期中等教育の留年率、退学率の高さ：留年率 16.0%・退学率 10.4%（2011/12） 

 学力の低さ：国際数学・理科教育調査（TIMSS）の 2011年の結果（中学 2年生）： 

42カ国中、数学は 40位、理科は 41位 

 

 これらの課題は中学校教育への介入のみで解決されるものではなく、中学へ生徒を送り込む小

学校レベルからの教育改善が必要であるという考えに基づき、学校群（中学校と中学校区内の小

学校全体）を支援の対象とした。 

 プロジェクトの対象は、あらかじめ選定された州の中で、統計的な指標を用いて、教育の質と

アクセスの面から最も困難な 2つの県、及びその県内で最も困難な 2つの学校群が選ばれた。教

育格差の是正をめざしたプロジェクトとして、最も困難なターゲットを選定したことは、開発ニ

ーズとの整合性という意味から、適切であったと言うことができる。 

 さらに、プロジェクト活動の一部として、PEEQでは 2015年 3月と 2016年 9月・10月に、支

援対象校で診断テスト行った。2016年に実施したテストの、小学 3年算数、小学 5年算数、中学

1年数学、小学 5年理科の平均正答率は、それぞれ 39.5%、39.5%、31.9%、50.0%であり、全ての
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問題が、児童生徒の属する学年より 1つ前の学年までの既習事項であることを考えれば、学力向

上の必要性が極めて高いことが分かる。さらに、問題の内容の学習学年別に分析した結果を見る

と、例えばテストを受けた小学校 5年生の、小学 1年の学習内容の問題の平均正答率は 81.4%、

小学 2 年の学習内容の問題の平均正答率は 52.8%で、テスト問題の内容の学習学年が上がるごと

に正答率は低下している。この診断テストを通じて、小学校の低学年で基礎学力の習熟につまず

いた児童生徒が、その後の学習で困難さが積み上がっていく様子が確認できた。こうしたことか

ら、基礎学力向上の緊急性は極めて高く、教育分野の開発ニーズに合致したプロジェクトであっ

たと判断できる。 

 

 以上から、本プロジェクトの「妥当性」は高いと判断される。 

 

 

(2) 有効性 

 有効性は、プロジェクト実施の結果としてプロジェクト目標が達成されたかをもって測ること

になっている。本プロジェクトの目標は「国民教育・職業訓練・高等教育・科学研究省が、教育

に係る格差の緩和に取り組む AREF を支援する」であり、その達成度を測るための指標は

「MENFPESRSによるAREF支援のための参照枠組みが策定される」である。ここでの「参照枠

組み」は、PEEQ が導入した教育モデル（初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育

モデル）の全国的な普及を指示するMENFPESRSの通達を意味することが、2018年 2月 23日の

モロッコ側プロジェクト責任者と日本側専門家チームリーダーとの協議で確認され、その後 JICA

の合意も得ている。そして当該通達は、2018年 8月 28日付で発出された。 

 次に、そのプロジェクト目標の達成が、プロジェクトが産出した成果に起因するものであるか

を確認するため、PDMで設定された成果の達成状況を確認する。第 2章「2-1 成果と指標」で確

認したとおり、以下の 3つの成果の達成度合いは、成果 1 と成果 2 が「高い」、成果 3が「中程

度」であった。 

 

 成果 1：生徒の学習到達度の格差是正のための措置（主に診断テスト、誤答分析、授業案改

善、補助教材を活用した生徒の学習支援、モニタリング体制からなる）が試行され、採用さ

れる 

 成果 2：教育のアクセス及び質における格差是正のための活動を推進する学校運営の仕組み

が試行され、採用される。 

 成果 3：AREF内の他地域への施策継続及びMENFPによる他AREF展開の準備が整う。 

 

 とりわけ、成果 3のうち、AREFによる州普及計画の策定が完了しておらず、伝達プロセスも

開始されたばかりであることから、「AREF内の他地域への施策継続の準備が整う」という重要な

成果が未達成である。AREF レベルでの普及計画は、プロジェクト実施期間中には策定が始まっ

たところで、プロジェクト完了直後の 2018年 9月から 12月に最終化されることになっている。 

 このように、成果の一部が未完了であっても、プロジェクト目標を測るための指標が達成され

たように見えるのには、次のような理由が考えられる。プロジェクト設計の段階では、プロジェ
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クト対象の各州の計画ができた上で、それらを支持するものとして全国普及計画が策定されると

いうプロセスが想定されていた。それは、活動 (3-1) が州の計画策定、活動 (3-2) が国の計画策

定と定められていることから類推できる。しかしながら、プロジェクト実施の過程において、ま

ずは国の全国普及計画が策定されることが先決であり、それに基づき各州が州内の普及計画を立

てるという手順の方が、現実に適合していることが判明した。したがって、プロジェクト目標で

あるところの参照枠組みができた次段階として、成果 3の中に含まれている州の計画策定が始ま

ったのである。このように、プロジェクト目標の達成がプロジェクト完了間際であったため、そ

れに続くところの州普及計画の策定は完了していないという状況が発生した。 

 よって、プロジェクト目標達成の指標とされた「参照枠組み」としての省通達が発出されたと

しても、その実効性を保証するためには、今後、各州における詳細な行動計画が策定され実行さ

れることが重要であるという点に留意が必要である。 

 

 なお、本プロジェクトは日本国の円借款「基礎教育セクター支援事業」（教育セクタープログラ

ムローンと中学校建設を組み合わせたハイブリッド型円借款）との相乗効果が期待されていた。

しかしながら、円借款により建設された中学校が本プロジェクトの対象校となったのではなく、

プログラムローンで貸与された予算が直接PEEQプロジェクトの実施や普及に投入された訳では

ないので、相乗効果というよりむしろ、相互補完効果ではなかったかと思われる。すなわち、本

プロジェクトでは中学校への就学促進という課題に対し、学内での教育活動を通じて児童生徒の

自己肯定感・自己有用感を高めて就学意欲を強化するというアプローチを用いたのに対し、円借

款での中学校建設により物理的な学校不足を解消することにより就学を促進することができた。

また、プログラムローンのトリガーアクションのひとつとして「学校プロジェクト」の制度づく

りが設定されていたが、できあがった制度を活用して具体的な活動の実例を示す必要があったた

め、本プロジェクトは、学校プロジェクト PEEQ軸としてさまざまな教育活動の事例づくりを支

援した。このように、本プロジェクトと円借款「基礎教育セクター支援事業」との間には相互補

完効果があったと認められる。 

 

 以上から、プロジェクト目標を達成したと判断するには、中央レベルの枠組みの実効性を保証

するための州レベルの計画が十分に策定されておらず、本プロジェクトの有効性は中程度であっ

た。 

 

 

(3) 効率性 

【事業費】 

 事前評価表に示された事業費の計画と事業期間に投入された事業費の実績を比較し、事業費が

計画以内であったかを検証する。 

 

 計画：約 430百万円（事前評価表に示された「総事業費（日本側）」） 

 実績：約 429百万円（第 2章「1-1日本側の投入」より、(1) 日本側投入額、(4) 機材供与、(5) 

在外事業強化費の合計額） 



モロッコ国公平な教育振興プロジェクト 業務完了報告書 

67 

 

 以上のように、事業費はほぼ計画以内であった。 

 

【事業期間】 

 事前評価表に示された事業期間の計画と実際に事業が実施された期間（実績）を比較し、事業

期間が計画以内であったかを検証する。 

 

計画：2014年 9月～2018年 8月（計 48カ月） 

実績：2014年 9月～2018年 8月（計 48カ月） 

 

 以上のように、事業期間は計画どおりであった。 

 

【因果関係】 

 成果を産出するために必要な活動、適時・適切な量・質の投入であったかを検証する。 

 

 有効性の項で確認したように、成果 3のうち、州レベルの普及計画が未策定で普及活動が具体

的に開始されたとは言えないことから、ほぼ計画どおりの事業費と事業期間を費やしたものの、

成果が計画どおりに産出されなかったため、プロジェクト運営の効率性に問題があったと言わざ

るを得ない。 

 では、活動や投入が成果にどれだけ効率的に転換されたかを検証すると、その結果は次のとお

りである。 

 プロジェクトで実施された、あるいはされる予定であった活動は、期待された成果の産出のた

めの手段として論理的に配置されており、適切であったと考える。それでは、なぜ計画された事

業期間内に完了できなかったのかについて、考えられる主な要因は以下のとおりである。 

 

 普及モデルの確立に事業終了間際まで費やしたこと： 

 2016年 10月の運営指導調査では、普及モデルの有効性の評価を 2017年 8月までに終え、同年

9 月には普及戦略の策定をめざすことが合意された。しかし一方で、普及する教育モデルの確立

と有効性の検証を優先させ、拙速な拡大は避けるべきだという認識も、日本側、モロッコ側で共

有された。そうした背景から、児童の学習改善により効果的な介入をめざし、2017年 9月から新

たな習熟活動の導入を初め、普及モデルについて当事者間で合意ができたのは 2017年 12月、そ

の評価を最終的に行ったのは 2018年 4月であった。モデル確立から約半年の間で、国・州の普及

計画を作り上げることができるという見込みは、モロッコ側と日本側とが協力し合いながら手続

きを一歩ずつ進めていかなければならないという現実を踏まえれば、楽観的過ぎたと言わざるを

得ない。 

 

 外部要因による普及の遅れ： 

 第 3章「2. プロジェクトの実施と成果に影響を及ぼした主要因」でも後述するが、効率的なプ

ロジェクト実施を妨げるいくつかの外部要因があった。そこに含まれるものとしては、2016年の

記録的な旱魃に起因する財政逼迫、年金制度改革をきっかけとする大量の教員の早期退職にとも
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なう、臨時教員採用のための教育予算の振り向け、省の最高責任者の不在期間における重要決定

事項の敬遠などがある。 

 

 以上から、費やした事業費と事業期間は計画内に収まったが、期待された成果が一部未達成で

あることから、成果を全て産出するためには計画を上回る投入が必要であったと判断されるため、

本プロジェクトの効率性は中程度である。 

 

(4) インパクト 

 プロジェクトがもたらすインパクトについては、プロジェクト完了時点では、主に「上位目標」

の達成度合いを予測するに留めることとされている。 

 本プロジェクトの上位目標は、「PEEQの活動（域内教育格差を緩和する施策）が対象AREF内

の他の学校およびモロッコ国内他州にて展開される」であり、その指標と目標値は「拡大地域に

おける対象校の割合（目標値：2020/2021年度に全国の小学校の 100%）」である。既に小学 1・2

年の算数のカリキュラムが改訂され、そこに基礎学力評価習熟のための教育モデルが統合されて

おり、小学 3年以上のカリキュラムについても、2020/2021年度からの全学年での施行に向けて改

訂が進められる。したがって、予定どおりカリキュラム・教科書改訂が進むとともに、「(2) 有効

性」の項で述べたマイナス要因である州普及計画の未策定問題が解消され、策定された州計画に

従い指導や教育実践が行われることを前提とすれば、上位目標達成の見込みは高いと考えられる。 

 詳細は「IV. プロジェクト終了後の上位目標達成に向けて」で説明している。 

 

 一方、プロジェクトによる介入の児童生徒の学力や就学に対するインパクトを検証するために、

2017年 11～12月にMASSARから収集したデータを、プロジェクト開始前のもの、さらにはプロ

ジェクトの介入を行っていない学校のものと統計的に比較して分析する「インパクト評価」を行

った。その結果、表 34が示しているとおり、小学校の修了試験の点数を指標として用いた場合に

は、介入の正の効果を統計的有意に示すことはできなかったが、表 35が示すように、小学校から

中学校への進学率を指標として用いた場合には、統計的に有意な正の効果を確認することができ

た。 

 

表 34：平均値の比較（小学修了試験（算数）の点数） 

  
 

N 比較群介入群 差 N 比較群介入群

-0.168          0.382          0.550

(0.270)          (0.267)          (0.349)

0.314          0.136          -0.179

(0.278) (0.246)          (0.317)

テスト
スコア

2013/14年 2016/17年 差の差

(介入効果)差

注：Nはサンプルサイズを示す。括弧内には学校レベルのクラスター頑健標準誤差が示されている。***、

**、*はそれぞれ1%、5%、10%水準での統計的有意差を示す。

5.164

比較群②
との比較

5515 3.900 4.214 5254 5.029 5.164

比較群①
との比較

5655 4.383 4.214 5791 4.782
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表 35：平均値の比較（小学校から中学校への進学率） 

 

 

 一方、プロジェクトの介入が直接影響を及ぼすことのできる学力を、MASSARから取得できる

修了試験の結果から測定することは難しいのが現実である。基礎学力の習熟を中心とする介入が

修了試験の結果に影響を与えるには、その間にいくつもの段階を踏んでいかなければならないか

らである。したがって、2018年 4月に実施したエンドライン調査において、プロジェクトで策定

した「算数基礎学力テスト」をプロジェクト対象校及び非対象校で実施し、インパクトを検証し

た。その結果、表 36に示すとおり、PEEQの介入による統計的に有意な正の効果を確認すること

ができた（詳細は『モロッコ国公平な教育振興プロジェクト エンドライン報告書』を参照）。 

 

表 36：平均値の差の比較（算数基礎学力テスト） 

変数 児童数 比較群 介入群 差 標準化効果量 

基礎計算力 

4年生 2,516 15.72 24.88 
9.16 *** 

1.10 
(0.87)  

6年生 2,290 21.16 27.49 
6.33 *** 

0.77 
(1.07)   

整数の筆算 

4年生 2,516 2.43 3.60 
1.17 *** 

0.59 
(0.23)  

6年生 2,290 4.47 4.86 
0.39 ** 

0.22 
(0.19)   

出所：PEEQで実施したテスト結果に基づきプロジェクトチーム作成 

 

 以上より、州普及計画が未策定であるという現状に基づき判断すると、見込まれるインパクト

は「やや高い」というレベルにとどまるが、上述した条件が満たされれば、本プロジェクトは高

い正のインパクト発現の可能性がある。 

 

(5) 持続性 

【政策・制度面】 

 上記「(1) 妥当性【開発政策との整合性】」で述べたとおり、MENFPESRSは本プロジェクトを、

モロッコ国の長期的な国家戦略である「公平で質が高く発展に資する学校をめざして 改革の戦

略的ビジョン2015年～2030年」との整合性が極めて高いプロジェクトであると位置付けている。

この戦略的ビジョンは題名のとおり 2030 年までの政策を定めたものであるため、プロジェクト

N 比較群介入群 差 N 比較群介入群

-0.017          0.046 *          0.064 **

(0.017)          (0.027)          (0.029)

0.010          0.034          0.024

(0.018)                  (0.028)                  (0.025)

注：Nはサンプルサイズを示す。括弧内には学校レベルのクラスター頑健標準誤差が示されている。***、

**、*はそれぞれ1%、5%、10%水準での統計的有意差を示す。

0.7856 0.8321

比較群②
との比較

5612 0.8542 0.8642 5542 0.7985 0.8321

比較群①
との比較

5751 0.8814 0.8642 6054

進学率
2013/14年 2016/17年 差の差

(介入効果)差
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終了後も、PEEQ が導入した「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」の

普及に対する政策的な裏付けは持続するものと見て間違いない。 

 また、教育モデルが改訂版カリキュラムに統合されることにより、当該カリキュラムの有効期

間中を通じて、モロッコ全国の公立小学校でそれらが実施されることになり、制度面での持続性

も保障される可能性が極めて高い。 

 一方、現職教員の能力強化の仕組みが脆弱であることは、モロッコ国における教育制度の大き

な課題である。現状では、個々の視学官の資質や意識の高さに左右される度合いが大きいことか

ら、更なる制度上の強化が求められる。 

 

【実施機関の体制】 

 本プロジェクトでは、中央のMENFPESRSレベルにおいて、国際協力事業のフォーカルポイン

トである戦略統計計画局（DSSP）が責任機関となり、関係各局を調整して事業を推進するという

体制が敷かれていた。関係各局とは、国立評価試験進路指導センター（CNEEO）、カリキュラム

局（DC）、学校生活局（DVS）、総務予算資産局（DAGBP）、国立教育イノベーション研究センタ

ー（CNIPE）、中央職員研修ユニット（UCFC）、ノンフォーマル教育局（DENF）、情報システム局

（DSI）など、極めて多岐にわたっている。それぞれが何らかの形で、プロジェクト終了後も教育

モデルの普及に関与する可能性があり、主なものだけでも次のように挙げられる。カリキュラム

への統合を通じて普及が推進されるという観点からDCが果たす役割は大きいが、既習事項確認

テストの普及並びに更新は CNEEO が中心にならなければならないし、学校レベルで教育モデル

を実現するために活用される学校プロジェクトの担当局はDVSである。省内で、それらの間を調

整し、普及計画の実施モニタリングを行う責任機関は、教務総局（Pôle pédagogique）であること

が 2018年 6月 25日の JCCにて確認された。 

 一方、州および県レベル、すなわちAREFや県教育局の体制は公式には確立されている。教育

モデルを普及するための担当部署は、AREFでは教務課（Division des affaires pédagogiques）であ

り、県教育局では教務係（Service des affaires pédagogiques）である。各学校への指導並びにモニタ

リングは、学区を担当する視学官が学区内の各学校を巡回して行う。ただし、視学官は県教育長

と契約関係にあり、県教育局長に対して説明責任を負っている。すなわち、県内の教育行政のす

べての責任者である県教育局長の指示のもと、教務課長が計画づくりや進捗管理の職務を担い、

視学官が学校現場を訪れる実働部隊として働くという体制である。 

 ただし、体制は確立されていても、その実効性に課題が残されているのは事実であるから、上

述した現職教員の能力強化の仕組みの件とも関連し、視学官の意識改革を働きかけていかなけれ

ばならない。 

 

【実施機関の技術】 

 とはいえ、モロッコの教育制度の中で、技術的な専門性を備えた主な人材は視学官である。彼

らの専門性は高く、プロジェクト実施期間中も、日本人専門家は多くの視学官とともに作業を行

った。今後普及される「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」の構築に

も、彼ら視学官が携わっており、それに従事した視学官が教育モデルの普及に努める役割も果た

すならば、彼らの技術レベルに大きな不安材料はない。 

 ただし、それらの視学官はMENFPESRSに常駐している訳ではなく、普段はモロッコ国内のさ
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まざまな場所で視学業務を行っており、必要なときにその都度招聘されている。したがって、

PEEQに従事した視学官を今後も効果的に活用できるかどうかが、「実施機関の技術」という観点

から見た鍵となる。 

 

【実施機関の財務】 

 「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル全国普及計画」には、財務計画

も含まれており、MENFPESRSの財務担当の幹部からも、省の公式な決定さえあれば、十分に負

担しうる金額であるとの保証を得ている。実際に、普及に際して必要となる支出を極力抑制する

ための工夫（教科書に必要な要素を埋め込むなど）を施したうえでの財務計画となっており、も

し普及計画がそのとおりに実施されるならば、実施機関の財務上の不安材料は大きくない。 

 

 以上より、制度面や実施機関の体制についての不確定要素が残っているため、現時点における

持続性に関する評価は、中程度と判断せざるを得ないと思われる。 
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2. プロジェクトの実施と成果に影響を及ぼした主要因 

 計画策定やプロジェクト開始の段階で想定されたリスクや課題、及びその対応策、そしてその

後のプロジェクト実施段階におけるリスク管理の結果を基に、プロジェクトに負の影響を及ぼし

た事項について、その主要な要因とともに記載する。 

 

1) 国の教育戦略の改訂 

 内容面での大幅な変更が行われた訳ではないので、プロジェクトの実施に大きな負の影響を与

えたとは言えないが、プロジェクトが依拠するところの国の教育戦略が、度々変更になったのは

事実であった。 

 プロジェクト設計時には、本プロジェクトはMENFP（当時）の中期開発計計画（PAMT 2013-

2016）に沿うものであるという位置づけで設計されたが、開始時には既に PAMTの見直し作業が

始まっていた。PAMTの見直し後、MENFPの 2015～2018年の優先施策（Mesures Prioritaires 2015-

2018）が策定され、全部で 19の優先的に取り組むべき施策が特定された。 

 そして2015年9月、教育訓練科学研究上級評議会（Conseil Supérieur de l’Education, de la Formation 

et de la Recherche Scientifique）により、「公平で質が高く発展に資する学校をめざして 改革の戦略

的ビジョン 2015 年～2030 年（Pour une Ecole de l’Equité, de la Qualité et de la Promotion : Vision 

Stratégique de la Réforme 2015-2030）」が、長期的な国家戦略として発表された。また、それを実現

するための 16の統合プロジェクトも策定された。 

 このように、モロッコ国内の教育改革に対する積極的な取り組みの中で、PEEQ は依拠する計

画文書が度々変更となったため、その都度、PEEQ と政策との関係性を確認し直す必要があり、

事業実施の推進力が削がれるという意味で、効率性の面で多少の課題があったことは否定できな

い。 

 

2) 現職教員研修制度の脆弱さ 

 モロッコにおける現職教員研修制度の脆弱さは、教育改善を支援する PEEQプロジェクトの実

施及びその成果の普及を考える上で、重要な課題として認識されていた。すなわち、PEEQ で行

われる介入に教育の質と公平性の改善に対する効果が確認できたとして、それを継続的に定着さ

せ、プロジェクトの活動の中で指導を受けた教員以外に、どのようにその方法論を伝達していく

ことができるかを、十分に検討する必要があった。 

 現状において、現職教員に対する能力向上の仕組みの中核は、学区を担当する視学官が学校を

個別に訪問し、その際にその学校の教員を指導するというものである。その他、日本政府の円借

款「モロッコ国基礎教育セクター支援事業」でも支援をした、教員養成機関（CRMEF）に現職教

員研修の機能を持たせるという施策や、2015～2018年優先施策で打ち出された、経験豊富な教員

を支援員（accompagnateur）として任命・訓練し、同僚からの要請に応じた指導を行うという新た

な制度も模索されている。このように、以下の 3つのチャンネルを活用した教師教育が、現在モ

ロッコでの教育人材の能力強化策である。 

 視学官による現職教員への指導・助言を継続 

 CRMEFにおける現職教員研修の実施 

 経験豊富な教員を支援員（accompagnateur）として活用 
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しかしながら、こうした複数のチャンネルを併存させることにより、かえって責任の所在を曖昧

にし、教員の能力強化が進行しない一因となっている面も否定できない。 

 

3) 行政区画の再編 

 2015年 2月 5日に閣議決定された政令に基づき、モロッコ国内で全国的な州再編が実施され、

第 1ラウンドの対象であるシャウィア・ウルディガ州とドゥカラ・アブダ州はいずれも廃止され、

4 つの対象県（セタット、ベルシッド、エルジャディーダ、シディベヌール）は全てカサブラン

カ・セタット州に編入された。行政区画の変更に伴い、移行期間を経て、2016年 2月から新たな

州境界に基づくAREFが設置され、業務の移行が行われた。 

 PEEQプロジェクトチームも同時期に、カサブランカ・セタット州 AREFとの協力関係を新た

に構築して、プロジェクト対象 4県を含む上位の教育行政機関として、プロジェクトの実施への

関与を促す努力が必要であった。それまでは、プロジェクトの対象県であったセタット県及びエ

ルジャディーダ県の中心地に、それぞれシャウィア・ウルディガ州とドゥカラ・アブダ州の州都

があり、また他の対象県もそれぞれの州都と遠くない位置関係に恵まれ、頻繁にAREFと県教育

局との連絡調整が非常に円滑であった。その状態と比べると、州内に 16の県教育局を抱える巨大

な新カサブランカ・セタット州AREFとの関係は、州から県への連絡といった、やや事務的な関

与に限定される傾向があった。単純に物理的な条件に限った話としても、4 つの県からプロジェ

クトに参加する教員を集めてワークショップを行った際には、参加者に過大な負担を強いてしま

ったため、その後しばしば、旧州の枠組みにしたがって、セタットとエルジャディーダで会合を

開くことがあり、その際のAREFの関与は限定的とならざるを得なかった。 

 もちろん、第 2ラウンド以降の対象州についても改編が行われた。ただし幸いなことに、プロ

ジェクト設計時に第 2ラウンドの対象と指定された旧ガーブ・シャラルダ・ベニハッサン州並び

に旧マラケシュ・テンシフト・アル・ハウズ州は、それぞれ新しいラバト・サレ・ケニトラ州、

マラケシュ・サフィ州の一部となった。したがって、旧州の中からプロジェクトの対象となる県

を選んだ際に、それらが 2州にまたがって存在するという事態は危惧せずに済んだ。 

 

4) 外部要因による普及の遅れ 

 2016年、モロッコは記録的な旱魃に見舞われた。そのため、渇水対策のための緊急的な財政出

動が嵩み、各省とも財政上の困難が発生した。さらに、年金制度改革をきっかけとする大量の教

員の早期退職があり、発生した教員不足を補うために数万人に及ぶ臨時教員の採用が行われた。

これらの事象が教育省予算に与える制約条件から、PEEQ 事業の全国普及に対する楽観的な予想

は難しくなった。それに伴い、2017年 2月からモロッコ側の財源により実施され、日本側が側面

的に技術支援を行う計画であった、第 3ラウンド・第 4ラウンドの 4つの新たな州（旧タザ・ア

ルホセイマ・タオウナート州、オリエンタル州、タドラ・アジラル州、スス・マサ・ドラ州）で

の事業展開も見直しを迫られ、予定どおりの開始は見送られた。 

 一方、運営指導調査や PDMの改訂に係る協議の中では、PEEQプロジェクトの期間中、将来的

に普及可能な活動モデルとその普及の仕組みの構築に集中して、活動範囲の拡大を見送ることも

議論された。しかしながら、普及の流れを滞らせてはいけないとの認識により、最終的には対象

地域の変更はしないことになった。ただし、普及可能な活動モデルの確立の前に、拙速な広範囲
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への普及は避けるべきであるとの認識が共有されたため、2017 年 5～6 月に実施した診断テスト

の結果を分析し、PEEQ の効果を明らかにした上で、全国的な普及計画の一環として、第 3 ラウ

ンド以降の 4州についても取り組む方向性が示された。 

 一方、2016 年 10 月上旬に国政選挙が実施されたが、その結果に基づき組閣が完了したのが、

半年後の 2017 年 4 月であった。一般的に政権移行期間には、行政機関内では重要な決定事項が

見送られる傾向がある。同様に、2017年 10月から 2018年 1月の間にも、大臣不在の期間があっ

た。大臣が不在の間、PEEQ活動の全国普及についての協議があまり活発に行われなかった。 

 2017年 5～6月に PEEQの介入の有効性を裏付けるために行われた診断テストの結果は、同年

9月にカウンターパートと共有された。その後、速やかに全国的な普及計画を策定して、PEEQプ

ロジェクトの第 3ラウンド対象地域に優先的に取り組むこととなっていたが、上述したさまざま

な外部要因により、全国普及への取り組みは計画どおり迅速に行うことができなかった。 

 

 

3. プロジェクトリスクマネジメントの結果に関する評価 

(1) リスク管理の結果 

 上記 2.のリスク管理において、モロッコ国政府及び JICA がどのような対応を取ったのか、具

体的に記載する。 

 

1) 国の教育戦略の改訂への対応 

 プロジェクト設計当時の PDM 第 0 版には、プロジェクト実施の「前提条件」として「モロッ

コの教育戦略や中期開発計画（PAMT 2013-2016）が変更されない。」と記載されていた。それに

対し、PAMTの改訂作業が既に始まっていたプロジェクト開始時には、PDM第 1版への改訂作業

の中で、「モロッコの教育戦略や中期開発計画（PAMT 2013-2016）の全体的な方向性に変化が生

じない。」に書き換えられた。さらに、PDM第 1版に記載された前提条件の中の、「中期計画 PAMT

（2013年～2016年）」は、2017年 10月 23日に正式に署名された第 2版で、「戦略的ビジョン 2015

年～2030年」に置き換えられた。PAMTから優先施策へと移行し、その後さらに戦略的ビジョン

が発表されたとはいえ、モロッコ政府が日本政府に PEEQを要請した背景や、教育改革の全体的

な方向性には変更がなかったからである。 

 さらに PEEQと教育政策の整合性を検証し、優先施策に関して言えば、PEEQプロジェクトは、

全部で 19ある施策のうち、特に「施策 1. 小学校の最初の 4学年の新しい教育課程」、「施策 2. 各

教育段階の修了基準」、「施策 15. 活動を通じた支援と研修」、「施策 17. 学校運営」との関連性が

高く、そうした全省的な施策の枠組みの中で実行されることが確認された。 

 また、2015～2018 年優先施策は戦略的ビジョンを実現するための 16 の統合プロジェクトに合

流したため、PEEQの事業も同ビジョンに合致していると言うことができた。こうして、2017年

2月 21日に行われた第 5回 JCCミーティングでは、PEEQプロジェクトは戦略的ビジョンの統合

プロジェクトに包含され、同ビジョンに適合する事業であることを、MENFPESRS が確認した。 

 このように、それぞれの政策文書に照らし合わせるという作業が必要となったが、モロッコ政

府は、PEEQ が一貫してモロッコ国の教育政策に適合したプロジェクトであると確認し続けてき

た。このことは、プロジェクトの成果を広範囲に普及する場合に、省内の了解を得るために非常
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に重要な点であった。 

 

2) 現職教員研修制度の脆弱さへの対応 

 2016年 10月 12日から 22日まで、JICAの運営指導調査が実施され、プロジェクトの進捗状況

の確認及び今後の課題に係る協議が行われた。その中で、プロジェクトの中でどのような体制で

対象校に介入効果を波及させていくかが、重要な議題のひとつであった。協議の結果、モロッコ

では現在、教員の能力強化のためのさまざまな方法が試されているところであるが、今後の発展

に期待しつつも、新しい施策に大きく依存することはリスクが高いと判断された。したがって、

PEEQ では、従来から行われている、学区担当視学官の学校訪問を通じた教員への指導を中心に

置き、可能な範囲で支援員（acoompagnateur）やCRMEF教官も巻き込んでいくという形で、教員

の能力強化を支援することとした。 

 視学官による個別の学校訪問では、全校を回るのに相当の時間がかかり効率面での課題がある

こと、視学官の資質や意識の高さによって教員へ伝達される情報等に差が生じるなど、効果の面

でも課題があることなど、改善の余地はまだまだ大きいのが現実である。しかしながら、長年に

わたり実践され続けてきたことから、現在のところ最も確実な方法であることは間違いない。 

 一方、プロジェクトでは上記の効率面や効果の面での課題に対応するため、ビデオ教材により、

教員がいつでも繰り返し自主的に PEEQの方法論を学ぶことができるようにもした。ビデオ教材

は、診断テストの結果の分析並びに活用方法に関するものと、数字カードの使用方法に関するも

のの 2種類が作成され、MENFPESRSのウェブサイト（https://www.taalim.ma）に掲載された。 

 

3) 行政区画の再編への対応 

 2016年 2月に、第 1ラウンドの対象であるシャウィア・ウルディガ州AREFとドゥカラ・アブ

ダ州AREFが廃止され、プロジェクト対象 4県はカサブランカ・セタット州AREFに属すること

になった。PEEQ の業務も変化に対応し、MENFPESRS と日本人専門家チームとが協力し、情報

や移転された技術の円滑な伝達が行われるよう努力した。新AREF設置に伴い、MENFPESRSは

速やかに公文書を発出し、カサブランカ・セタット州AREFに州 PEEQコーディネーターが配置

された。このように、事務的な引き継ぎは順調に行われたのであるが、とはいえ、プロジェクト

開始より 1 年半の時間をかけて築き上げた人間関係や、PEEQ への参画に意欲的な人材が全て引

き継がれた訳ではないので、結果的に作業効率の低下があったことは否定できない。 

 一方で、小中学校を管轄する県教育局レベルでの変更はなかったため、事業継続への直接的な

影響は限定的であったと言える。 

 第2ラウンドの対象県を選定するに当たっては、2015年9月から10月の運営指導調査の際に、

混乱を避けるため、プロジェクト設計時に指定されていた旧ガーブ・シャラルダ・ベニハッサン

州並びに旧マラケシュ・テンシフト・アル・ハウズ州に属する県の中から対象県を選定すること

が、モロッコ側、日本側の双方で合意された。両AREFにとっては、領内の全ての県が選考の対

象とならず、旧州に属していた県のみの中から 2つずつ選ばれたことを残念に思う様子も見受け

られたが、MENFPESRSからの詳細な経緯説明により、混乱なく選定することができた。 

 

4) 外部要因による普及の遅れへの対応 

 2016年 10月 12日から 22日まで、JICAの運営指導調査が実施され、プロジェクトの進捗状況
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の確認及び解決すべき課題に係る協議が行われた。その中で、普及を考慮した活動モデルの再検

討や、普及計画の再構築、PDMの改訂などが話し合われ、リスクの低減措置を含む、プロジェク

ト目標の着実な達成に向けた方向性が示された。調査後にも継続して見直し作業等が実施される

ことが合意され、当面のスケジュールとして以下のとおり設定された。 

 エクイティコンポーネント及び質コンポーネントの研修内容、その絞込み、実施体制の見直

し：2016年 12月末まで 

 カウンターパートの指名：2016年 12月末まで 

 PDM及び活動計画の改訂（必要に応じてR/Dの改訂）のための合同調整委員会の開催：2017

年 1月末まで 

 各種研修資料等の見直し：2017年 2月末まで 

 必要に応じて研修の追加実施：2017年 3月末まで 

 モデルの有効性及び効率性に係る評価：2017年 8月末まで 

 普及戦略の策定：2017年 9月末まで 

 

 いずれの対応策も設定された方向性に従い実施されたものの、結果的に 2017 年 9 月末までに

普及戦略の策定を完了することはできなかった。その主な理由は、診断テストの結果分析を含む

2016/2017年度の活動を通じて基礎学力習熟の必要性が強く認識され、2017/2018年度に新たな形

の介入（数字カードと暗算プリント）を導入して活動の有効性を検証するとともに、それらを含

んだ新たな教育モデルの構築を行ったからである。 

 

 一方、2017年 2月 21日に実施された合同調整委員会（JCC）では、モロッコ側のプロジェクト

責任者（Abdelhaq El HAYANI氏）により以下のとおり、優先事項が取りまとめられた。 

第 1優先事項 

 プロジェクトの成果物を最終化すること 

 教員用のガイドブックを作成すること 

 研修用教材を改善すること 

 学校運営のモデルに特定したガイドブックを作成すること 

第 2優先事項 

 PEEQ プロジェクトの活動範囲における成果の具体化に係る詳細なモニタリングを確実に実

施し、学習の質に対するインパクトを測定することができるようにすること 

第 3優先事項 

 PEEQ プロジェクトの成果を戦略的ビジョン 2015 年～2030 年の統合プロジェクトに統合す

ること 

 

 これらの優先事項には、概ね指示されたとおりに取り組まれた。そして 2017 年 10 月 12 日に

実施された合同調整委員会（JCC）では、以下の事項が決定された。 

 PEEQで開発された数字カードや問題集を使い算数の授業開始時 5分間に計算練習を行う活

動は、本 2017/2018年度から全国普及に取り組む。 
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 誤答の教育学を適用した、診断テストの結果を踏まえた学習改善への取り組みは、2018/2019

年度から全国普及に取り組む。 

 誤答の教育学に関する、州・県・学区の視学官を対象とした講師養成研修、学校の教員を対

象とした研修は、本 2017/2018年度に実施する。 

 JICA 専門家の協力のもと、MENFPESRS が策定した教育課程に基づくカリキュラム改訂へ

上記内容を反映させる作業を本 2017/2018年度から開始する。 

 これらの決定事項の実施方法を決定するワークショップを、中央、州、県、学校レベルの関

係者を集めて実施する。 

 

 これらの決定事項を強く支持した前MENFPESRS大臣が、JCCが開催された直後に大臣の位か

ら去ったことは、全国普及の進捗に少なからぬ影響を与えた。その後、2018年 2月の新大臣着任

を機に、再び急速に前進を初め、全国普及計画の完成は、ようやくプロジェクト終了直前の 2018

年 6月になって実現したのである。 

 

(2) 教訓活用の結果 

 本プロジェクトの「事業事前評価表」には、活用すべき過去の類似案件の教訓として、以下の

ように記載されている。 

 

JICAがモロッコで 2003～2005年に実施した開発調査「地方基礎教育改善（BEIP）」では、ロ

ーカルNGOを活用し、効果的に地域住民・コミュニティを動員し、基礎教育のアクセス改善

並びに学校環境改善を支援してきた。BEIPによりその試行を支援した学校改善プロジェクト

の実施は、PUにおいては政策の 1つとして位置付けられ、全国展開が図られている。この経

験から、本プロジェクトが実施するアクセス改善のための活動コンポーネントにおいても、

同様にローカル NGO を活用して地域コミュニティと小中学校を巻き込んで女子教育に対す

る理解促進及び中学校就学向上のための学校群による問題解決力の強化が図られるよう、工

夫する。 

 

 本プロジェクトでは、まさに上記 BEIP が支援した学校改善プロジェクト（現在は「学校プロ

ジェクト」と呼ばれている）の枠組みを活用して、各種教育活動の実践を支援した。学校プロジ

ェクト PEEQ 軸と呼ばれたこれらの活動の中には、NGO と協力して女子の権利に関する啓発活

動を行ったり、地域住民の専門性を生かして活動の指導をしてもらったりして、積極的に学校外

のリソースを活用している事例が見受けられる。それらの事例を含む教育活動を実施した PEEQ

支援対象校（介入群）には、本プロジェクトの一環として実施したインパクト評価によれば、プ

ロジェクトの介入を受けなかった学校（比較群）と比べ、小学校から中学校への進学率に統計的

に有意な正の効果が見受けられた（本プロジェクト『エンドライン調査報告書』参照）。 

 ただし、NGOとの連携は PEEQが支援した学校プロジェクトの事例の中では、比較的まれなケ

ースであったことも事実である。なぜならば、PEEQ の実施初期に現状調査を行った際、子ども

たちが喜んで通える学校づくりをするために、まずは教員と児童生徒、教員同士、そして校長と

教員といった、学校内での連帯強化の必要性を感じたため、プロジェクトとして必ずしも積極的
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には学外の機関との連携を推奨しなかったためである。学校プロジェクトを自分たちで計画して

実施することを通じ、まずは校内での協力体制が強化されたため、参加した人びとの人間関係の

深化に大きな進展が見られた（上掲書）。 

 一方で、同じくエンドライン調査のアンケートにより、コミュニティや保護者といった外部か

ら学校への協力の増加を、学校側が希望していることも確認できたので、上述の事業事前評価表

に書かれた活用すべき教訓としての NGO との連携は、今後取り組むべき課題として重要性を増

してくるものと考えられる。 

 

 

4. 教訓 

1) 基礎学力習熟へ注力することの重要性 

 本プロジェクトでは、算数・数学の診断テストの作成に当たり、小学校低学年の学習内容から、

テストを受ける児童生徒の学年のひとつ手前の学年の学習内容までを、後者を解くために必要な

既習事項に着目して系統的に並べた問題を作成し、児童生徒がどこでつまずいているのかを明ら

かにすることを試みた。その結果、多くの児童生徒が極めて基礎的な計算能力を身に付けておら

ず、そのために、後に続く学習について行かれず、結果として算数・数学が苦手な科目となって

しまっている現状が浮き彫りになった。 

 こうした現状を改善することをめざし、本プロジェクトでは、児童生徒の基礎計算力の習熟を

集中的に支援するため、数字カードと暗算プリントを使用した毎日 5分間の暗算練習の時間を導

入し、「1. DAC評価項目によるレビュー結果 (4) インパクト」で述べたとおり、基礎学力テスト

で統計的にも優位な正の効果をもたらすことができた。 

 この経験から教訓として導き出されるのは、特に系統性の強い算数・数学教育の改善のために

は、なによりもまず、基礎計算力をしっかり習熟させることの重要性である。数字カードと暗算

プリントという教材を用いた理由は、それが、以下のような特徴を持った、「導入が容易で効果の

大きい指導法10」だからである。 

 取り組みがシンプルでわかりやすい。 

 子どもにとって楽しい活動なので、飽きることなく持続できる。 

 「素早く」を目標に、全員がチャレンジ精神を発揮できる。 

 5分間で実施する活動なので、通常の授業に影響しない。 

 

 さらに、暗算プリントでの練習が小テストの成績上昇につながったことから、書き取り練習の

重要性も指摘される。これらの特徴を持った教材を用いた基礎計算力の習熟活動は、同様に算数

の学力不振を課題とする多くの国々でも応用可能である。 

 

2) 就学改善に対する教育活動の可能性 

 同じく「1. DAC評価項目によるレビュー結果 (4) インパクト」で述べたとおり、本プロジェ

クトの対象となった介入群の学校の 6年生の児童は、対象となっていない比較群の学校の 6年生

                                                        
10 『数字カードと暗算プリント活用ガイド』より。下の 4つの特徴も同書より引用。 
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の児童と比べて、卒業後に中学へ進学した割合が高く、その差は統計的にも優位であることから、

介入が進学率改善に正の効果をもたらしたことが示唆されている。 

 本プロジェクトは、教育の質と教育へのアクセスの双方を改善することにより、教育格差を是

正し、公平で質の高い教育を振興することが目的であった。そこで、質とアクセス双方の課題に

対処する活動の受け皿となり得る「学校プロジェクト」の制度を活用し、さまざまな教育活動の

計画・実施を支援した。その具体的な内容は、表 19、表 20 に記載されている。これらの活動を

通じた児童生徒や教職員らの変化や、何がこれらの変化をもたらしたかについては『エンドライ

ン調査報告書』にさらに詳しく述べられている。総じて述べるならば、各種教育活動を通じて、

児童生徒の自己肯定感が向上して就学意欲が高まったり、児童生徒と教員との人間関係が深まる

ことで学校が精神的な居場所として認識されたり、さらに直接的に小中学校の連携が促進された

りすることが、中学進学促進につながったと考えられる。 

 よって、ここで取り上げる教訓としては、初等教育の就学率は高い水準に至っても中等教育で

は改善の余地が大きいモロッコのような国が多く存在する中で、本プロジェクトが支援したよう

な教育活動が、中等教育への進学促進に寄与できる可能性があることから、それらの国々におい

ても、同様の取り組みを推奨する意味があるかもしれないということである。 

 

3) 実験性の高い案件における介入アプローチの明確化及び適切なフェーズ分けの重要性 

 「2-2 プロジェクト目標と指標」の項で述べたとおり、本プロジェクトの目標は「MENFPESRS

が、教育に係る格差の緩和に取り組む AREF を支援する」であり、その達成度を測る指標は

「MENFPESRSの参照枠組みが作成される」であるが、その枠組みが意味するところは、しばら

く明らかにされていなかった。さらに、教育の質や教育へのアクセスに関する格差の緩和をどの

ように進めようとしているのか、すなわち介入のアプローチについては、プロジェクトデザイン

からは明らかでない。格差緩和の施策は「試行され採用される」ものであり、プロジェクトの実

施を通じて、関係者が試行錯誤をしながら最適な解を見つけ出すよう期待されていた。実際に、

2016年に行った診断テストは、前年に行ったものとは異なるものであったし、基礎学力習熟に大

きな効果が認められた数字カードと暗算プリントは、プロジェクトの最終年次になってようやく

導入された。当初、学校補助金交付制度を確立することが期待されていたコンポーネントは、最

終的にはプロジェクト・ベースの学校運営の改善を支援するものへと変貌を遂げた。言い換えれ

ば PEEQは、極めて実験性の高いデザインを持ったプロジェクト、すなわち試行的に導入する介

入が効果的であるかどうかを見極めつつ、効果があるモデルを策定していくことが期待されたプ

ロジェクトであった。 

 このようなデザインのプロジェクトは一般的に、ドナー側が予め決めた方法論を押し付けるこ

とが回避され、対象国のこれまでの経験を生かし、対象国の文脈に適った介入を作り上げること

ができるという意味で大変有効である。実際に、本プロジェクトの終盤で改訂中のカリキュラム

や教科書に PEEQの「教育モデル」が積極的に取り入れられたのは、それがモロッコの現状に即

した、すなわち「文脈化された」介入であると判断されたからであろう。 

 一方で、モデルづくりのフェーズと普及拡大のフェーズを同時並行で進めるかのように、当初

から 2州 4県にまたがる 8つの学校群を対象とし、2年目からすぐに対象を倍増させ、実現には

至らなかったが、3年目からさらに倍増させることが計画されていた。2016年 10月の JICA本部

による運営指導調査の際に、性急な普及よりモデルづくりを優先させるべきとして、第 3フェー
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ズ開始を当面見合わせる判断がなされたのであるが、「1. DAC評価項目によるレビュー結果 (2) 

有効性、(3) 効率性」の項で述べたとおり、最終的に普及への道筋をプロジェクト期間中に確実に

するという成果を十分達成できなかった。 

 その理由のひとつとして、「(3) 効率性」の項でも述べたように、試行錯誤に時間が費やされ、

モデル策定の期間が事業終了間際まで及んだことが挙げられる。こうした事態を避け、短期間で

試行から普及に移行するためには、プロジェクト開始当初より試行的に導入する介入のアプロー

チが明確になっていなければならないだろう。もしプロジェクトデザインの段階で明確にできな

かった場合には、少なくともプロジェクト開始直後に、自国もしくは他国での経験に基づき有効

性が期待されるアプローチを定めるとともに、対象国の現状も十分に調査したうえで、試行され

る介入の具体的な方法を慎重に準備し、関係者間の合意を取り付けなければならない。そうした

上で、試行を開始することが効率性を高めるために効果的であると思われる。さらに、試行フェ

ーズと普及フェーズを明確に分離して、介入の効果を測るために必要最低限の対象を選定して試

行し、必要に応じて試行結果に基づく調整を行った上で、効果が認められれば速やかに普及のフ

ェーズに移るというのが、合理的な方法論であろう。 

 こうしたプロセスが、本プロジェクトの設計及び実施過程で徹底されていなかったことが、成

果を全て達成できなかった要因のひとつと捉え、他の類似案件への教訓としたい。 

 

4) 行政区画再編への対応 

 「3. プロジェクトリスクマネジメントの結果に関する評価」で述べたとおり、2016年 2月に行

政区画の再編が実施され、それに伴いある程度の作業効率の低下があったことは否定できないが、

大きな混乱はなく、業務を継続することができた。この経験から、プロジェクト期間中に行政区

画の再編が起きた場合にも、できるだけ業務の効率を低下させないための対応として、以下の 3

点が役立ったことを、教訓として示す。 

 新たな行政区画における担当者を早急に任命するよう、中央レベルのカウンターパート機関

に働きかけ、任命された担当者には情報や移転された技術の伝達を円滑に行う。 

 新たな行政区画における担当者をできるだけ早く訪問し、かつある程度の期間は頻繁に連絡

をとり良好な人間関係を構築する。 

 当初選定されていたプロジェクト対象地域は、行政区画再編後も混乱を避けるためできるだ

け維持する。 

 

5) ジェンダーへの取り組み 

 「II. プロジェクトの実績 4-2 ジェンダー・平和構築・貧困削減に対する配慮の実績」で述べ

たとおり、女子教育に係る調査を行った結果、女子の就学促進・中退防止に有効と判断された取

り組みを、教訓として示す。 

 保護者やコミュニティの巻き込みの必要性 

 活動の効果を上げるために必要な教員や児童生徒によるディスカッションの重要性 

 生徒の自己肯定感の醸成につながる創造的な活動の重要性 

 目的意識を明確にした計画的な取り組みの必要性 
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IV. プロジェクト終了後の上位目標達成に向けて 

 

1. 上位目標達成見込み 

【上位目標】 

PEEQ の活動（域内教育格差を緩和する施策）が対象 AREF 内の他の学校およびモロッコ国内他

州にて展開される 

 

＜指標と達成見込み＞ 

拡大地域における対象校の割合（目標値：2020/2021年度に全国の小学校の 100％） 

 

 上位目標の指標の目標値は、PDM 第 2 版では具体的な数値が未設定だが、留意事項として、

PEEQの活動の普及計画の中で定められると記載されている。よって、2018年 7月に承認された

「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデルの全国普及計画」を参照すると、

2020/2021年度には小学 5・6年生までのカリキュラムと教科書の改訂が完了し、モロッコ国中の

公立小学校の全ての学年で、基礎学力評価習熟のための教育モデルが採用された新しい教科書を

使った授業が行われるようになると見込まれている。したがって、目標値は「2020/2021年度に全

国の小学校の 100％」とするのが適当である。 

 それではその達成見込みについてだが、既に小学 1・2年のカリキュラムは改訂され、算数のカ

リキュラムには基礎学力評価習熟のための教育モデルが統合されている。それに基づく改訂版教

科書も、2018/2019年度から使用されることが決定しており、改訂作業が進行中である。また、こ

のようにカリキュラム改訂が開始されたからには、第 1・第 2 学年のみで中断するということは

あり得ず、2020/2021年度からの全学年での施行に向けて、今後も作業が進められて行くことは、

ほぼ間違いない。 

 では、3年生以上の算数の改訂版カリキュラム及び教科書に、PEEQが導入した基礎学力評価習

熟のための教育モデルがどれ程反映され得るかの見込みである。MENFPESRSは明確に同モデル

を反映させる意思を有しており、その方法をプロジェクト実施期間中に経験した。そしてその作

業は、日本人専門家の協力を得ながら、PEEQ のプロジェクト実施に深く関与した視学官らによ

って行われたのであるから、彼らが引き続き関与し続ければ、かなりの程度において、同モデル

が反映された第3～第6学年までの改訂版カリキュラムと教科書が完成する公算が高い。ただし、

当然のことであるが、モロッコ側は引き続きこれらの作業に対しても、日本人専門家の協力を求

めており、もしそれが実現すれば、より一層 PEEQの成果が反映されたものができることは自明

である。 

 上記のようなカリキュラムへの統合に加え、各学校において同教育モデルが実施されるために

は、予定どおり教育モデルの普及計画が州の年間計画の中に統合され、それに沿った伝達プロセ

スが実際に行われることが必須である。すなわち、州レベルで選出された普及視学官が中央レベ

ルで研修を受け、彼らが州内の全視学官に研修内容を共有するとともに、全視学官が担当する学

区内の学校で教員への指導を着実に行い、教員がそれに沿った教育実践を行わなければならない。 
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 以上より、現時点では上位目標の達成見込みは「やや高い」というレベルにとどまるが、計画

通りにカリキュラム改訂、州レベルでの普及計画策定、改訂されたカリキュラムに関する研修事

業が実施されれば、上位目標の達成は十分可能である。 

 

 

2. 目標達成に向けてのモロッコ側事業計画と実施体制 

 目標達成、すなわち「PEEQの活動（域内教育格差を緩和する施策）が対象AREF内の他の学

校およびモロッコ国内他州にて展開される」ことに向けたモロッコ側事業計画は、「初等算数教育

における基礎学力評価習熟のための教育モデル全国普及計画」として取りまとめられた。同計画

には、全国普及に向けたタイムラインと、MENFPESRSの中央レベル、州レベル、県レベルにお

ける諸機関の役割が、必要な経費見込みと共に規定されている。 

 同計画に規定された教育モデルの普及に向けたタイムラインは、表 37のとおりである。 

 

表 37：PEEQ教育モデルの普及に向けたタイムライン 

学年度 主な活動 研修 

2017/2018 - PEEQ対象校への電子ファイルでの配布： 

- 小学 2年から中学 1年までの既習事項診断テスト 

- テスト結果分析ワークショップ用研修モジュール 

- 算数問題集 

- パイロット校 32校における 5分間暗算練習の試行 

- PEEQ対象 3州の全県教育局に対する普及セミナー 

- 教育モデル実践ガイドの開発 

- 小学 1・2年の改訂版カリキュラム・教科書への統合 

- 普及視学官に対

する中央レベル

での研修 

2018/2019 - MENFPESRSウェブサイトでの配信： 

- 教育モデル実践ガイド 

- 小学 2年から中学 1年までの既習事項診断テスト 

- テスト結果分析ワークショップ用研修モジュール 

- 算数問題集 

- 小学 1・2年での全国普及 

- AREFによる、当該教育モデルの域内普及に関する施策を

含む州行動計画策定（2018年 12月まで） 

- 小学 3・4年の改訂版カリキュラム・教科書への統合 

- 学区担当視学官

に対する州レベ

ルでの研修（9月

末まで） 

- 学区担当視学官

による管轄する

学校の教員への

小学 1・2年の改

訂版カリキュラ

ムに関する指導 

2019/2020 - 小学 3・4年での全国普及 

- 小学 5・6年の改訂版カリキュラム・教科書への統合 

- 学区担当視学官

による管轄する

学校の教員への

小学 3・4年の改

訂版カリキュラ

ムに関する指導 

2020/2021 - 小学 5・6年での全国普及 - 学区担当視学官

による管轄する

学校の教員への

小学 5・6年の改

訂版カリキュラ

ムに関する指導 

出所：MENFPESRS. (2018) Plan d’action national pour la généralisation de la démariche pédagogique d’évaluation et de maîtrise 
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des compétences de base en mathématiques du cycle primaire 

 

 また、同計画に規定されている主な機関の役割は以下のとおりである。 

 

 カリキュラム局（DC）：PEEQ によって導入された教育モデルを、改訂が進められているカ

リキュラムに統合させ、同モデルを国全体に改訂版カリキュラムの施行をもって全国普及を

図る。普及視学官に対する研修会を開催し、かれらが自州内の全視学官に対する研修を行え

るようにする。CNEEOと協働し既習事項確認テストの更新を行う。 

 国立評価試験進路指導センター（CNEEO）：州試験評価センターへの指導を通じて、PEEQの

アプローチを採用した既習事項診断テストの普及に努める。改訂中のカリキュラムに準拠す

るように、既習事項診断テストの追加及び更新を行う。既習事項診断評価及び治療活動の教

材をさらに改良するため電子化の可能性を追求する。 

 州教育局（AREF）：当該教育モデルの普及に係る州計画を策定する。県レベルの視学官向け

研修会の実施に関する指示を発出するとともに、各県教育局に州視学官コーディネーターを

同研修会のファシリテーターとして派遣する。当該教育モデルの実施に必要な予算を確保し

県教育局に配分する。 

 県教育局：AREFからの指示に基づき、全視学官を対象とする研修会を開催する。域内の校

長向けに説明会を開催する。学校プロジェクトと年間活動計画の承認、支援（必要な場合に

は補助金支給）、モニタリングを行う。教員への指導のために学区担当視学官による学校訪

問を着実に行わせる。 

 

 なお、2018 年 6 月 25 日の JCC において、教育方法にかかる 8 つの局の調整を図る教務総局

（Pôle pédagogique）が、プロジェクト終了後の同教育モデルの普及・実施にかかるモニタリング

の責任機関となることが決定した。 

 

 

3. モロッコ側への提言 

 上述した「目標達成に向けてのモロッコ側事業計画と実施体制」が着実に実行されるよう、JICA

は以下の点をモロッコ国MENFPESRSに提言する。 

 プロジェクト実施期間中に教材開発や誤答分析等に従事した視学官を、MENFPESRSにとっ

ての貴重な人的資源と認識し、プロジェクト終了後にも積極的に活用すること。現在の制度

では、必要な作業が発生する度に、その業務を担当する幹部の個人的な経験に基づく判断に

より、適切と判断された視学官が招聘されている。しかしながら、そうした人材プールを組

織的に制度化し、通常の視学業務の合間に従事するのではなく、一定期間集中的に当該業務

にあたれるような業務委託制度を導入することが望ましいのではないか。 

 プロジェクト期間中に策定された「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モ

デル全国普及計画」では、現在最も一般的に浸透している視学官を通じた教員への指導を能

力強化戦略の中核に置いている。また、それを補うために情報通信技術を応用して、視聴覚

教材を配信することも用意した。しかしながら、モロッコの教育制度の一般的な課題として、

現職教員の研修制度の脆弱さは認識されており、早急な改善が求められている。したがって、
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現在の計画以上に着実に、学校現場において当該教育モデルが実践されるよう、教員研修の

制度をさらに充実させることが望まれる。 

 プロジェクト終了後のモニタリングを着実に行うために、2018年 6月 25日の JCCにおいて

決定した教務総局（Pôle pédagogique）を中心とする体制を確立することが望まれる。そのた

めには、同総局の調整役（Cooridinator）の明確化が欠かせない。それはまた、JICAモロッコ

事務所によるプロジェクト後のモニタリング、事後評価等を考慮した場合に、関連データ等

の保管責任者を明確にするという趣旨からも重要である。 

 学校プロジェクトは、自校の抱える課題の解決に最良の策を見つけ、さらに魅力的な学校づ

くりを進めるため、学校関係者が周囲のコミュニティの支援を得つつ、学校運営に自主的か

つ協力して取り組むことができる優れた制度である。しかしながら、PEEQにおける 3度に

わたる資金的あるいは物的支援の経験によれば、多くの学校が教育活動の実施に必要な資材

を適時に得るためには、申請・承認・契約・送金・精算というプロセスが、やや重たすぎる

嫌いがある。したがって、例えば、毎年必要な教育活動の資金の提供をルーティン化したり、

児童生徒の学習に必要な教材を印刷するための紙やインクを、児童生徒数に応じて自動的に

配布したりするなど、支援の迅速化を可能にする方策を検討すべきである。 

 基礎学力習熟の重要性が社会的に認知されるよう、情報通信技術やマスコミュニケーション

を活用した周知活動を行うことが望ましい。また、同じく情報通信技術の活用により、例え

ば教育評価や繰り返し練習の自動化などの、教育の技術革新の可能性も秘められている。

MENFPESRSが引き続き、そうしたさまざまな技術の活用方法を追求していくことは有意義

なことである。 

 

 

4. プロジェクト終了時点から事後評価までのモニタリング計画 

 本節では、上位目標の達成や、インパクト及び持続性の発現に向け、JICAがプロジェクト完了

後に行うべきモニタリングやフォローアップの必要性、並びにその方針を記載する。 

 

 MENFPESRSがプロジェクトの技術協力を得つつ策定した「初等算数教育における基礎学力評

価習熟のための教育モデル全国普及計画」が、着実に実行されることを、JICAモロッコ事務所が

継続的にモニタリングを続けることが望まれる。特に、2019/2020年度に発行される小学 3・4年

生の改訂版教科書にどの程度まで当該教育モデルが反映されているか、2020/2021 年度に発行さ

れる小学 5・6 年生の改訂版教科書ではどうかということは、確認すべき重要な点である。さら

に、もちろんそれらの新しい教育方法を普及させるために、視学官が全国の学校を訪れて教員に

対する指導を行ったかどうかも、モニタリングの対象である。 

 

 一方、モロッコ政府としては、既に 2017年 8月に継続的な技術支援に対する要請を、日本政府

に対して提出している。上述のとおり、継続的な技術的支援があれば、上位目標の達成度はさら

に上昇することは確実であるので、要請が前向きに検討されるよう期待したい。 

 

以上 



添付資料 





モロッコ国公平な教育振興プロジェクト 業務完了報告書 

添付資料1 

専門家派遣実績（要員計画） 



 



契約件名：モロッコ国公平な教育振興プロジェクト第1年次
業務従事者の従事計画／実績表

日数合計 現地 国内

(117) (54) (63)

14 (109) 31 31 (71) 11 9 (54) 1

(14) (40)

14 (14) 27 12 (29) 9

(15) (15)

（自社負担）

20 (15) 4 22 30 8(15)22

(78) (42)

23 (78) 8 4 (42) 5

(90) (48)

14 (90) 12 12  (48) 28

(18)

19(18) 5

(45) (45)

14 (45) 28 6(13)18 13  (43) 24

(15)

19 (8) 26 11(8)18

30 (1.07) 31 21 (1.27) 30

699 23.30

700 23.33

２．国内業務

(2) (1)

8 (2) 9 2(1)2

14 (17) 30 27 (7) 2 17(4)20 5(6)10 19(4.4)23 31(13)12 2(3)4

58 2.90

57.4 2.87

１．現地業務

氏名
（担当業務）

格付
計画／
実績

渡航
回数

2014 年 2015年

9 10 11 12 1 2 3 4

第1年次

5 6 7

奥川　浩士
（チーフアドバイザー／

教材開発1）
2

計画 3 234 7.80

実績 3 234 7.80

石井　徹弥
（副総括）

3
計画 2 54 1.80

実績 2 43 1.43

香西　武
（教材開発2
（理数科教育））

3
計画 2 30 1.00

実績 2 30 1.00

日下　智志
（教材開発3
（理数科教育））

4
計画 2 120 4.00

実績 2 120 4.00

清水　麻由
（学校運営）

4
計画 3 138 4.60

実績 2 138 4.60

堀　康廣
（学校運営2）

3
計画 1 18 0.60

実績 1 18 0.60

太田　美穂
（女子教育）

3
計画 2 90 3.00

実績

米田　勇太
（業務調整［自社負担］）

計画 0 (0) (0.00)

実績

3 101 3.37

西野　宏
（インパクト評価）

4
計画 1 15 0.50

実績

2 (70) (2.33)

現地作業小計
計画

2 16 0.53

実績

奥川　浩士
（チーフアドバイザー／

教材開発1）
2

計画 3 0.15

実績 3 0.15

西野　宏
（インパクト評価）

4
計画 55 2.75

実績 54.4

実績

2.72

国内業務小計
計画

実績 26.20
合　計

計画 26.20



業務従事者の従事計画／実績表
契約件名：モロッコ国公平な教育振興プロジェクト（第2年次）

1．現地業務

日数合計 現地 国内

(55) (75) (46) (42) (30) (100) (66) (72) (6)

1 (55) 25 9 (75) 22 8 (46) 24 24 (42) 4 9 (30) 8 31 (100)(100) 8 4(26)29 13 (54) 7 17 (69) 24 24(7)30

(15) (15) (15) (15)

自社負担
11 (15) 25 10(12)21 27 (16)13 23 (14)5

(60) (45) (45) (60) (7)

6 (60) 4 8 (45) 23 16 (45) 29 30 (60) 28 26 (7) 4

(15) (15) (15) (15) (15)

15(15)29 5 (16) 20 20 (14) 3 19 (15) 5

(15) (8) (15) (8) (15) (22) (10)

18(15) 1 13 (8) 20 21 (15) 6 23 (8) 30 18 (15) 2 5 (22) 26 28 (15)11

(45) (12)

22 (45) 5 5 (8) 12

(18)

6 (18) 23

(32) (21) (48) (27) (53) (39) (48) (35)

30 (32) 31 15 (21) 6 20 (48) 6 6 (27) 2 1 (53) 23 20 (39) 28 22 (53) 15 22 (30) 20

(8)

10 (8) 17

(25)

自社負担 自社負担
1  (31)  31 (5/15~31) 1(25)25

1333 44.43

1331 44.37

(2) (2) (2) (2)

26(2)27 18 (4) 21 11(1)11 31(1)31

(2) (2) (2)

18 (1) 18 14 (1) 14 11(1)11 7(1)7 25(2)26

(10)

(10) 18-19,22-26,29-31

(12)

(12)12-13, 17-20, 22-27

(5)

(5)6,8,10,11,13

41 2.05

41 2.05

氏名
（担当業務）

格付
計画／
実績

渡航
回数

2015年 2016年

4 5 6 7

2017年 第2年次

8 9 10 11 12 1 2 3 2 3 4 5 6 78 9 10 11 12 1

奥川浩士
（チーフアドバイザー／

教材開発1
2

計画 9 492 16.40

実績 10 504 16.80

石井徹弥
（副総括）

3
計画 0 0 0.00

実績 0 0 0.00

香西　武
（教材開発2
（理数科教育））

3
計画 4 60 2.00

実績 3 45 1.50

日下智志
（教材開発3
（理数科教育））

4
計画 5 217 7.23

実績 5 217 7.23

佐藤　晃
（教育評価）

3
計画 4 60 2.00

実績 4 60 2.00

堀　康廣
（学校運営）

3
計画 7 93 3.10

実績 7 98 3.27

太田美穂
（女子教育）

3
計画 2 57 1.90

実績 2 53 1.77

野々口敦子
（女子教育2）

3
計画 1 18 0.60

実績 1 18 0.60

寺岡亮輔
（サブプロジェクト管理）

5
計画 8 303 10.10

実績 8 303 10.10

西野　宏
（インパクト評価）

4
計画 1 8 0.27

実績 1 8 0.27

山田めぐみ
（研修実施モニタリング）

4
計画 1 25 0.83

実績 1 25 0.83

8 0.40

実績 8 0.40

現地作業小計
計画

2. 国内業務

実績

奥川浩士
（チーフアドバイザー／

教材開発1
2

計画

石井徹弥
（副総括）

3
計画 6 0.30

実績 6 0.30

佐藤　晃
（教育評価）

3
計画 10 0.50

実績 10 0.50

寺岡亮輔
（サブプロジェクト管理）

5
計画 12 0.60

実績 12 0.60

西野　宏
（インパクト評価）

4
計画 5 0.25

実績 5 0.25

46.48

実績 46.42

国内業務小計
計画

実績

合計
計画

△



契約件名：モロッコ国公平な教育振興プロジェクト（第3年次）

1．現地業務

日数合計 現地 国内

(34) (43) (22) (79) (8)

5 (40) 14 6 (49) 24 4 (26) 1 26 (41) 5 18 (11) 28 8 (23) 30

(15)

5(9)13

(22)

3 (22) 24

(15) (15) (15) (15)

1 (15) 15 3 (15) 17 4 (22) 25 5(8)12

(15) (15)

4 (22) 25 21(8)28

(15)

10 (15) 24

(24) (21) (15) (48)

5 (24) 28 23 (26) 17 7     (25)     31 13 (33) 14 (自社負担：4/15~21)

(15) (9)

26(8) 3

(30) (30) (21)

18 (32) 19 7 (15) 21 26 (34) 28

541 18.03

523 17.43

(2)

14(2)15

15,18(2) 10(2)11

(2)

26,29(2)

(64)

9(1) 24(1) 1(1),5(1),15(1) 30(1) 3(0.6)

68 3.40

78.6 3.93

業務従事者の従事計画/実績表

氏名
（担当業務）

格付
計画／
実績

渡航
回数

2017年 2018年 第3年次

8 9

奥川浩士
（チーフアドバイザー／教材開発1）

2
計画 5

10 11 12 1 2

186 6.20

実績 6 190 6.33

4 5 6 7 83

香西　武
（教材開発2（理数科教育））

3
計画 1 15 0.50

実績 1 9 0.30

日下智志
（教材開発3（理数科教育））

4
計画 1 22 0.73

実績 1 22 0.73

佐藤　晃
（教育評価）

3
計画 4 60 2.00

実績 4 60 2.00

堀　康廣
（学校運営）

3
計画 2 30 1.00

実績 2 30 1.00

野々口敦子
（女子教育2）

3
計画 1 15 0.50

実績 1 15 0.50

寺岡亮輔
（サブプロジェクト管理）

5
計画 4 108 3.60

実績 4 108 3.60

西野　宏
（インパクト評価）

4
計画 2 24 0.80

実績 1 8 0.27

山田めぐみ
（研修実施モニタリング）

5
計画 3 81 2.70

実績 3 81 2.70

2 0.10

実績 2 0.10

現地作業小計
計画

2. 国内業務

実績

奥川浩士
（チーフアドバイザー／教材開発1）

2
計画

香西　武
（教材開発2（理数科教育））

3
計画 0 0.00

実績 4 0.20

野々口敦子
（女子教育2）

3
計画 2 0.10

実績 2 0.10

3.20

実績 70.6 3.533,4,14,17,22,23,2

7 (7)

21.43

実績 21.36

8,11~13,16,19~2

1,24,29 (10)

国内業務小計
計画

実績

合計
計画

17(3)19,23(1),

25(1)

5,8~10,12,14,18,

19,23,24,28(11)

4(1),6(3)8,

13(3)15

6,15~18,20,22,

24,26 (9)

2,5,6,9,12,15,16,

18,21,23,29~31(13)

11(1),   28(1)

西野　宏
（インパクト評価）

4

計画 64

△ △



  



 

モロッコ国公平な教育振興プロジェクト 業務完了報告書 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料2 

カウンターパートリスト  



 



Nom Désignation Fonction dans le projet Période assignée
Youssef BELQASMI Secrétaire Général Président du CCC septembre 2014 - août 2018

Abdelhaq EL HAYANI Directeur de la Stratégie, des Statistiques et de la Planification Directeur du Project septembre 2014 - août 2018
(Directeurs centraux concernés)

Ali NABIL Directeur Chargé des Constructions et du Patrimoine Membre du CCC septembre 2014 - juin 2015
Aziz NAHYA Directeur Chargé de la Vie Scolaire Membre du CCC février 2018 - août 2018
Fouad CHAFIQI Directeur des Curricula Membre du CCC septembre 2014 - août 2018
Hind BENLHABIB Directrice du Système d'Information Membre du CCC septembre 2014 - août 2018
Hssain OUJOUR Directeur de l'Education Non Formelle Membre du CCC septembre 2014 - août 2018

Mohamed SASSI Directeur, Centre National de l'Evaluation, des Examens et de
l'Orientation Membre du CCC septembre 2014 - août 2018

Mohammadine ISMAILI Directeur Chargée de l'Enseignement Technique et de la Vie Scolaire Membre du CCC septembre 2014 - février 2016
Younes BENAKKI Directeur des Affaires Générales, du Budget et du Patrimoine Membre du CCC septembre 2014 - août 2018

Youssef EL AZHARI Directeur, Centre National des Innovations Pédagogiques et de
l'Expérimentation / Unité Central de la Formation des Cadres Membre du CCC septembre 2014 - août 2018

(Directeurs des AREF concernées)
Abdelmoumen TALIB Directeur de l'AREF Casablanca-Settat Membre du CCC octobre 2017 - août 2018
Ahmed KARIMI Directeur de l'AREF Marrakech-Safi Membre du CCC février 2016 - août 2018
Mohamed LAOUINA Directeur de l'AREF Chaouia Ourdigha Membre du CCC septembre 2014 - février 2016
Mohammadine ISMAILI Directeur de l'AREF Casablanca-Settat Membre du CCC février 2016 - octobre 2017
Mohammed ADERDOUR Directeur de l'AREF Rabat-Salé-Kenitra Membre du CCC février 2016 - août 2018
Naji CHOUKRI Directeur de l'AREF Doukkala Abda Membre du CCC septembre 2014 - février 2016

(Membres du Comité Chargé du Projet)
Abdelhak GHOULI Chef deDivision, DSSP Chef du Projet septembre 2014 - août 2018
Ahmed MAHROUG Responsable d'Unité, DSSP Coordinateur National du Projet septembre 2014 - juin 2017
Taoufiq FIKRI Coordonnateur du dossier des PTF, DSSP Coordinateur National du Projet juillet 2017 - août 2018
Ahmed CHAIBI Chef de Division, CNEEO Point focal pédagogie septembre 2014 - août 2018
Mohamed Cherif ESSALIH Chef de Division, DAGBP Point focal budget septembre 2014 - août 2018
Ali ALLOUCH Chef de Division, DETVS Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2014 - août 2015
Douhid EL MOFADDAL Chef de Division, UCFC Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2014 - août 2018
Elhassane MAHFOUDI Chef de Division, DENF Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2014 - août 2018
Mohamed Amine MAGHRAOUI Chef de Division, DCP Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2014 - juin 2015
Mohamed EL HAMDI Chef de Division, DC Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2015 - août 2018
Nourddine BOUHEMAID Chef de Division, DSI Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2014 - août 2015
Nourdine ELMAZOUNI Chef de Division, CNIPE Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2014 - août 2018
Sidi Rachid EL AMRANI EL IDRISSI Chef de Division, DC Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2014 - août 2015
Abdeljalil BENZOUINA Chef de Service, DAGBP Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2014 - août 2018
Rachid ELATMI Coordinateur National du Projet d'Etablissement Membre du Comité Chargé du Projet septembre 2015 - décembre 2017
Hicham BARKIA Coordinateur National du Projet d'Etablissement Membre du Comité Chargé du Projet janvier 2018 - août 2018



Nom Désignation Fonction dans le projet Période assignée

Mohamed LAAOUINA Directeur, Académie Régionale de l’Éducation et de la
Formation -Chaouia Ourdigha- septembre 2014 - février 2016

Charaf Eddine HLIMI Chef du CRDAPP, Académie Régionale de l’Éducation et de la
Formation -Chaouia Ourdigha- Coordonnateur régional du projet PEEQ septembre 2014 - février 2016

Choukri NAJI Directeur, Académie Régionale de l’Éducation et de la
Formation -Doukkala Abda- septembre 2014 - février 2016

Marjoua MOHAMED Chef de service, Académie Régionale de l’Éducation et de la
Formation -Doukkala Abda- Coordonnateur régional du projet PEEQ septembre 2014 - février 2016

Mohammadine ISMAILI Directeur, Académie Régionale de l’Éducation et de la Formation -Casablanca- Settat- février 2016 - octobre 2017

Abdelmoumen TALIB Directeur, Académie Régionale de l’Éducation et de la Formation -Casablanca- Settat- octobre 2017 - août 2018

Said ERRAKIB Académie Régionale de l’Éducation et de la Formation -Casablanca- Settat- Coordonnateur régional du projet PEEQ février 2016 - décembre 2016

Laila OUKHATTAR Académie Régionale de l’Éducation et de la Formation -Casablanca- Settat- Coordinatrice régionale du projet PEEQ septembre 2017 - août 2018

Abdelkader ETTALBI Directeur provincial de Settat avril 2010 - fevrier  2016

Ahmed GHANNAMI Directeur provincial de Settat fevrier 2016 - août 2016

Abdelilah MOUNADDIME Chef de Service Pédagogique,
Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation - Settat-

Coordonnateur provincial du projet PEEQ / Coordonnateur provincial du
projet d'établissement septembre 2014 - août 2018

Noureddine DIHAJ Directeur provincial de Berrechid mars 2013 - septembre 2015

Mbarek ROCHDI Directeur provincial de Berrechid fevrier 2017 - aout 2018

Rahal HAOUATE Chef de Service Pédagogique
Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation -Berrechid- Coordonnateur provincial du projet PEEQ septembre 2014 - juin 2018

Dalil DAHMAN Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation -Berrechid- Coordinnateur provincial assistant du projet PEEQ septembre 2014 - août 2018

Abdelfettah FAKHRI Directeur provincial d'El Jadida septembre 2014 - fevrier 2015

Mohammed HAJJAOUI Directeur provincial d'El Jadida fevrier  2015 -  mars 2016

Abdelaziz BOUHENCH Directeur provincial d'El Jadida mars 2016 -  septembre  2017

Abdellatif CHAOUKI Directeur provincial d'El Jadida septembre  2017 -  août 2018

Abdelali EL HARIRI Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation -El Jadida- Coordonnateur provincial du projet PEEQ septembre 2014 - août 2018

Mohamed HAJAOUI Directeur provincial de Sidi Bennour septembre 2014 - août 2018

Omar BENFRIHA Chef de Bureau d'examens
Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation - Sidi Bennour- Coordonnateur provincial du projet PEEQ septembre 2014 - août 2018

Mohammed ADERDOUR Directeur, Académie Régionale de l’Éducation et de la Formation -Rabat Salé Kénitra- février 2016 - août 2018

Rachid ARHARBI Académie Régionale de l’Éducation et de la Formation -Rabat Salé Kénitra- Coordonnateur régional du projet PEEQ février 2016 - août 2018

Aziza LAHSHALFI Directrice provinciale de Sidi Slimane février 2016 - aout 2018

Jaouad ZAHER Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation -Sidi Slimane- Coordonnateur provincial du projet PEEQ / Coordonnateur provincial du
projet d'établissement février 2016 - août 2018

Ahmed ELHARROUCHI Directeur provincial de Sidi Kacem février 2016 - aout 2018

Jalil MARS Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation -Sidi Kacem- Coordonnateur provincial du projet PEEQ février 2016 - août 2018

Ahmed KARIMI Directeur, Académie Régionale de l’Éducation et de la Formation -Marrakech Safi- février 2016 - août  2018

Youssef NAIT BELAID Chef du CRDAPP, Académie Régionale de l’Éducation et de la Formation -Marrakech
Safi- Coordonnateur régional du projet PEEQ février 2016 - août 2018

Abdellah NMIRICH Académie Régionale de l’Éducation et de la Formation -Marrakech Safi- Coordonnateur régional du projet d'établissement février 2016 - août 2018

Youssef AITHADDOUCH Directeur provincial d'Al Haouz février 2016 - août  2018

Hicham AIT TAHAR Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation -Al Haouz- Coordonnateur provincial du projet PEEQ février 2016 - août 2018

Outgouramte LAHCEN Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation -Al Haouz- Coordonnateur provincial du projet d'établissement

Brahim EL MAADRI Directeur provincial de Chichaoua février 2016 - août 2018

Jamal Mohamed KANTARI Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation -Chichaoua- Coordonnateur provincial du projet PEEQ février 2016 - août 2018

Bouchra LEKREBSSI Direction Provinciale de l’Éducation et de la Formation -Chichaoua- Coordonnatrice provincial du projet d'établissement février 2016 - août 2018

Chaouia-Ourdigha

Doukkala Abda

Marrakech Safi

Casablanca- Settat

Rabat Salé Kénitra



 

モロッコ国公平な教育振興プロジェクト 業務完了報告書 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料3 

研修実績 

  



 



Durée et Période
Formateur/facilitateur (position

et organisation)

Cibles (Participants à la

formation)
Lieu

7 jours (21-23 et 27-
30/01/2015)

KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences))

Inspecteurs pédagogiques
affectés par le CNEEO

Rabat

4 jours (06-
09/04/2015)

KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences))

16 inspecteurs Rabat

5 jours (07-
11/03/2016)

SATO Akira (Evaluation
éducative), KOZAI Takeshi,
KUSAKA Satoshi

10 inspecteurs et
administrateurs

Rabat

2 jours (01-
02/06/2016)

KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences))

10 inspecteurs et
administrateurs

Rabat

3 réunions d'un jour
(07-09/09/2016)

OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique), CHAIBI
Ahmed (CNEEO/Chef de division
de l’évaluation), KACH Hafida
(CNEEO/Chef de service de
l’évaluation)

45 administrateurs,
inspecteurs et directeurs
d'établissement

Kenitra
Casablanca
Marrakech

3 ateliers pour 8
jours au total (03 et
22-24/11/2016, 17-
20/12/2016)

SATO Akira (Evaluation
éducative), KOZAI Takeshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences)),
KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences))

12 administrateurs et
inspecteurs

RabatAtelier pour le développement du module de
formation sur « l’amélioration de l'enseignement
en mettant à profit les erreurs des élèves »

Réunion d'information sur la méthode de mise en
œuvre des tests diagnostiques

Atelier pour le développement du test
diagnostique

Liste des formations, des seminaires et des ateliers menés dans le Projet

Activité

« Activités retalives à l'évaluation diagnostique »
Atelier pour le développement du test
diagnostique

Atelier pour l'analyse d'erreurs sur les résultats du
test diagnostique

Atelier pour la finalisation du test diagnostique

1/9



Durée et Période
Formateur/facilitateur (position

et organisation)

Cibles (Participants à la

formation)
LieuActivité

4 réunions d'un jour
(16-17, 24-
25/11/2016)

OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique), SATO
Akira (Evaluation éducative)

Coordinateurs provinciaux
du PEEQ, inspecteurs,
directeurs d'établissement

El Jadida
Sidi Slimane
Settat
Al Haouz

10 jours (28/02-
03/03/2017, 03-05,
26-28/04/2017)

OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique), SATO
Akira (Evaluation éducative),
KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences)),
CHAIBI Ahmed (CNEEO/Chef de
division de l’évaluation), KACH
Hafida  (CNEEO/Chef de service
de l’évaluation)

9 inspecteurs Rabat

1 jour (11/09/2017) OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique)

3 inspecteurs
pédagogiques affectés par
le CNEEO

Rabat

Réunion de récapitulation sur les résultats des
tests diagnostiques

Atelier pour la finalisation du test des prérequis
intégrant le test diagnostique du PEEQ

Atelier pour la rédaction et l'édition du rapport
des résultats du test diagnostique, et intégration
du test diagnostique du PEEQ dans le test des
prérequis

2/9



Durée et Période
Formateur/facilitateur (position

et organisation)

Cibles (Participants à la

formation)
LieuActivité

2 ateliers de 2 jours
(13-14 et 15-
16/01/2015)

KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences))

Inspecteurs pédagogiques Settat
El Jadida

2 jours (28-
29/04/2015)

KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences))

7 inspecteurs Rabat

2 jours (12-
13/05/2015)

KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences))

3 inspecteurs Rabat

4 jour (19-20 et 27-
28/11/2015)

KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences))

Inspecteurs et
administrateurs

Rabat

4 jours (04-
07/01/2016)

CHAIBI Ahmed (CNEEO/Chef de
division de l’évaluation)

3 inspecteurs Rabat

5 jour (21-
25/03/2016)

KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences))

5 inspecteurs et
administrateurs

Rabat

1 jour (25/02/2018) OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique)

5 inspecteurs RabatAtelier pour valider le matériel pédagogique
développé dans le Projet

Atelier pour la finalisation du matériel
pédagogique supplémentaire

Atelier pour le développement du matériel
pédagogique supplémentaire

« Activités retalives au développement du matériel pédagogique »
Atelier pour l'analyse du curriculum

Atelier pour le développement du matériel
pédagogique supplémentaire

Atelier pour le développement du matériel
pédagogique supplémentaire (réunion de suivi)

Atelier pour le développement du matériel
pédagogique supplémentaire

3/9



Durée et Période
Formateur/facilitateur (position

et organisation)

Cibles (Participants à la

formation)
LieuActivité

2 ateliers d'un jour
(11 et 16/02/2015)

KOZAI Takeshi (Developpement
du matériel pédagogique (maths et
sciences))

17 inspecteurs, formateurs
du CRMEF et
cordinateurs du projet

Settat
El Jadida

2 réunions d'un jour
(12 et 19/10/2015)

KOZAI Takeshi (Developpement
du matériel pédagogique (maths et
sciences))

16 inspecteurs et
administrateurs

Settat
El Jadida

2 réunions d'un jour
(29/02 et
14/03/2015)

KOZAI Takeshi et KISAKA
Satoshi (Developpement du
matériel pédagogique (maths et
sciences))

26 inspecteurs et
administrateurs

Settat
El Jadida

2 réunions d'un jour
(19-20/01/2017)

OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique), CHAIBI
Ahmed (CNEEO/Chef de division
de l’évaluation), KACH Hafida
(CNEEO/Chef de service de
l’évaluation), 4 inspecteurs
pédagogiques

8 inspecteurs Rabat

3 ateliers de 2 jours
(26-27/01/2017 et
16-17/03/2017)

Inspecteurs coordinateurs
régionaux, inspecteur
pédagogique

Inspecteurs de
circonscription chargés
des établissements de
mise en œuvre des tests
diagnostiques dans 8
provinces

Casablanca
Chichaoua
Sidi Kacem

« Activités retalives à l'encadrement pour les personnes ressources pédagogiques »
Atelier de formation pour les inspecteurs et les
formateurs du CRMEF

Atelier pour la préparation des sessions de
formation des enseignants

Atelier pour la préparation des sessions de
formation des enseignants

Atelier de formation de formateurs au niveau
régional pour inspecteurs de circonscription
chargés des établissements

Atelier de formation de formateurs au niveau
central pour inspecteurs coordinateurs
régionaux

4/9



Durée et Période
Formateur/facilitateur (position

et organisation)

Cibles (Participants à la

formation)
LieuActivité

3 formations de 2
jours (12-13, 17-18
et 19-20/02/2015)

KOZAI Takeshi, KUSAKA
Satoshi et instecteurs/formateurs
encadrés

157 enseignants,
administrateurs et
membres de l'associations
de parents d'élève

Settat
El Jadida
Sidi Bennour

4 séances de 2 jours
(13-14, 16-17, 20-21,
22-23/10/2015

KOZAI Takeshi, KUSAKA
Satoshi et instecteurs/formateurs
encadrés

110 enseignants Settat
Berrechid
El Jadida
Sidi Bennour

2 jours (21-
22/10/2015)

KOZAI Takeshi (Developpement
du matériel pédagogique (maths et
sciences))

48 enseignant et
inspecteurs

Rabat

4 séances de 2 jours
(01-02, 03-04, 15-16,
17-18/03/2016)

KOZAI Takeshi, KUSAKA
Satoshi et instecteurs/formateurs
encadrés

163 enseignant et
administrateurs

Settat
Berrechid
El Jadida
Sidi Bennour

février - averil, 2017 OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique), SATO
Akira (Evaluation éducative),
KUSAKA Satoshi
(Developpement du matériel
pédagogique (maths et sciences)),
inspecteurs de circonscription
chargés des établissements

Plus que 286 enseignants
et 26 inspecteurs dans 8
provinces

Settat
Berrechid
El Jadida
Sidi Bennour
Sidi Slimane
Sidi Kacem
Al Haouz
Chichaoua

25/09-13/10/2017
5-13/12/2017

SATO Akira (Evaluation
éducative), YAMADA Megumi
(Promotion et Suivi des formations
pédagogiques)

Enseignants des 32
établissements scolaires

Settat, Berrechid
El Jadida, Sidi Bennour
Sidi Slimane, Sidi Kacem
Al Haouz, Chichaoua

Encadrement diactique pour les enseignants sur
l'utilisation des cartes de nombres et des feuilles
de calcul mental

« Activités retalives à l'encadrement didactique pour les enseignants »
Formation pour des représentants des enseignants
des établissements cibles du projet

Formation des enseignants pour amélioration de
l'enseignement (mathématiques)

Atelier national pour l’amélioration de
l’enseignement basé sur l’évaluation
diagnostique

Formation des enseignants pour amélioration de
l'enseignement (sciences)

Formation et atelier au niveau des
établissements pour l’amélioration de
l’enseignement basé sur l’évaluation
diagnostique

5/9



Durée et Période
Formateur/facilitateur (position

et organisation)

Cibles (Participants à la

formation)
LieuActivité

8 atelier d'un jour
(16-19 et 23-
26/02/2015)

SHIMIZU Mayu (Gestion de
l'établissement scolaire)

246 directeurs
d'établissement,
surveillants et enseignants

Settat
Berrechid
El Jadida
Sidi Bennour

9 jours (25-29/05 et
01-03/06/2015)

HORI Yoshihiro (Gestion de
l'établissement scolaire) et OTA
Miho (Education des filles)

Directeurs
d'établissement et
enseignants

Settat
Berrechid
El Jadida
Sidi Bennour

8 jours (20-23 et 26-
29/10/2015)

HORI Yoshihiro (Gestion de
l'établissement scolaire)

Directeurs
d'établissement et
enseignants

Settat
Berrechid
El Jadida
Sidi Bennour

2 ateliers d'un jour
(23 et 29/02/2016

HORI Yoshihiro (Gestion de
l'établissement scolaire)

24 directeurs
d'établissement et
enseignants

Settat
El Jadida

1 jour (26/04/2016) HORI Yoshihiro (Gestion de
l'établissement scolaire) et
TERAOKA Ryosuke (Gestion de
sous-projet)

23 directeurs
d'établissement et
enseignants

Casablanca

3 ateliers d'un jour
(21, 26 et
29/09/2016)

HORI Yoshihiro (Gestion de
l'établissement scolaire) et
TERAOKA Ryosuke (Gestion de
sous-projet)

37 coordinateurs et
accompagnateurs

Casablanca
Marrakech
Kenitra

4 ateliers d'un jour
(22, 27, 28,
30/09/2016)

HORI Yoshihiro (Gestion de
l'établissement scolaire) et
TERAOKA Ryosuke (Gestion de
sous-projet)

83 directeurs
d'établissement et
enseignants

Marrakech
Settat
El Jadida
Kenitra

Atelier 1 de la Composante Equité

Atelier 2 de la Composante Equité

Atelier pour la préparation de la planification de
la Composante Equité

Atelier 3 de la Composante Equité

Accompagnement de proximité pour la
planification et la mise en œuvre des activités de
l'Axe PEEQ du projet d'établissement

« Activités retalives à la Composante Equité »
Atelier pour la planification des activité "accès"
du PEEQ

Accompagnement de proximité pour la
planification des activités de l'Axe PEEQ du
projet d'établissement

6/9



Durée et Période
Formateur/facilitateur (position

et organisation)

Cibles (Participants à la

formation)
LieuActivité

1 jour (22/03/2017) OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique), HORI
Yoshihiro (Gestion de
l'établissement scolaire),
TERAOKA Ryosuke (Gestion de
sous-projet), YAMADA Megumi
(Promotion et Suivi des
Formations
Pédagogiques)

9 administrateurs,
inspecteurs et directeurs
d'établissement

Marrakech

8 ateliers d'un jour
(19-21, 23,
25/09/2017)

OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique),
TERAOKA Ryosuke (Gestion de
sous-projet)

147 administrateurs,
inspecteurs, directeurs
d'établissement et
enseignants

Settat, Berrechid
El Jadida, Sidi Bennour
Sidi Slimane, Sidi Kacem
Al Haouz, Chichaoua

4 ateliers d'un jour
(07, 09-11/11/2017)

TERAOKA Ryosuke (Gestion de
sous-projet)

74 administrateurs,
inspecteurs, directeurs
d'établissement et
enseignants

Settat, Berrechid
El Jadida, Sidi Bennour
Sidi Slimane, Sidi Kacem
Al Haouz, Chichaoua

8 atelier d'un jour
(16-19/04/2018)

OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique),
TERAOKA Ryosuke (Gestion de
sous-projet), YAMADA Megumi
(Promotion et Suivi des
Formations
Pédagogiques)

109 administrateurs,
inspecteurs, et directeurs
d'établissement

Settat, Berrechid
El Jadida, Sidi Bennour
Sidi Slimane, Sidi Kacem
Al Haouz, Chichaoua

Atelier pour discuter sur l’élaboration du guide

Atelier destiné aux directeurs d'établissements de
partager et étudier mutuellement ces plans
d’action annuel

Atelier de partager des résultats des activités du
PEEQ

Atelier destiné aux directeurs d'établissements au
sujet du plan d’action annuel
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Durée et Période
Formateur/facilitateur (position

et organisation)

Cibles (Participants à la

formation)
LieuActivité

2 jours (21-
22/10/2014)

Experts de l'équipe de la JICA 12 membres du Comité
Chargé du Projet

Rabat

1 jour (14/11/2014) Experts de l'équipe de la JICA Ispecteurs pédagogiques El Jadida

15 jours (23/01-
06/02/2016)

12 partenaires du projet Tokyo
Kanazawa

7 jours (16-
22/04/2016)

5 reponsables du MENFP Tokyo
Chiba

15 jours (14-
28/05/2016)

14 partenaires du projet Tokyo
Kochi, Kami, Naruto

05/10/2017 OKUKAWA Hiroshi (Chef
d'équipe/ Développement du
matériel pédagogique), SATO
Akira (Evaluation éducative)

8 personnes de directions
concernées du
MENFPESRS, 4
inspecteurs

Rabat

1 jour (11/12/2017) OKUKAWA Hiroshi  (Chef
d’équipe / Développement du
matériel pédagogique), SATO
Akira  (Évaluation éducative),
GHOULI Abdelhak (Chef de
projet),  CHAIBI
Ahmed(CNEEO/Chef de division
de l’évaluation)

80 personnes concernées
aux niveaux central,
régional et provincial dans
3 régions (CS, RSK, MS)

Rabat

Atelier pour discuter sur le modèle de dissé
mination à l’échelle nationale

Séminaire de dissémination des activités du
PEEQ

« Autres activités »
Atelier pour la préparation du Cadre de référence

Atelier pour le développement des questionaires
sur l'état des lieux

1er stage de formation au Japon

Visite de la délégation ministérielle au Japon

2e stage de formation au Japon

8/9



Durée et Période
Formateur/facilitateur (position

et organisation)

Cibles (Participants à la

formation)
LieuActivité

3 jours (14-
16/02/2018)

OKUKAWA Hiroshi  (Chef
d’équipe / Développement du
matériel pédagogique), SATO
Akira (Évaluation éducative)

9 inspecteurs Rabat

3 jours (07-
09/04/2018)

OKUKAWA Hiroshi  (Chef
d’équipe / Développement du
matériel pédagogique), KOZAI
Takeshi (Developpement du
matériel pédagogique (maths et
sciences)), Akira SATO
(Évaluation éducative)

31 auteurs de manuels
scolaires
(mathématiques:9;
scientifiques:22)

Rabat

1 jour (19/07/2018) OKUKAWA Hiroshi  (Chef
d’équipe / Développement du
matériel pédagogique), CHAFIQI
Fouad (Directeur des curricula),
SLIMANI Abdelghani (inspecteur)

62 inspecteurs
démultiplicateurs

Rabat

1 jour (26/07/2018) OKUKAWA Hiroshi  (Chef
d’équipe / Développement du
matériel pédagogique), HORI
Yoshihiro (Gestion de
l'établissement scolaire)

60 administrateurs,
inspecteurs, représentants
de bailleurs de fonds et la
presse

RabatCérémonie de clôture / Séminaire national du
Projet d'amélioration de l'éducation avec équité et
qualité (PEEQ)

Atelier pour intégrer les activités et l'approche
pédagogique du PEEQ dans le curriculum de
l'enseignement des mathématiques du primaire

Programme pour le partage de l'apport du PEEQ
avec les inspecteurs démultiplicateurs

Atelier sur la révision des manuels scolaires de
mathématiques et des activités scientifiques : 1re
et 2e années de l’enseignement primaire
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研修員受入実績 

  



 



JICAモロッコ国公平な教育振興プロジェクト（PEEQ） 

第 1回本邦研修 

参加者リスト 

 

No. Name 所属 役職 性別 
1 Abdelhak GHOULI 国民教育職業訓練

省戦略・統計・計画

局 

計画課長（PEEQ プロジェクト
マネージャー） 

男 

2 Ahmed CHAIBI  国民教育職業訓練

省 国立評価試験

進路指導センター 

評価課長 男 

3 Abdelilah 

MOUNADDIME  

セタット県教育支

局 
教務係長（PEEQ 県コーディネ
ーター） 

男 

4 Rahal HAOUATE  ベルシッド県教育

支局 
教務係長（PEEQ 県コーディネ
ーター） 

男 

5 Mohamed MARJOUA  ドゥカラ・アブダ州
教育局 

教務・スクールマップ・進路指

導・情報課 係長（PEEQ州コ
ーディネーター） 

男 

6 Abdelali EL HARIRI  エルジャディーダ

県教育支局 
情報・進路指導係 室長（PEEQ
県コーディネーター） 

男 

7 Omar BENFRIHA シディベヌール県

教育支局 
学校生活係 職員（PEEQ県コ
ーディネーター） 

男 

8 Abdelmojib MRABET  国民教育職業訓練
省 国立評価試験

進路指導センター 

プロジェクトマネージャー 男 

9 Rachid EL HAOUARI  国民教育職業訓練
省 総務・予算・資

産局  

予算作成調査係長 男 

10 Otteman ELOUADI  国民教育職業訓練

省 法務・係争局 
法的文書管理普及係長 男 

11 Mohamed EL HAMDI  国民教育職業訓練
省 
カリキュラム局 

理科・体育教育課長 男 

12 Nourdine EL 

MAZOUNI  

国民教育職業訓練

省 国立教育イノ

ベーション研究セ

ンター 

教育研究・文書管理・教材普及

課長 
男 

 

 



JICAモロッコ国公平な教育振興プロジェクト（PEEQ） 

第 2回本邦研修 

参加者リスト 

 

No. Name 所属 役職 性別 
1 Ahmed MAHROUG 国民教育職業訓練省 

戦略・統計・計画局 
PEEQ ナショナル・プロジ

ェクトコーディネーター 
男 

2 Taoufiq FIKRI 国民教育職業訓練省戦

略・統計・計画局 
技術財務パートナー案件

コーディネーター 
男 

3 Siham YAKRIB 国民教育職業訓練省 
カリキュラム局 

教育研究調整指導係長 女 

4 Nihal ABITIU 国民教育職業訓練省 
カリキュラム局 

モニタリング・教育資料管

理責任者 
女 

5 Hafida KACH 国民教育職業訓練省 
評価・学校生活編成局

／国立評価試験進路指

導センター 

評価係長 女 

6 Youness NAIL 国民教育職業訓練省 
情報システム局 

教育プロジェクト運営係

長 
男 

7 Abdellatif 
FERGOUG 

国民教育職業訓練省 
国立教育革新研究セン

ター 

E ラーニング・プロジェク
トマネージャー 

男 

8 Rachid EL AATMI 国民教育職業訓練省 
技術教育・学校生活局 

学校プロジェクト・ナショ

ナル・コーディネーター 
男 

9 Youssef NAIT 
BELAID 

マラケシュ・サフィ州

教育局 
PEEQ 州プロジェクトコー

ディネーター 
男 

10 Hicham AIT TAHAR アルハウズ県教育支局 PEEQ 県プロジェクトコー

ディネーター 
男 

11 Jamal Mohamed 
KANTARI 

シシャワ県教育支局 PEEQ 県プロジェクトコー

ディネーター 
男 

12 Rachid ARHARBI ラバト・サレ・ケニトラ

州教育局 
PEEQ 州プロジェクトコー

ディネーター 
男 

13 Jaouad ZAHER シディスリマン県教育

支局 
PEEQ 県プロジェクトコー

ディネーター 
男 

14 Jalil MARS シディカセム県教育支

局 
PEEQ 県プロジェクトコー

ディネーター 
男 

15 Abdelghani 
SLIMANI 

ベンスリマン県教育支

局 
視学官 男 
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供与機材・携行機材実績（引渡しリスト含む）  
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Plan of Operation 



 



Project Monitoring Sheet 2 (Revision of Plan of Operation)
Dated 5th September 2018

Project Title: Project for Promoting Education with Equity and Quality (PEEQ)

自社負担

自社負担

自社負担

Training in Japan

In-country (Third country) Training

※　「学校運営」は2015年5月から堀を追加投入、2015年9月に清水の後任として派遣していることから、清水と堀の投入を合体して記載している。

Activities

Sub-Activities Morocco Japan

✓ ✓

✓

✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓

N/A N/A

N/A N/A

Inputs Plan 2014 2015 2016 2017 2018
Remarks

Actual 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 4-6 7-9 4-6 7-910-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 10-12 1-3

Actual

Actual

Expert

奥川　浩士（チーフアドバイザー/教材開発1）
Plan 

石井　徹弥（副総括）
Plan 

佐藤　晃（教育評価）
Plan 

Actual

日下　智志（教材開発3（理数科教育））
Plan 

香西　武 （教材開発2（理数科教育））
Plan 

Actual

Actual

Actual

太田　美穂（女子教育）
Plan 

Actual

清水　麻由/堀　康廣（学校運営）※
Plan 

N/A N/A

N/A N/A

Actual

寺岡　亮輔（サブプロジェクト運営）
Plan 

西野　宏 (インパクト評価)
Plan 

N/A N/A

野々口　敦子（女子教育2）
Plan 

Actual
N/A N/A

Actual
N/A N/A

Actual

Plan 

Actual

N/A N/A

N/A N/A
Plan 

Actual

山田　めぐみ（研修実施モニタリング)
Plan 

Responsible Organization

N/A N/A

Plan 2014 2015 2016 2017 2018

7-9
Achievements Issue & Countermeasures

4-6

Output 1.Measures to mitigate school disparities in learning achievement, composed mainly of diagnostic test, error analysis, preparation of lesson plans, learning support by the use of

1-1 Study current practice of student assessment at school,

Direction Provinciale, AREF and MENFPESRS

Plan Project Committee

AREF

Direction Prov.

Chief

Advisor

Sub-leader

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-67-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12Actual 7-9 10-12 1-3

Actual

1-2 Identify lower secondary schools and its affiliated primary

schools (Bassin Scolarie) that need interventions to narrow its

gap in student achievement.

Plan AREF

Direction

Prov.

Chief

Advisor
Actual

MENFPESRSならびに関係するAREF、県教育局、学校との協議を
通じ、モロッコで実施されている生徒評価・試験についての情報を入
手した。

第１ラウンドは、シャウィア・ウルディガ州並びにドゥカラ・アブダ州（い
ずれも現カサブランカ・セタット州）、　第2ラウンドは、ラバト・サレ・ケ

ニトラ州並びにマラケシュ・サフィ州から、設定した基準により各県2つ
の困難な学校群を選定した。

1-4 MENFPESRS personnel facilitate learning/briefing

session for AREF/CRMEF/Direction Provinciale

Plan 
Project

Committee

Actual

1-3 Japanese experts conduct learning/briefing session for

MENFPESRS/AREF/CRMEF/ Direction Provinciale personnel

Plan 
Chief

Advisor
Actual

日本人専門家はPEEQプロジェクトの内容や運営方法を、モロッコ側
のパートナー機関に提案し、プロジェクトに対する理解を深める努力
をするとともに、それらパートナー機関との協議を通じて、プロジェクト
の方向性を共同で確認した。

MENFPESRSはAREF/CRMEF/県教育局などの下部機関に対し、
特にそれらが新たにプロジェクト対象として加わる際に、日本人専門
家チームと協力して対象地域を訪れ、プロジェクトの内容や運営方法
について説明した。

2018年7月に開催された全国セミナー後に策定される
ことになっている各州の州普及計画が、計画通りに実
施されているか、事後モニタリングを担うPôle Pé

dagogiqueが各AREFと連携を取りつつ確認する。

Actual

1-6 Devise and try-out intervention to restore basic academic

skill of students (e.g. supplementary learning materials)

Plan CNEEO, DC

AREF

Direct. Prov.

Math and

Science

EducationActual

1-5 MENFPESRS/AREF in collaboration analyze test result to

identify the knowledge and skills that students have difficulty

in acquiring and its reasons, with a focus on basic academic

skill of students

Plan 

CNEEO

Educational

Evaluation,

Math and

Science

Education

2015年、2016年に診断テストを実施し、視学官と日本人専門家が協
力して、分析結果の報告書を作成した。また、診断テストの今後の普
及に向けて、MENFPESRSが既に全国的に展開している既習事項

確認テストとPEEQの診断テストを統合した。

2018/2019年度以降、初等教育カリキュラムの改訂に
伴い、学年ごとの学習内容に変更が加えられるので、
それに合わせて既習事項確認テストの改訂も必要とな
る。

視学官と日本人専門家が協力しながら算数問題集、基礎計算力習熟
用補助教材等を開発し、プロジェクト対象校で試行した。

Actual

1-8 Inspector in charge introduce the approaches/techniques

as a part of their routine inspection work

Plan 
AREF

Direc. Prov.

Math and

Science

EducationActual

1-7 MENFPESRS/AREF in collaboration synthesize effective

pedagogical approach/technique to improve student learning

Plan CNEEO, DC

AREF

Direct. Prov.

Math and

Science

Education

プロジェクトでの試行結果を受けて、「初等算数教育における基礎学
力評価習熟のための教育モデル」が改訂版カリキュラム（小学1・2

年）の中に統合された。

「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教育モデル」の
視学官による学校現場への伝達は、本プロジェクトの枠組みの中で
は、不定期に行われる通常の視学業務の一環というよりむしろ、教員
への研修という形で実践された。

小学1～2年生は2018/2019年度、小学3～4年生は

2019/2020年度、小学5～6年生は2020/2021年度に
カリキュラムが改訂される。プロジェクト終了後にも、
「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための
教育モデル」が、確実に改訂版カリキュラムに統合され
ることが重要である。さらに、数字カード、暗算プリン
ト、治療用教材、算数問題集の活用を含む「教育モデ
ル」が、担当視学官による指導を通じて各学校で実践
されているか、県教育局、AREF、MENFPESRS Pôle

Pédagogiqueが定期的にモニタリングしなければなら
ない。

日本人専門家による、教育方法に係る教員対象の集合研修は、計4

回（2015年2月、2015年10月、2016年3月、2017年2月～4月）実施
された。

第1ラウンドでは県レベルで、第2ラウンド以降は「教育・学習プロセス
の改善に向けた誤答の教育学実践のための研修モジュール」に沿っ
て、視学官の指導の下に学校レベルで誤答分析のワークショップが
実施された。

Actual

Actual

1-11 Teachers at the identified schools revise and implement

lesson plan accordingly

Plan 
Direc. Prov.

Math and

Science

EducationActual

1-10 The trained inspectors and CRMEF trainers conduct

training for teachers with support of Japanese experts

Plan 
CNEEO

AREF

Direc. Prov.

Math and

Science

Education

1-9 Japanese experts conduct training for the inspectors and

CRMEF trainers

Plan CNEEO

AREF

Direc. Prov.

Math and

Science

EducationActual

視学官、県教育局、AREFの報告ラインを通じて情報

が伝達されていることを、事後モニタリングを担うPôle

Pédagogiqueが確認することが重要である。

教員による誤答分析結果の活用が促進されるよう、視
学官による指導が継続されなければならない。

教員は研修会を通じ習得した誤答分析により明らかにされた児童生
徒がつまずきやすいポイントに配慮して、授業計画を作成した。

教員研修会を実施した視学官は、県教育局に報告を行い、研修会の
成果等を伝えた。また、プロジェクトチームとともに補助教材配布の効
果を確認するモニタリング等も行った。

1-12 Inspectors in charge report the progress at its routine

meeting

Plan 
AREF

Direc. Prov.

Chief

Advisor

Monitoring

Issue Solution

N/A N/A

N/A N/A

N/A N/A



✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

✓

✓

✓

✓

1st Round 2nd Round 3rd Round 4th Round

Output 2.School management mechanism to promote activities aiming at mitigating disparities in access to and quality of education is tried out and set

2-1 Study current practice concerning improvement of school

management at the national, regional, provincial and local

levels

Plan Project Committee

AREF

Direction Prov.

Chief Advisor

School

Management

Girl Education

2-2 Identify lower secondary schools and their affiliated

primary schools (bassins scolaires) that need interventions to

deal with challenges in terms of student learning achievement

and internal efficiency of education (especially, primary-

secondary transition and girls’ schooling)

Plan 
AREF

Direc. Prov.

Chief

Advisor
Actual

2-3 Carry out survey on current activities concerning

education improvement in the selected lower secondary

schools and its affiliated primary schools (bassins scolaires)

Plan AREF

Direc. Prov.

Chief Advisor

School

Management

Girl Education

第１ラウンドは、シャウィア・ウルディガ州並びにドゥカラ・アブダ州（い
ずれも現カサブランカ・セタット州）、　第2ラウンドは、ラバト・サレ・ケ

ニトラ州並びにマラケシュ・サフィ州から、設定した基準により各県2つ
の困難な学校群を選定した。

学校プロジェクトの枠組みを用いて各種教育活動を支援する前に、質
問票調査やインタビューにより、現状調査を行った。

Actual

Actual

MENFPESRSならびに関係するAREF、県教育局、学校との協議に
より、困難校に対する教育へのアクセスならびに中途退学予防への
支援活動の実践についての情報を得た。

年度始めに学校プロジェクト（新規・修正）および年間
活動計画が作成されているか、視学官がモニタリング
することが重要である。

DVS、CNEEO、DC等と共に、「公平で質の高い教育改革のための

実践ガイドブック」を開発し全国のAREFおよび県教育局、また、視学
官、学校に配布した。

学校プロジェクトの計画・実施・モニタリングのために、
学校運営ガイドブックが各学校で活用されているか、
担当視学官が定期的にモニタリングすることが重要で
ある。

Actual

各支援対象校で、校長、教員、学校運営評議会により活動計画が策
定され、県教育局へ提出された。

2-5　Hold orientation workshop for the identified lower

secondary schools and its affiliated primary schools to

develop and improve school project

Plan 
AREF

Direc. Prov.

School

Management

2-4 Develop tools and mechanism appropriate for

strengthening the planning, implementation and monitoring of

school project at the AREF, Direction Provinciale end school

levels

Actual

Actual

2015年2月に就学促進活動計画ワークショップ、2016年9月に学校プ

ロジェクトPEEQ軸の年間活動計画の作成・実施の仕方に関する指

導および経験共有のための研修会、2017年9月に学校プロジェクトの
年間活動計画のあり方とその作成手順等を説明するための校長向け
研修会を実施した。

2-6　The schools propose school project with a special

consideration on the improvement of students’ learning and

their dropout risk mitigation

Plan 
School

School

Management

Girl Education

Plan 
Project

Commitee

DVS

CNEEO

DC

School

Management

2016年2月、4月、2017年11月、2018年4月に活動実施経験の共有
のための研修会、ワークショップを開催した。また、活動の経験を取り
まとめ、他校が類似の活動に取り組もうとする際の参考に供するた
め、4校の調査報告書と、12校から寄せられた活動報告書をひとつに

取りまとめた、「学校プロジェクトPEEQ軸事例集」を作成し全国の

AREFおよび県教育局、また、視学官、学校配布した。

Actual

Actual

AREFが学校プロジェクトを実施するための予算を確

保し執行しているか、MENFPESRS、特にDVSはモニ
タリングを強化しなければならない。

2-8  The schools implement the school project
Plan AREF

Delegation

Sub-project

Management

学校プロジェクトおよび年間活動計画の実施を担当視
学官がモニタリング・評価し、県教育局、AREFと共有

しているか、MENFPESRS、特にDVSはモニタリング
を強化しなければならない。

職能開発実践共同体（CCP）等により学校間で経験共
有がなされるよう、県教育局が指導を強化しなければ
ならない。

2-7 Provide grant to implement the school project
Plan 

AREF
Sub-project

ManagementActual

第1ラウンドでは11校、　第2ラウンドでは29校の学校プロジェクト

PEEQ軸の契約が締結され、さまざまな教育活動が実施された。ま

た、2017/2018学年度はプロジェクトで開発された補助教材を活用し

た学習支援活動のための年間活動計画を策定した76校に対し紙とイ
ンクカートリッジを現物で支給した。

州及び県レベルの学校プロジェクト・コーディネーター、PEEQコーディ

ネーター、支援員（A/A）が連携・調整しながら、モニタリング・評価業
務を実施した。

Output 3. AREF is ready to continue the measures, and MENFPESRS is ready to disseminate the measures to other Regions.

3-1　AREF develops dissemination plan within the region

Plan 

AREF
Chief

Advisor

Actual

2-10  Publish a report on the good practices and organize

meetings for the stakeholders in order to share the activities

carried out by the schools with PEEQ’s assistance

Plan 

DVS
School

Management

2-9　AREF /Direction Provinciale monitor and evaluate

implementation

Plan 
AREF

Delegation

Sub-project

Management

3-3　Japanese experts support MENFPESRS and AREF to

prepare their budget to finance PEEQ activities

Plan 
Project

Committee

Chief

Advisor
Actual

Actual

3-2　MENFPESRS develops nationwide dissemination plan
Plan 

MENFPESRS
Chief

AdvisorActual

各州の州普及計画が策定され計画通りに実施され、ま
た定期的に見直されているか、事後モニタリングを担う
機関であるPôle Pédagogiqueは定期的に確認しなけ
ればならない。

全国普及計画が計画通りに実施され、また定期的に
見直されているか、事後モニタリングを担う機関である
Pôle Pédagogiqueは定期的に確認しなければならな
い

日本人専門家は、「初等算数教育における基礎学力評価習熟のため
の教育モデル」全国普及計画が策定される際に、同モデルの実施に
必要となる経費を試算し、MENFPESRSと実現可能性を協議した。

カリキュラムに統合された「初等算数教育における基
礎学力評価習熟のための教育モデル」が実践されるた
めに、必要な予算を各AREFが確保するよう、

MENFPESRSからの働きかけが必要である。

2018年8月、MENFPESRSから、「初等算数教育における基礎学力
評価習熟のための教育モデル」全国普及計画の実施を関係各局に
求める通達が発出され、その中で、各AREFが州年間行動計画の中
に同モデル普及の計画を含めるよう要請された。

Duration / Phasing Plan 

Actual

3-4　Conduct workshop inviting a wider stakeholders

Plan 

Project

Committee

Chief

Advisor

Actual

2018年7月、「初等算数教育における基礎学力評価習熟のための教

育モデル」を中心とした、2018/2019年度から施行される改訂版カリ

キュラム（小学1・2年対象）に対するPEEQの貢献事項にかかるワー

クショップがMENFPESRSにより実施された。また、あわせてPEEQ

プロジェクト終了式典並びに全国セミナーが開催され、「基礎学力評
価習熟のための教育モデル」全国普及計画を共有し、同モデルの有
効性を示して普及に向けた道筋を示すとともに、プロジェクトのその他
の成果、特に学校プロジェクトの枠組みを用いた各種教育活動の成
果についても報告され、その推進を図るものであった。

Actual 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9

Plan 2014 2015 2016 2017

10-12 1-3 4-6 7-9
Issue Solution

Actual

Project Management Committee
Plan 10th meeting: 3 May 2018

Actual

4-6 7-9

Monitoring

Joint Coordination Committee (JCC)
Plan 7th meeting: 25 Jun. 2018

8th meeting: 26 Jul. 2018

10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3
Monitoring Plan 2018

Remarks

Regional Coordination Committeee (CCR)
Plan 

Actual

Provincial Coordination Committee (CCP)
Plan 

Actual

Monitoring Mission from Japan
Plan 

Actual

Set-up the Detailed Plan of Operation
Plan 

Actual

Actual

End-of-Round Evaluation
Plan 

Actual

Reports/Documents
Sumary and Monitoring Sheet Plan 

Baseline and Endline Survey
Plan 

Actual

Baseline Survey Report Plan 

Actual

Actual

Final Study Report Plan 

Public Relations
Newsletter (bulletin) Plan 

Actual

Project Completion Report Plan 

Actual

Actual

JICA Web Site Plan 

Actual

Brochure, poster, etc. Plan 

ホームページの更新が停滞
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成果品リスト（レポート、マニュアル、ハンドブック

等） 

  



 



Organisation chargée du
renouvellement et de la
révision des contenus

Distribution (zones, temps,
moyen)

Centre National de
d'évaluation, des examens
et de l'orientation
(CNEEO)

Settat, Berrechid, El Jadida
Sidi Bennour dans la formation
des enseignants, et 8 provinces
convoquées à l'atelier national
en octobre 2015

CNEEO Les établissements qui ont mis
en œuvre les tests dans 8
provinces principalement.

Nombres et Calculs : Addition et
soustraction (1re - 6e)
Nombres et Calculs :
Multiplication et division (2e -
6e)
Nombres et Calculs : Nombres
décimaux et fractions (4e - 6e)
Réponse de « Nombres et
Calculs »
Guide d'utilisation

Géométrie (1re - 6e)

Grandeurs et Mesures (1re - 6e)

Réponse de « Géométrie » et
 « Grandeurs et Mesures »
Maths : 2e-6e primiaire

Eveil Scientifique : 5e primaire

Maths : 1er collège

Livrets de réponses

Guide de passation

Cartes de nombres et capsules
vidéos

Feuilles de calcul mental et
petits tests

Guide d'utilisation

DC 32 établissements ciblées entre
février et avril 2018.

CNEEO Inspecteurs de 3 AREF et 8
provinces entre
janvier et mars 2017.

Direction chargée de la
vie scolaire (DVS)

4 provinces (Settat, Berrechid,
El Jadida, Sidi Bennour) en
octobre 2015 et 8 provinces en
septembre 2016.

Rapport du test diagnostique 2016/2017 (analyse
d'erreurs)

Destiné aux inspecteurs et enseignants pour leur faciliter
l'amélioration de l'enseignement en
considération des lacunes des élèves.

Module de formation (en vidéo et livret) Améliorer l’enseignement en mettant à profit les erreurs
d’élèves

Feuilles d’exercices de remédiation  (3e - 6e) Aider les élèves à surmonter les difficultés
d’apprentissage qui sont communes parmi un grand
nombre d’eux.

Manuel de procédures pour la subvention
scolaire PEEQ

Faire les établissement scolaires cibles du projet
comprendre les procédures de la subvention pour la
mise en œuvre des activité de l'Axe PEEQ du projet d'é
tablissement.

Recueil
d'expercices

Faciliter l'assimilation de connaissances de base chez les
élèves de l'enseignement primaire.

CNEEO Settat, Berrechid, El Jadida
Sidi Bennour en février et mai
2016 dans la phase 1 et
Sidi Slimane, Sidi Kacem, Al
Haouz, Chichaoua
en novembre 2016 dans la phase
2.
111 établissements ciblées dans
8 provinces en septembre 2017
(la version numérique)

Liste du matériel développé dans le cadre du Projet

Titre du matériel Objectif de l'exploitation / Utilisateur du matériel

Rapport du test diagnostique 2015 (analyse
d'erreurs)

Destiné aux inspecteurs et enseignants pour leur faciliter
l'amélioration de l'enseignement en
considération des lacunes des élèves.

Matériel
pédagogique
supplé
mentaire
pour la
maîtrise des
compétences
de base

Faciliter la maîtrise de compétences de base par tous les
élèves du primaire. Le problème à résoudre dans
l’immédiat implique l’addition jusqu’à 9 + 9, la
soustraction jusqu’à 18 – 9 et tableau de multiplication
jusqu’à 9 x 9.

Direction des curricula
(DC)

32 établissements ciblées en
septembre 2017 et 111
établissements ciblées en juillet
2018 dans 8 provinces.

Test
diagnostique

Identifier les lacunes d'apprentissage chez les élèves
pour que les enseignants puissent améliorer leurs
enseignement.

CNEEO 16 établissements de Settat,
Berrechid, El Jadida,
Sidi Bennour en mars 2015 et 50
établissements dans 8 provinces
en septembre et octobre 2016.
111 établissements ciblées dans
8 provinces en septembre 2017
(la version numérique)



i  Préambule : comment utiliser
ce guide

DVS

ii  Guide pratique pour la
planification et la mise en oeuvre
du PE (y compris le plan
d’action annuel)

DVS

iii  Guide pratique de la
démarche pédagogique de
maîtrise des compétences de
base en mathématiques au cycle
primaire

DC

iv  Exercices de calcul des 5
premières minutes de séance :
guide d'utilisation des cartes de
nombres et des feuilles de calcul
mental

DC

v  Guide de passation et
d’exploitation du test des
prérequis

CNEEO

vi  Guide d’utilisation du recueil
d'exercices

CNEEO

vii  Guide pratique des activités
de lecture

DVS

viii  Guide pratique des activités
parascolaires

DVS

ix  Guide pratique des activités
de sensibilisation à l'importance
de l'éducation

DVS

x  Guide pratique pour la
coopération entre l'école
primaire et le collège

DVS

Annexe : DVD (comprenant tous
les matériaux pédagogiques, y
compris audiovisuels)

DC

DVSRapport « Etats pratiques des activités
éducatives »

Distribué comme ci-dessous en
juillet 2018:
900 copies - inspecteurs
12 copies - AREF (12 régions)
82 copies - Directions
Provinciales
111 copies - établissements
ciblées
100 copies - participants au
séminaire national

Renforcer la planification, l’exécution et le suivi du
Projet d’établissement au niveau de l’AREF, de la
Direction Provinciale et de l’établissement scolaire.

Guide pratique
en vue de la
promotion de
l'éducation
avec équité et
qualité
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Project Design Matrix（Version 0～2） 
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別添 1  Ver. 1 
As of 21 November 2014 

Project Design Matrix 
 
Project Title:   Project for Promoting Education with Equity and Quality (PEEQ) 
Executing Bodies:   Ministry of Education and Vocational Training (Ministere de l’Education Nationale et de la Formation Professionelle: MENFP), Regional 

Education Office (Académie Régionale d’Education et de Formation :AREF), Provincial Education Office (Délégation) 
Target Group:  MENFP, AREF and Delegation Personnel (approximately 280 personnel) and approximately 240 disadvantaged schools within 32 Bassin Scolaire 
Target Area:  8 Regions (Chaouia Ourdigha (CO), Doukala Abda (DA), Gharb Chrarda Beni Hssen (GCBH), Marrakech Tensift Al Haouz (MTH) 

Taza Al Hoceima Taounate (THT), Oriental, Tadla Azilal (TA), Sous Massa Draa (SMD)) 
Duration:  48 months 

Narrative Summary Verifiable Indicators Means of Verification Important 
Assumptions 

Overall Goal:  
The PEEQ activity is disseminated to other schools 
within / beyond targeted Regions (AREFs) in Morocco. 
 

 
Number of targeted schools in the extended areas 
(Target value: XX % of all primary and lower 
secondary schools) 

Report by MENFP and 
AREF  

Decentralization in 
Morocco continues to be 
included in the Education 
Strategy.  

Project Purpose: 
MENFP is able to support initiatives of AREF to 
mitigate educational disparity  
 

 
Framework of MENFP’s support for AREF is 
prepared 

Project Monitoring Sheet, 
AREF annual report 

Budget plan (including 
PEEQ measure) is 
approved 

Outputs: 
1. Measures to mitigate school disparities in learning 

achievement are tried out and set 
1-1 Executing guidelines is developed 
1-2 The repetition rate of students in targeted school 

(Target value: the repetition rate decreases to 
XX % in targeted primary school and to YY% 
in targeted lower secondary school) 

1-3 The percentage of students with a score greater 
than or equal to 5 out of 10 in mathematics and 
science in the final examination of the sixth 
grade of primary school, and the percentage of 
students with a score greater than or equal to 10 
out of 20 in mathematics, physics, chemistry, 
biology, and earth science in the final 
examination of the third grade of lower 
secondary school (Target value: the percentage 

Project Monitoring Sheet There is no significant 
change in the 
organizational structure of 
MENFP and AREF. 



in targeted primary school increases by XX % 
and in targeted lower secondary school by 
XX% ) 

1-4 The students’ score in the mathematics and 
science test developed and implemented by 
PEEQ (Target value: the rate of increase in the 
students’ scores is XX% in targeted primary 
school and YY % in targeted lower secondary 
school) 

2.  Measures to mitigate school disparities in 
enrolment are tried out and set  

2-1 Executing guidelines is developed 
2-2 The rate of students dropped-out (Target value: 

the rate of students dropped-out decreases by 
XX% in targeted primary school and by YY% 
in targeted lower secondary school) 

2-3 The girls enrolment rate in lower secondary 
school (Target value: the girls enrolment rate 
increased to XX % in targeted lower secondary 
school) 

Project Monitoring Sheet 

3.  AREF is ready to continue the measures, and 
MENFP is ready to disseminate the measures to 
other Regions.  

 

3-1 The plan is developed by AREF and MENFP.  
3-2 A dissemination team of the project is organized 

in every region.  
3-3 The dissemination process of the project is 

implemented in all regions. 

Replication Plan 

Activities: 
(Exploration and diagnosis) 
1-1 Study current practice of student assessment at school, Delegation, AREF and MENFP 
1-2 Identify lower secondary schools and their affiliated primary schools (bassins scolaires) 

that need interventions to narrow its gap in student achievement. 
(Information) 
1-3 Japanese experts conduct learning/briefing session for MENFP/AREF/CRMEF/ 

Delegation personnel 
1-4 MENFP personnel facilitate learning/briefing session for AREF/CRMEF/Delegation  
(Development) 
1-5 MENFP/AREF in collaboration analyze exam result to identify areas students do not 

perform well and its reasons, with a focus on basic academic skill of students 
1-6 Devise and try-out intervention to restore basic academic skill of students (e.g. 

self-learning material) 
1-7 MENFP/AREF in collaboration synthesize effective pedagogical approach/technique to 

Inputs: 
1. Moroccan side: 
(1) Office space at MENFP and facilities 

necessary such as desks, chairs, office 
equipment, cabinet for the Project (for 
Moroccan counterparts and Japanese 
experts). 

(2) Assignment of counterpart personnel 
(including Project Director, Manager, 
Coordinator) and other key counterparts 

(3) Necessary budget for the 2 main 
components of the Project (including 
school grant for equity component from 
Round 3 onward) 

(4) Administrative cost for smooth 

There is no policy change 
in inspector’s role.  
Preconditions: 
The general principle of 
Moroccan education 
strategy / mid-term plan 
PAMT (2013-2016) does 
not change.  



improve student learning 
(Guidance) 
1-8 Inspector in charge introduce the approaches/techniques as a part of their routine 

inspection work 
1-9 Japanese experts conduct training for the inspectors and CRMEF trainers 
1-10 The trained inspectors and CRMEF trainers conduct training for teachers with support 

of Japanese experts 
1-11 Teachers at the identified schools revise and implement lesson plan accordingly 
(Monitoring) 
1-12 Inspectors in charge report the progress at its routine meeting 
 
2-1 Study current practice concerning students’ access to school and retention and support 

for disadvantaged schools 
2-2 Identify lower secondary schools and their affiliated primary schools (bassins scolaires) 

that need interventions to narrow its gap to others in enrolment (primary – lower 
secondary transition and girls enrolment) 

2-3 Carry out survey on current activities concerning access and retention in the selected 
lower secondary schools and its affiliated primary schools (bassins scolaires) 

2-4 Hold orientation workshop for the identified lower secondary schools and its affiliated 
primary schools to develop and improve school project 

2-5  The schools propose school project (e.g. campaign activities, school activities, 
small-scale rehabilitation, and equipment/material provision to attract parents/students) 

2-6 AREF provides grant to implement the school project 
2-7 The schools implement the school project  
2-8  AREF /Delegation inspectors monitor and evaluate implementation 
 
3-1 AREF develops dissemination plan within the region 
3-2 AREF revises TOR of related personnel to implement PEEQ activities  
3-3 MENFP develops nationwide dissemination plan  
3-4 MENFP revises TOR of related personnel to implement PEEQ activities  
3-5 Japanese experts support MENFP and AREF to prepare their budget to finance PEEQ 

activities 
3-6 Conduct workshop inviting a wider stakeholders  

implementation of the Project (such as, 
CP staff’s salary, allowance, 
transportation fee, and running cost of the 
Project office) 
 

   
2. Japanese side: 
(1) Dispatch of experts (in the field of 

Assessment, Lesson Improvement, and 
School Management), and others as 
necessity arises 

(2) Training of counterpart personnel in 
Japan 

(3) Provision of office equipment and 
materials  

(4) Expenses of Project activities 
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Minutes of Meetings 
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合同調整委員会（第 1回～8回）議事録
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